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　奈良工業高等専門学校（奈良高専）は５０年༨りલのઓ後の高度ࡁܦ成長ظに、地域産業を支͑る
実ફ的な技術者養成機関として創立されました。この間ഐ出した卒業生は、産業界ͩけでなく教育・研
究機関で׆躍し、֤ํ面からඇৗに高い評価を受けています。本科（５年間）卒業後に就職する学
生は全体の４ׂですが、́ ΅100� 希望のا業にਪનで߹格しております。また、り６ׂは進学で、
４ׂは国ެ立を中৺とした大学の編入学、２ׂは本校専攻科（２年間）の入学です。いずれに進
学した学生、大が国ެ立を中৺とした大学Ӄにさらに進学し、創造的技術者・研究者を目指す学
生が૿͑ています。
　奈良高専では、５年 	 本科 
 しくは７年 	 本科 � 専攻科 
 の一؏教育のԼ、一般科目と専門科目を「く
さびܕ」にࣼ配分し、年࣍ਪҠととに専門科目、実ݧ、実習の࣌間が૿͑る実ફܕ教育を実施し
ています。専門科目では概Ͷ大学の学部レϕϧの授業が設置されており、本科の５年࣍では教員の指
導のԼでগ人数制の卒業研究が行われます。大学受ݧがなく課外׆ಈに取り組Ήことができ、豊かな
人間ܗ成にܨがります。
　現在、さらなる高度化・特色化を目指し、正課の工学教育にՃ͑て、グローόϧΤンジχアリーμー
ঁ性Τンジχアリーμーを養成するために、ೋつの正課外教育プログラムをεターτさͤております。
産業のグローόϧ化ҟ分野技術の༥߹ෳ߹化に伴いࣾ会が求めるΤンジχア૾がม化していること
にର応したので、多༷な୲いखがूまるμイόーシティ生産ڥで付Ճ価の高いの・ことづくり
が行͑るΤンジχア養成を目指します。
。りますようお願いਃし্͛ますࣀ後と、本校の教育・研究にରして͝理解と͝支援をҾきଓきࠓ　

ɹThe National Institute of Technology (KOSEN), Nara College, (NITNC) was established over half a century ago 
during the postwar period of strong economic growth in Japan in order to train regional industrial engineers with 
practical skills. Since then, the practical education provided by NITNC has earned high praise from people in the 
global and local industrial fields, and many graduates work not only as core engineers in industrial fields but also 
succeed in the other fields of education, research, and business. Approximately 40 percent of our graduates apply 
for jobs, and close to 100 percent of the applicants make their dreams come true with college recommendations. 
Almost 60 percent of the graduates pursue further education. Out of these graduates, 40 percent transfer to nation-
al, prefectural, and municipal universities. Around 20 percent enter into advanced courses at NITNC. Further-
more, the number of graduates who enter into national and public graduate schools to become creative engineers 
and researchers has been increasing yearly.
ɹNITNC provides an integrated education over five years (for the regular course) and two more years (for the 
advanced course) in a wedge-shaped allocation of subjects in specialties, arts, and sciences. This allows students 
to spend more time in specialized subjects, experiments, and practical training, which gradually increases for each 
grade. Specialized lectures at NITNC are equivalent to the courses offered by general universities. Fifth-year 
students conduct research projects for their graduation thesis in small groups with the guidance of skilled profes-
sors. The students of our college are provided with the opportunity to shape their own unique characteristics and 
foster their creativity by being able to concentrate on making the most of their college lives without being 
burdened by university entrance examinations. 
ɹMoreover, NITNC has started two exclusively distinctive and innovative elective programs� the Global Engineer 
Leadership Program, and the Female Engineer Leadership Program. These programs are one example of our 
response to the constantly changing requirements for engineers as new technologies in different fields fuse togeth-
er under industrial globalization. Thus, NITNC nurtures and inspires engineers to create high added value in 
diverse manufacturing environments.
ɹWe appreciate your continuous understanding and support of our education and research here at NITNC.



独立行政法人国立高等専門学校機構

奈良工業高等専門学校
NATIONAL INSTITUTE OF TECHNOLOGY（KOSEN）, Nara College

「いにしへの奈良の都の八重桜今日九重ににほひぬるか

な」という「詞花和歌集」で伊勢大輔の歌で知られる奈良の

八重桜を図案化したもので、古くから文化の栄えた大和の地

に八重に発展する本校の理想を象徴している。

デザインは、元奈良学芸大学教官であった奥谷多作氏（埼

玉大学名誉教授）によるものである。

　　　　　　　　　　　　 ■校　章　College Emblem

National Institute of Technology (KOSEN),Nara College

デザインについて
奈良高専の「ナ」をモチーフにデザイン化し、球は「輝く太陽・未来」、オレンジ色
の弧は「豊かな人間性」、青色の弧は「専門的技術」をイメージしており、全体で未
来に向かって飛躍・発展、成長する学校と学生を親しみ易くシンボライズしている。
作者　大阪府在住　深川　重一氏

Logo Mark



■高専制度と特色　System Features at Institutes of Technology
　昭和３０年代におけるわが国産業界のめざましい発展に伴い、科学技術者の需要に即応するため、

工業に関する技術者を養成することを目的として、昭和３７年度から新たな学校制度として、高等

専門学校が発足し、昭和３９年４月１日、奈良工業高等専門学校が創立されました。

 Post-war progress in Japan industry was so drastic that the demand for highly educated technological experts has been 
increasing. Now three higher educational systems exist in Japan, such as universities, junior colleges and institutes of 
technology. Institutes-of-Technology System, established in 1962, accepts junior high school graduates so that they have 
had more time to progress their professional research than any other institute.

　「創造の意欲」は、技術者として未知の新しい課題に積極的に取り組み、それを実現できる能力

を育成することであり、「幅広い視野」は、単に自己の専門分野の知識のみならず幅広い知識に基

づいて物事を多面的に考察し、判断できる能力を育成すること、そして「自律と友愛」は、自己を

冷静に見つめ、他人を理解しようとする姿勢を身に付けることであり、本校はこれらの三つの標語

を基本的な指針としている。

 These three College Mottos are the fundamental principles. As an engineer, “Enthusiasm to Create” means “to 
willingly step into a new unknown field, and to develop your ability to achieve it.” “View to Broaden Minds” means “to 
develop your ability to study and judge things from many different angles, and not to cling to your own.” In the end, 

“Autonomy and Friendship” means “to acquire your attitude to calmly introspect yourself and to respect others.” 

独立行政法人国立高等専門学校機構

奈良工業高等専門学校
NATIONAL INSTITUTE OF TECHNOLOGY（KOSEN）, Nara College

「いにしへの奈良の都の八重桜今日九重ににほひぬるか

な」という「詞花和歌集」で伊勢大輔の歌で知られる奈良の

八重桜を図案化したもので、古くから文化の栄えた大和の地

に八重に発展する本校の理想を象徴している。

デザインは、元奈良学芸大学教官であった奥谷多作氏（埼

玉大学名誉教授）によるものである。

　　　　　　　　　　　　 ■教育理念　College Mottos



学校制度における高等専門学校の位置
Institutes of Technology in the Japanese Educational System
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　高等専門学校は、中学校卒業程度を入学資格とする５年制の高等教育機関であり、深く専門の学

芸を教授して、豊かな教養と職業に必要な能力を育成することを目的としています。

　科学技術の高度化に伴い、高等専門学校卒業後、進学を希望する者のために、平成３年４月学校

教育法の一部改正（平成３年７月施行）によって、高等専門学校に新しく高等専門学校教育のアイ

デンティティを保持しながら、精深な程度において、特別な事項を教授し、その研究を指導するこ

とを目的とする専攻科が設置できることになり、平成４年４月１日本校に大学評価・学位授与機構

が認定する２年制の専攻科が設置されました。

　国の施策により、平成１６年４月１日から独立行政法人国立高等専門学校機構奈良工業高等専門

学校となりました。

 Those students spend five years in research or design to be engineers who contribute to the development of industrial 
technologies. In order to achieve their aims, unique academic programs are arranged with the features of both senior 
high schools and universities. Besides the unique academic programs, there are enough educational facilities at the 
institutes, such as the library, student center, computer laboratories, technological workshops, and various other 
facilities for after-school activities in sports, culture, and technology as well.
 With highly advanced scientific technologies, a part of the school education law was revised in April 1991 and has been 
in force since July 1991. Consequently, besides maintaining advanced points of the institutes, the new two-year Faculty 
of Advanced Engineering has been authorized by the National Institution for Academic Degrees. In April 1992, the 
Faculty of Advanced Engineering has been available to graduates who wish to update their knowledge and research 
skills to a more precise and deeper extent in specialized areas.
 The National Institute of Technology(KOSEN), Nara College, has been one of the institutes with national measures 
since April 1, 2004.
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■目的・目標及び学科の人材養成目的，ポリシー
  Objectives of Learning and Education, Policies

（目的及び目標）

　奈良工業高等専門学校（ҎԼ「本校」という。）は，教育基本法（平成１８年法律ୈ１２０߸），
学校教育法（昭和２２年法律ୈ２６߸）及び独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成１５
年法律ୈ１１３߸）に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを
目的とする。
　本校は，その目的を実現するための教育を行い，その成Ռを広くࣾ会にఏڙすることにより，
ࣾ会の発展にد与するのとする。

（学科の人材養成目的）
学　　科 人　材　養　成　目　的

機械工学科

　幅広い産業分野における設ܭ։発，生産技術，質理等の分野にର応で
きる基ૅ解ੳ能力，課題解決能力，そしてίϛϡχέーシϣン能力なͲを身
につけたࣾ会の発展にݙߩできる機械ܥ技術者・研究者となりうる人材を養
成する。

電気工学科

　電気・電子工学の基ૅ理と「電子ճ路」「電力・ΤωϧΪー」，「電気
電子材ྉ」「情報௨৴」の֤分野についての知識と技術を身につけ，地球
躍でき，協ௐ性とྙ׆して幅広い産業分野で༺׆に配ྀしながら*P5をڥ
理؍を持った電気ܥ技術者・研究者となりうる人材を養成する。

電子制御工学科

　工業技術分野における機械・電気電子・情報・ܭଌ制御なͲに関する幅広
い知識を༥߹・発展さͤることができ，基ૅ・先分野で国際的に׆躍しう
る豊かな人間性と独創性を༗し，ෳࡶなシεテムに関する題解決能力を身
につけたシεテムܥ技術者・研究者となりうる人材を養成する。

情報工学科
　情報化ࣾ会の新たな題を解決するために必要とされる情報技術，ίン
ϐϡータ，ωοτϫーΫおよびセΩϡリティに関する知識，技術，題解決
能力を身につけた情報ܥ技術者・研究者となりうる人材を養成する。

物質化学工学科
　産業構造のม革と技術の高度化にର応し，ڥ，όイオ，ΤωϧΪー及び
新ૉ材等の先技術を୲͑る能力を身につけた化学ܥ技術者・研究者となり
うる人材を養成する。
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専　　攻 人　材　養　成　目　的
シεテム創成工学専攻

機械制御シεテム
ίーε

　機械・電子情報・制御工学等の知識を基ૅに，より高度な設ܭ能力，シε
テム։発能力，メΧτロχΫε技術能力を身に付けた技術者・研究者となり
うる人材を養成する。

シεテム創成工学専攻
電気電子シεテム

ίーε

　電気電子工学の基ૅ理，電力シεテム，電気電子材ྉ・機ث，情報௨৴
シεテムなͲに関࿈する高度な知識と技術をमಘし，新たなシεテム創成で
ࣾ会にݙߩする技術者・研究者となりうる人材を養成する。

シεテム創成工学専攻
情報シεテムίーε

　ίンϐϡータのϋーυΣア・ιフτΣア・ωοτϫーΫに関する知識
を基ૅに，高度な情報工学に関する技術と題解決能力を身に付けた技術者・
研究者となりうる人材を養成する。

物質創成工学専攻
όイオ，ΤωϧΪー，新ૉ材等の先的研究，ڥ，代のಈ向にର応し࣌　
։発これらを༥߹した新نプロセεの構ஙに必要な能力を身に付けた国際
的に׆躍できる技術者・研究者となりうる人材を養成する。

࿈ܞ教育プログラム 　֤専攻，ίーεの人材養成目的にՃ͑，分野ԣ断的၆ᛌ力をඋ͑，地域ࣾ
会にݙߩする技術者・研究者となりうる人材を養成する。

（専攻科の人材養成目的）
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■アυϛοシϣンポリシー
　本校は，幅広い工学的知識・技術を身につけ，豊かな人間性を備えた技術者の養成を行うことを使命としています。産業
のグローバル化に対応して，国際的視野や国際コミュニケーション力をもち，課題を発見し解決できる創造的技術者の育成
を目指すため，以下に掲げる意欲および能力を有する人を受け入れます。
１．求める学生像

【本科】
（１）技術者や研究者になって，社会の役に立ちたい人
（２）基礎的な学力を身に付けていて，自ら進んで学べる人
（３）科学や技術に関心があり，仲間と協力して新しいものを創造したい人
（４）他者への思いやりがあり，責任感を持って誠実に行動できる人　

【４年次編入学】
（１）技術者や理工系の研究者になるという強い意志を持ち，社会の発展に貢献したい人
（２）工学を学ぶために必要な基礎学力を持ち，自ら進んで学習できる人
（３）科学技術の分野に関心を持ち，工夫や協働を通して新しいものを創造したい人
（４）倫理観や協調性を持ち，多様な個性や価値観を尊重できる人

【専攻科】
　[各専攻共通]

（１）　豊かな人間性を有する技術者になりたい人
　　（求める要素：人間性）

（２）　自らの専門分野を生かし，さらに応用する力を育みたい人
　　（求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力）

（３）　技術を通して国際社会や地域に貢献したい人
　　（求める要素：主体性・協働性・多様性）
　[システム創成工学専攻]

（４）　創造性を高め，新しいシステムをつくり出したい人
　　（求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力） 
　[物質創成工学専攻]

（４）　  環境，エネルギー，バイオ，新材料およびこれらを融合したプロセスに関してその課題発見と解決に貢献したい人
　　（求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力）
　[連携教育プログラム]

（５）分野横断的俯瞰力を備え，地域社会に貢献したい人
　　（求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力，主体性・協働性）

２．入学者選抜の方針
【本科】
推薦選抜「適性検査枠」
　技術者や研究者になるという強い意志を持ち，社会の発展に貢献したい人で，総合的な基礎学力があり，とくに数学・理
科が得意な人の入学を期待し，調査書，推薦書，適性検査，面接の総合評価によって選抜します。

推薦選抜「女性エンジニアリーダー養成枠」
　技術者や研究者になるという強い意志を持ち，率先して社会の発展に貢献したい人で，総合的で高い基礎学力がある人の
入学を期待し，調査書，推薦書，面接の総合評価によって選抜します。

学力選抜
　技術者や研究者として社会で活躍したい人で，中学の学習内容を正しく理解していて，実技科目にもしっかり取り組んだ
人の入学を期待し，学力検査，調査書の総合評価によって選抜します。

編入学試験
　技術者や理工系の研究者になるという強い意志を持ち，社会の発展に貢献したい人で，工学を学ぶために必要な基礎学力
を持ち，自ら進んで学習できる人の入学を期待し，学力検査，調査書，面接の総合評価によって選抜します。

【専攻科】
推薦選抜
　入学者の選抜は，推薦書（出身学校長もしくは所属企業等の長から提出されたもの），調査書もしくは学業成績証明書お
よび面接の結果を総合して行います。ただし，面接結果によっては本校専攻科のアドミッションポリシーに著しくそぐわな
いと判断し，総得点に関わらず，不合格とします。
　
学力選抜 
　入学者の選抜は，［Ａ方式］専願受験と［Ｂ方式］一般受験の２つの方式で行い，調査書もしくは学業成績証明書，学力検査，
面接およびTOEICスコアによる英語学力評価の結果を総合して行います。Ａ方式は，本校専攻科を専願して受験するもので，
面接をより重視して選抜を行います。ただし，面接結果によっては本校専攻科のアドミッションポリシーに著しくそぐわな
いと判断し，総得点に関わらず，不合格とします。

社会人選抜
　入学者の選抜は，学業成績証明書・志願理由書・業績報告書，学力検査，面接およびTOEICスコアによる英語学力評価
の結果を総合して行います。ただし，面接結果によっては本校専攻科のアドミッションポリシーに著しくそぐわないと判断
し，総得点に関わらず，不合格とします。

■カリキュラムポリシー
【本科】
　本校では，以下の方針でカリキュラムを編成します。（全学科共通）

（１）  低学年では，一般教養科目を中心に専門の知識や技能の基礎が身につく授業科目を配置し，高学年では，専門の知識
や技能を段階的に高め，応用力が身につく授業科目を配置し，学年進行に従い専門科目が多くなるくさび形に配置し
ます。【編成方針１】
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（２）  国内外を問わず通用するコミュニケーション能力，実際的な社会貢献につながる課題発見能力および課題解決能力を
育成するため，低学年から高学年までを通じて，実験・実習を系統的に配置し，それらの学習の総まとめとして最終
学年に卒業研究を配置します。【編成方針２】

（３）  低学年から高学年までを通じて，シラバスにおいて「ディプロマポリシー」で定められた能力との対応関係やその修
得方法および成績評価方法が説明され，学生が学習の過程で自身の達成度を把握でき，自主的・継続的な学習を促す
よう工夫された授業科目を配置します。【実施方針】

（４）  学修成果の評価は，それぞれの開講科目のシラバスに示された成績評価の方法（定期試験，レポート，授業での発表等）
に従い，公正かつ厳格に行います。【学修成果の評価】

（機械工学科）
　機械工学科では，「ディプロマポリシー」に掲げた能力を育成するため，人材養成目的・教育目標に沿って以下のように
教育課程を編成します。

（１）  低学年では，機械工学における「ものづくり」の基礎が身につくように，実技系科目(製図，実習)，基礎専門科目(材料系，
情報処理)と，自然科学系基礎科目，人文社会科目を配置し，講義と演習を組み合わせることにより，基礎学習能力を
育むための機会を提供します。

（２）  学年進行に伴って段階的に専門応用科目(力学系，設計系，計測制御系)を増やし，内容の積み重ね，つながりを意識
した講義・実習により，専門応用力を育むための機会を提供します。

（３）  ５年間にわたって実習・学生実験を配置し，グループで実験・実習を行うことにより，協働的に課題に取り組む能力
を育むための機会を提供します。

（４）  高学年に新しい科学技術に対応するための講義，卒業研究を配置し，学習内容を体現できる実践力を養うことにより，
社会に貢献できる能力を育むための機会を提供します。

（電気工学科）
　電気工学科では, 「ディプロマポリシー」に掲げた能力を育成するため，人材養成目的・教育目標に沿って以下のように教
育課程を編成します。

（１）  低学年に専門基礎科目と専門演習科目，自然科学系基礎科目，人文社会科目を有機的に配置し，科目の連携による教育で，
学びの反復と段階的な成長を促すとともに，グループワークにより，興味関心意欲を高めることで，基礎学習能力を
育むための機会を提供します。

（２）  実社会での応用を題材にした教材を活用した講義科目や，実際にものづくりを行う実習科目配置し，実社会での応用
例や技術の活用方法を学ばせることで，専門応用力を育むための機会を提供します。

（３）  実習や実験科目や，課題解決型の講義科目を配置し，グループでの討議，作業，考察などを行わせることにより，協
働的に課題に取り組む能力を育むための機会を提供します。

（４）  技術者の役割について考える講義や，学んできた知識を問題解決に応用する卒業研究を配置し，グループ討議などに
より学生相互に学び合う学習や，技術を社会実装に応用することを考察させることにより，社会に貢献できる能力を
育むための機会を提供します。

（電子制御工学科）
　電子制御工学科では，「ディプロマポリシー」に掲げた能力を育成するため，人材養成目的・教育目標に沿って以下のよ
うに教育課程を編成します。

（１）  機械工学，電気電子工学，情報工学，計測制御工学に関わる知識の融合による複雑なシステムを構築する基礎能力を
育成するために，低学年では自然科学系基礎科目，人文社会系科目を配置し，学年進行に伴い，機械系，電気電子工
学系，情報系，計測制御系の科目を配置します。講義と演習を組み合わせることにより，基礎学習能力を育むための
機会を提供します。

（２）  機械工学，電気電子工学，情報工学，計測制御工学の４つの専門分野の知識および技術を総合的に身につけ，それら
を応用した“ものづくり”を具体的に実現するために，実験，実習系科目を系統的に配置し，専門応用力を育むため
の機会を提供します。

（３）  課題解決能力，プロジェクトマネジメント能力，チームワーク力を身につけるために，課題解決型実験，システム設
計製作を配置し，協働的に課題に取り組む能力を育むための機会を提供します。

（４）  各専門分野に関わる知識を融合させ，新しいシステムを構築する能力を身につけるために高学年にシステム工学，応
用システム設計，卒業研究を配置し，学習内容を体現できる実践力を養うことにより，社会に貢献できる能力を育む
ための機会を提供します。

（情報工学科）
　情報工学科では，「ディプロマポリシー」に掲げた能力を育成するため，人材養成目的・教育目標に沿って以下のように
教育課程を編成します。

（１）  低学年に，人文社会系科目と自然科学系基礎科目を配置し，更に情報工学に関する基礎理論を身につけさせるため，IT系，
ソフトウエア系，ハードウエア系，情報理論系の講義科目を配置し，講義と演習を組み合わせることにより，基礎学
習能力を育むための機会を提供します。

（２）  ４つの分野「ソフトウエア」「ハードウエア」「情報ネットワーク」「情報セキュリティ」の専門科目を楔形に配置し，
内容の積み重ね，つながりを意識した講義・演習により専門応用力を育むための機会を提供します。

（３）  各学年に応じて実験・演習・アクティブラーニングを配置し，個人・グループで実験・演習を行うことにより，協働
的に課題に取り組む能力を育むための機会を提供します。

（４）  高学年に新しい科学技術に対応することができる応用力を高めるために，４つの分野の講義，実験・演習と卒業研究
を配置し，学習内容を体現できる実践力を養うことにより，社会に貢献できる能力を育むための機会を提供します。

（物質化学工学科）
　物質化学工学科では，「ディプロマポリシー」に掲げた能力を育成するため，人材養成目的・教育目標に沿って以下のよ
うに教育課程を編成します。

（１）  低学年に基礎専門科目と，自然科学系基礎科目，人文社会科目を配置し，講義と演習を組み合わせることにより，基
礎学習能力を育むための機会を提供します。

（２）  専門科目を楔形に配置し，内容の積み重ね，つながりを意識した講義・実験により，専門応用力を育むための機会を
提供します。

（３）  ５年間にわたって学生実験を配置し，グループで実験を行うことにより，協働的に課題に取り組む能力を育むための
機会を提供します。

（４）  高学年に環境，エネルギー，バイオ，新材料をキーワードにした講義と卒業研究を配置し，学習内容を体現できる実
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践力を養うことにより，社会に貢献できる能力を育むための機会を提供します。

【専攻科】
　本校専攻科では，専攻科の「ディプロマポリシー」に定める能力を身につけるため，準学士課程のカリキュラムポリシー
を引き継ぎ，発展させて，「精深な程度において工学の高度な専門的知識と技術を教授するとともに，その研究を指導する
ことにより，広く産業および学術の発展に寄与すること」を目的としたカリキュラムを編成しています。
　　[各専攻共通]

（１）  工学の基礎としての，数学および自然科学に関する知識とそれらを応用する科目を配置します。
（２）  各専攻の専門分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力を身につける科目を配置します。
（３）  日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニケー

ション基礎能力を身につける科目を配置します。
（４）  自主的，継続的に学習する能力を身につける科目を配置します。
（５）  地域と世界に対する理解を深め，地域創生や人類の発展に貢献する意欲および技術者としての倫理観を涵養する科目

を配置します。
　　[システム創成工学専攻]

（６）  新規システムを開発する際に要求される，専門分野が異なるチームで仕事をし，与えられた制約の下で計画的に仕事
を進める能力や，種々の技術を組み合わせても技術的な問題を解決する力を身につける科目を配置します。

　　[物質創成工学専攻]
（６）  環境に優しい新材料やエネルギーシステム，あるいはバイオテクノロジーなど，地球環境と調和した社会の持続的発

展を実現するために必要な新しい科学技術を創出する力と化学研究者・技術者としての確かな研究リテラシーおよび
国際競争力を身につける科目を配置します。

　　[連携教育プログラム]
（６）  幅広い分野横断的俯瞰力を身につけるため，専門分野の枠を超えた科目履修および大学との共同開設科目を配置しま

す。

【教育課程の実施方針】
（ⅰ）  ディプロマ・ポリシーに定めた能力の育成をカリキュラム・ポリシーの中で実現させるよう，シラバスを作成し，カ

リキュラム・ポリシーの各項目に対して
　（１）には講義と演習
　（２）には講義と実験実習
　（３）には講義やグループ演習
　（４）には講義，少人数教育やアクティブラーニング
　（５）には講義，ＰＢＬやＣＯＯＰ教育
　（６）には　[システム創成工学専攻]　講義，少人数教育やアクティブラーニング
　　　　　　　[物質創成工学専攻]　講義，少人数教育やアクティブラーニング
　　　　　　　[連携教育プログラム]　講義や大学との共同教育
　　を実施します。

（ⅱ）  学生の主体的学習を促進するため，授業外における様々な取り組みを推奨します。
（ⅲ）  学修成果の評価は，それぞれの開講科目のシラバスに示された授業の到達目標に対する達成度について，成績評価の

割合（定期試験，レポート，授業での発表等）に従い，成績評価基準に基づいて公正かつ厳格に行います。

【成績評価基準】
　成績評価の割合（定期試験，レポート，授業での発表等）を総合して100点法により評価し，評点が60点以上で単位認
定となります。なお，評定は次の区分により行います。ただし，特別研究，工学基礎研究，地域創生工学研究，インターンシッ
プおよび海外インターンシップは，Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆで評定します。

評 100 ʙ 90 89 ʙ 80 79 ʙ 70 69 ʙ 60 59 ʙ 0

評語 ̨ ̖ ̗ ̘ ̛
߹格 ෆ߹格

(SBEF 1PJOU	(1
 ４ ３ ２ １ ０

■ディプロϚポリシー
【本科】
　本校では，各学科の所定の単位を修得し，以下の能力を身につけた学生に卒業を認定します。

（１）人文・社会・自然についての豊かな教養を持ち，自主的・継続的に学習ができる。［基礎力］
（２）各専門学科の人材養成目的・教育目標に掲げる知識・技術・能力を有する。［専門応用力］　　
（３）多様な個性や価値観を持つ他者と意思疎通し，同じ目的に向けて協働できる。［協働力］
（４）技術者としての倫理観を持ち，責任ある行動でもって社会に貢献できる。［社会貢献力］

【専攻科】
　専攻科の学習・教育目標を達成するために編成された教育課程が定める授業科目を履修し，所定の単位数を修得し，専攻
科を修了したものは，以下の能力・知識・態度が身についているものとする。
[各専攻共通] 

（Ａ）幅広い視野と教養
　人と社会そして地球環境に関する幅広い知識と教養を備え，その知識を分野横断的・地球的視野から捉えることができる。

（Ｂ）技術者，科学者としての高度な倫理観
　科学技術が人間や社会，地球環境に与える影響の大きさを理解し，技術者・科学者として高度な倫理観を備えている。

（Ｃ）工学の基礎 
　数学（微分積分，線形代数，確率統計，数値解析）と物理の知識や思考力を身につけ，それを工学的な諸問題の解決に適
用することができる。

（Ｄ）研究成果の発信力 
　技術者に必要な論理的な能力を身につけ，それを使って技術論文を書くことや，研究成果を発表することができる。

（Ｅ）技術者に必要な英語力 
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　・英語で書かれた文献を読解し，情報収集できる。
　・英語を用いて技術報告書を書く基礎能力を有する。
　・英語を用いて口頭による発表および討論が行える基礎能力を有する。
 
[システム創成工学専攻] 

（Ｆ）専門分野の知識 
　機械工学，電気工学，電子制御工学，情報工学のいずれかの専門分野に精通し，その分野の技術動向を把握することがで
きる。

（Ｇ）システムの設計力 
　・  システムを構築するための基盤となる技術（設計・計測・制御など）の基礎を身につけ，それらを活用してシステム設

計ができる。
　・  専門分野の知識を活用して，実験を計画・遂行することができるとともに，得られたデータを正確に解析し，考察する

ことができる。
（Ｈ）問題解決能力
　・システムの安全性，品質保証，環境負荷，経済性など実務上の問題を理解することができる。
　・与えられた課題について，解決するためのデザイン能力を身につけることができる。
　・チームワークにより，定められた条件のもとで，課題を完成させることができる。
　・自主的・継続的に問題解決に向けて学習することができる。

[物質創成工学専攻] 
（Ｆ）専門分野の知識
　・  環境，エネルギー，バイオ，新材料およびこれらを融合したプロセスに関する専門分野に精通し，その分野の技術・研

究動向を把握することができる。
（Ｇ）物質・材料の創出力
　・専門知識を基軸とした幅広い視野から問題解決へ取り組める能力を身に付けている。
　・  人類社会の持続的発展を実現するために，基礎研究により培った技術・研究を応用し，新しい科学技術を創出すること

ができる。
（Ｈ）優れた技術・研究能力
　・  専門知識を生かして地球環境と調和した豊かな社会の構築に貢献し得る優れた技術・研究能力を身に付けている。
　・  多様化する国際社会で主体的に活躍できる技術・研究能力を身に付けている。

[連携教育プログラム] 
（Ｉ）分野横断的な対応能力
　・  システム創成工学専攻，物質創成工学専攻の（F），（G），（H）に加え，多様化する技術分野に対する幅広い専門知識

と俯瞰的視野を備え，分野横断的な技術開発へ対応する能力を身に付けている。
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昭和úĀ年çû月çø日 奈良工業高等専門学校が設置された（入学定員機械工学科2学80ڃ名、電気工学科1学40ڃ名）
 ɹɹ   Apr ø, øĀýû   Nara National College of Technology established (Department of Mechanical Engineering and Department of 

Electrical Engineering).
奈良教育大学にԾ事室を設けて本校の創立事を։࢝
Founding o⒏ce work started in provisional o⒏ce of Nara University of Education.

昭和úĀ年çû月çù日 大阪大学名誉教授ീᖛٛ和が校長に໋された
    Apr ù, øĀýû :oshikazu Hachihama appointed president.

昭和úĀ年çû月øø日 Ծ校ࣷ（ࡩҪࢢ大ࡩࣈҪ157）にҠస
    Apr øø, øĀýû Moved into provisional school building in Sakurai City.

昭和úĀ年çû月øÿ日 ։校ࣜฒびにୈ1ճ入学ࣜを奈良教育大学においてڍ行（Ҏ後ಉ日を։校ه念日とした）
    Apr øÿ, øĀýû College opening ceremony and first entrance ceremony held at Nara University of Education.

(Hereafter, Apr 1� determined as Anniversary.)
昭和û÷年çú月ù÷日 本館（理部及び一般教科）、学年ࣷ॓د（໌和寮）、ࣷ॓د৯ಊ成

    Mar ù÷, øĀýü Main building (Administration O⒏ce and Liberal Studies), Meiwa Dormitory (for lower grades) and Dorm Refectory built.
昭和û÷年çû月çø日 本校ࣷにҠస（大和ࢢࢁ܊ాொ22）

    Apr ø, øĀýü Moved into main school building in :amato Koriyama City.
昭和ûø年çú月ù÷日 本館（電気工学科）、߹ಉ教室、機械工学科実習工、体育館、高学年1ࣷ॓د（ൗോ寮）、د

॓ࣷボイラー室成
    Mar ù÷, øĀýý Main building (Electrical Engineering), Lecture Building, Training Center for Mechanical Engineering, First 

Gymnasium, Ikaruga Dormitory (for upper grades) and dorm boiler house built.
昭和ûù年çú月øü日 本館（機械工学科）、機械工学科実習工૿ங成

    Mar øü, øĀýþ Main building (Mechanical Engineering) and new extension to Training Center for Mechanical Engineering built.
昭和ûù年çû月çø日 事部にॸ課及び会ܭ課が設置された

    Apr ø, øĀýþ General Affairs and Accounting sections established in administration division.
昭和ûù年øø月çø日 校ࣷམ成ه念ࣜయをڍ行

    Nov ø, øĀýþ Completion of new school buildings celebrated.
昭和ûû年çú月ùù日 ୈ1ճ卒業ࣜをڍ行

    Mar ùù, øĀýĀ First graduation ceremony held.
昭和ûû年çû月çø日 化学工学科（入学定員1学40ڃ名）が૿設された

    Apr ø, øĀýĀ Department of Chemical Engineering established.
昭和ûü年çú月ùþ日 化学工学科౩、高学年2ࣷ॓د（飛ௗ寮）、ࣷ॓د理౩、本館（理部及び一般教科）૿ங、

成ボイラー室૿ஙࣷ॓د、৯ಊ૿ஙࣷ॓د
    Mar ùþ, øĀþ÷ Building (Chemical Engineering), Asuka Dormitory (for upper grades), Dorm Administration o⒏ce, extension to main building (for 

Administration O⒏ce and Liberal Arts), extension to Dorm refectory and extension to dorm boiler house built.
昭和ûü年çû月çø日 事部に学生課が設置された

    Apr ø, øĀþ÷ Student Affairs section established in administration division.
昭和ûþ年çú月ùĀ日 化学工学科実習工成

    Mar ùĀ, øĀþù Training Center for Chemical Engineering built.
昭和ûÿ年çø月ú÷日 機械工学科౩成

    Jan ú÷, øĀþú North building for Mechanical Engineering built.
昭和ûĀ年çú月øĀ日 ୈ6ճ卒業ࣜをڍ行（化学工学科ୈ1ظ生卒業）

    Mar øĀ, øĀþû Sixth graduation ceremony held (including the first graduates of Chemical Engineering).
昭和ûĀ年çû月çø日 校長ീᖛٛ和がୀし、大阪大学名誉教授খ三が校長に໋された

    Apr ø, øĀþû President Hachihama retired and Saburo Komori (Professor Emeritus, Osaka University) appointed president.
昭和ûĀ年øø月çù日 創立10प年ه念ࣜయをڍ行

    Nov ù, øĀþû Tenth Anniversary celebrated.
昭和ü÷年çú月ùü日 電子ܭ算機室成

    Mar ùü, øĀþü Computer Center built.
昭和ü÷年çý月ùý日 図書館成

    Jun ùý, øĀþü Library built.
昭和üû年çú月ùý日 課外教育ڞ༻施設成

    Mar ùý, øĀþĀ Club House built.
昭和üý年çû月çø日 ୈ1ճ編入学ࣜをڍ行

    Apr ø, øĀÿø First transfer students� entrance ceremony held.
教育課程を改正し、ίーε・科目બ択制を実施
Curriculum revised and course-subject selection system implemented.

昭和üý年çþ月úø日 成౩ٛߨ
    Jul úø, øĀÿø Lecture Building built.

昭和üþ年çú月øĀ日 ୈೋ体育館成
    Mar øĀ, øĀÿù Second Gymnasium built.

昭和üþ年çû月çø日 校長খ三がୀし、大阪大学産業科学研究ॴ教授ᓎҪᔨが校長に໋された
    Apr ø, øĀÿù President Komori retired and Hikaru Sakurai (Professor, Institute of Scientific and Industrial Research, Osaka 

University) appointed president.
昭和üĀ年çû月çø日 外国人ཹ学生受入れ։࢝

    Apr ø, øĀÿû Admission of foreign students started.
昭和üĀ年øø月ùù日 創立20प年ه念ࣜయをڍ行

    Nov ùù, øĀÿû Twentieth Anniversary celebrated.
昭和ý÷年çú月ù÷日 福利౩成

    Mar ù÷, øĀÿü Club house for staff and students built.
昭和ýø年çû月çø日 情報工学科（入学定員1学40ڃ名）が૿設された

    Apr ø, øĀÿý Department of Information Engineering established.
昭和ýù年çû月çĀ日 教育課程を改正し、昭和62年度入学生から機械工学科に機械設ܭ及び機械シεテムのίーε制を実施

    Apr Ā, øĀÿþ Curriculum revised and course system for mechanical design and mechanical system implemented in Mechanical Engineering.
昭和ýù年øø月ùû日 情報工学科౩成、ٛߨ౩૿ங成

    Nov ùû, øĀÿþ Building for Information Engineering and extension to Lecture Building built.
平成ݩ年çû月çø日 校長ᓎҪᔨがୀし、大阪大学工学部教授中ٛが校長に໋された

    Apr ø, øĀÿĀ President Sakurai retired and :oshiro Nakanishi (Professor, Osaka University) appointed president. 
平成çù年çû月çø日 機械工学科（入学定員2学80ڃ名）が機械工学科（入学定員1学40ڃ名）と電子制御工学科（入

学定員1学40ڃ名）に改組された
    Apr ø, øĀĀ÷ Department of Mechanical Engineering reorganized into Department of Mechanical Engineering and Department of Control Engineering. 

平成çú年çú月øĀ日 ୈ23ճ卒業ࣜをڍ行（情報工学科ୈ1ظ生卒業）
    Mar øĀ, øĀĀø Twenty-third graduation ceremony held (including the first graduates of Information Engineering)

H istory

Ԋֵ֓ཁ
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平成çû年çû月çø日 専攻科（入学定員機械制御工学専攻8名、電子情報工学専攻8名、化学工学専攻4名）が設置された
    Apr ø, øĀĀù Faculty of Advanced Engineering (admission quota� eight students in the Advanced Mechanical Engineering Course, eight in the 

Advanced Electronic and Information Engineering Course, and four in the Advanced Chemical Engineering Course) established.
全学科のΧリΩϡラムを改定　学校ि5日制を実施
Curriculums for all departments revised and five-day week system implemented.

平成çû年çû月ù÷日 ୈ1ճ専攻科入学ࣜをڍ行
    Apr ù÷, øĀĀù First entrance ceremony for Faculty of Advanced Engineering held.

平成çü年çú月ùý日 電子制御工学科౩成
    Mar ùý, øĀĀú Building for Control Engineering built.

平成çý年çø月ùø日 電子制御工学科・専攻科౩成
    Jan ùø, øĀĀû Building for Control Engineering and Advanced Engineering built.

平成çý年çú月øÿ日 ୈ1ճ専攻科मྃࣜをڍ行
    Mar øÿ, øĀĀû First graduation ceremony for Faculty of Advanced Engineering held.

平成çý年çú月ùĀ日 高学年1ࣷ॓د（ൗോ寮）、ࣷ॓د理౩改म成
    Mar ùĀ, øĀĀû Ikaruga Dormitory (for upper students) and Dorm Administration O⒏ce repaired.

平成çý年çû月çø日  校長中ٛがୀし、大阪大学基ૅ工学部教授福Ԭल和が校長に໋された
    Apr ø, øĀĀû President Nakanishi retired and Hidekazu Fukuoka (Professor, Osaka University) appointed president.

平成çý年çĀ月ú÷日 校ࣷ（本館、機械工学科、電気工学科౩）改म成
    Sep ú÷, øĀĀû Main building and building for Mechanical Engineering and Electrical Engineering repaired.

平成çý年øø月øþ日 創立30प年ه念ࣜయをڍ行
    Nov øþ, øĀĀû Thirtieth Anniversary celebrated.

平成çÿ年çú月ùĀ日 学生ࣷ॓د改ங（໌和寮解体、ௗ見寮新ங）成、ࣷ॓د৯ಊ改म成
    Mar ùĀ, øĀĀý Meiwa Dormitory dismantled, Tomi Dormitory built, and Dorm Refectory repaired.

平成çĀ年çû月çø日 化学工学科が物質化学工学科（入学定員1学40ڃ名）に改組された
    Apr ø, øĀĀþ Department of Chemical Engineering reorganized (admission quota� one class with 40 students).

平成øù年çú月úø日 物質化学工学科౩成、校ࣷ（本館、化学工学科౩、化学工学科実習工）改म成
    Mar úø, ù÷÷÷ Building for Chemical Engineering built. Main building, building for Chemical Engineering and Training Center for 

Chemical Engineering repaired.
平成øù年çû月çø日 校長福Ԭल和がୀし、大阪大学大学Ӄ工学研究科教授一Ԭ๕थが校長に໋された

    Apr ø, ù÷÷÷ President Fukuoka retired and :oshiki Ichioka (Professor, Osaka University) appointed president.
平成øû年øø月ùĀ日 電気工学科౩૿ங改म成

    Nov ùĀ, ù÷÷ù Extension to building for Electrical Engineering repaired.
平成øý年çû月çø日 独立行政法人国立高等専門学校機構奈良工業高等専門学校となった

    Apr ø, ù÷÷û National Institute of Technology(KOSEN), Nara College started.
平成øþ年çú月ùü日 プーϧ施設改म成

    Mar ùü, ù÷÷ü Swimming pool repaired.
平成øÿ年çû月çø日 校長一Ԭ๕थがୀし、教ओ事݉ژ७が校長事代理に໋された

    Apr ø, ù÷÷ý President Ichioka retired and Jun Kyokane appointed proxy for president.
平成øÿ年çû月çù日 校長事代理݉ژ७が校長事代理を໔ͥられ、ݩ大阪大学大学Ӄ基ૅ工学研究科教授冷ਫࠤ

ᆹが校長に໋された
    Apr ù, ù÷÷ý Kyokane dismissed from proxy for president and Satoshi Hiyamizu (former Professor, Osaka University) appointed president.

平成øÿ年çü月çÿ日 「シεテム創成工学」教育プログラムが日本技術者認定機構（+"#&&）より認定された（平成
17年度मྃ生より認定）

    May ÿ, ù÷÷ý Education program for systems engineering approved by the Japan Accreditation Board for Engineering Education.
平成øĀ年çú月ùú日 ୈ一体育館চ改म工事成

    Mar ùú, ù÷÷þ Floor of first gymnasium repaired.
平成øĀ年çú月ùÿ日 大学評価・学位授与機構が実施した高等専門学校機関別認ূ評価を受け、評価基४をຬたして

いると認定された
    Mar ùÿ, ù÷÷þ Approved by National Institution for Academic Degrees and University Evaluation in technical college certificate evaluation.

平成øĀ年çû月çø日 事部のॸ課と会ܭ課を౷߹し、૯課が設置された
    Apr ø, ù÷÷þ General Affairs and Accounting Sections integrated into General Affairs Section.

平成ùø年çø月ú÷日 校ࣷ（機械工学科）改म成
    Jan ú÷, ù÷÷Ā Building for Mechanical Engineering repaired.

平成ùú年çú月ùü日 成ൗോ寮（ঁ子寮）૿ங改मࣷ॓د
    Mar ùü, ù÷øø Ikaruga Dormitory (Women�s dormitory) expanded and remodeled.

平成ùú年çû月çø日 校長冷ਫࠤᆹがୀし、教ओ事中ଜળ一が校長事代理に໋された
    Apr ø, ù÷øø President Hiyamizu retired and :oshikazu Nakamura appointed proxy for president.

平成ùú年çû月çù日 校長事代理中ଜળ一が校長事代理を໔ͥられ、ݩ大阪大学大学Ӄ工学研究科教授୩ޱ研ೋ
が校長に໋された

    Apr ù, ù÷øø Nakamura dismissed from proxy for president and Kenji Taniguchi (former professor, Osaka University) appointed 
president.

平成ùû年çú月ùÿ日 体育ߋҥ室等改ங（体育ߋҥ室・体育２ݿ۩ث・体育３ݿ۩ث）の解体、体育・課外教育ڞ༻
施設新ங、機械工学科実習工ঁ子ศॴ૿ங、ࣷ॓د理౩寮室取設改म成

    Mar ùÿ, ù÷øù Locker Room, Sports Equipment Warehouse 2, and Sports Equipment Warehouse � dismantled, Sports Clubhouse built, 
extension to Training Center for Mechanical Engineering women�s toilet built, Dorm Administration O⒏ce repaired.

平成ùý年øø月çø日 創立50प年ه念ࣜయをڍ行
   Nov ø, ù÷øû Fiftieth anniversary celebrated.

平成ùÿ年çû月çø日  校長୩ޱ研ೋがୀし、奈良ঁ子大学研究Ӄ生ڥ׆科学ܥ教授後౻ܠ子が校長に໋された
    Apr ø, ù÷øý President Taniguchi retired and Keiko Gotoh (Professor, Nara Women�s University) appointed president.

平成ùĀ年çû月çø日çç専攻科（入学定員機械制御工学専攻8名、電子情報工学専攻8名、化学工学専攻4名）が、平成
29年度入学生から専攻科（入学定員シεテム創成工学専攻24名（機械制御シεテムίーε、
電気電子シεテムίーε、情報シεテムίーε）、物質創成工学専攻6名）に改組された

    Apr 1, 201� Faculty of Advanced Engineering (admission quota� eight students in the Advanced Mechanical Engineering 
Course, eight in the Advanced Electronic and Information Engineering Course and four in the Advanced Chemical 
Engineering Course) reorganized into the Faculty of Advanced Engineering  (admission quota� twenty-four students in 
the Department of Systems Innovation <including the Advanced Mechanical Engineering Course, Advanced Electrical 
and Electronic Engineering Course, and Advanced Information System Course> and six in the Department of Materials 
Science and Chemical Engineering)

平成ùĀ年ø÷月ù÷日 機械工学科実習工改म成、౩名を「のづくり実ݧ実習౩」に改শした
    Oct 20, 201� Training Center for Mechanical Engineering repaired, and name changed to Monodukuri building for Experiments 

and Workshops.
ྩ和çù年çù月ùĀ日 図書館౩改म成

    Feb 29, 2020 Library repaired.
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令和3年4月1日現在
As of Apr.1,2021

合計
Total

事務職員
Administrative

Staff

教育職員　Academic Faculty
区　　分
Classification

計
Total

助教
Assistant
Professor

講師
Associate
Professor

准教授
Associate
Professor

教　授
Professor

校　長
President

120
【28】

43
【15】

77
【13】

11(1)
【2(0)】

4
【3】

31[3]
【3[0]】

30(2)
【4(0)】

1
【1】

現　　員
Numbers

［　］は特任教授等再雇用教員で内数
（　）は高専間人事交流による勤務者で内数
【　】は女性教職員で内数

［　］Rehired Professors
（　）Personnel exchanges in National Institute of Technology
【　】Female staff

Organiz ation

৫֓ཁ

■ 現　員　Faculty Members

■ 組織図　0rgani[ation Chart
副校長（教務主事）

学生主事

寮務主事（兼 校長補佐（グローバル教育担当））

専攻科長（兼 校長補佐（研究推進担当））

 

校長補佐（総務担当）

一般教科主任 

機械工学科主任

電気工学科主任

電子制御工学科主任

情報工学科主任

物質化学工学科主任

教務主事補

教育支援センター長

学生主事補

学生支援センター長

寮務主事補

グローバル教育センター長

副専攻科長

産学協働研究センター長

広報センター長

一般教科副主任

機械工学科副主任

電気工学科副主任

電子制御工学科副主任

情報工学科副主任

物質化学工学科副主任

Vice-President(Dean of Academic Affairs)

Dean of Student Affairs 

Dean of Dormitory Affairs
（Assistant to the President ）

Dean of Faculty of Advanced Engineering
（Assistant to the President ）

Assistant to the President 

Dean of Liberal Studies

Dean of Mechanical Engineering

Dean of Electrical Engineering

Dean of Control Engineering

Dean of Information Engineering

Dean of Chemical Engineering

Vice-Dean of Academic Affairs

Director of Education Support Center 

Vice-Dean of Student Affairs

Director of Student Support Center

Vice-Dean of Dormitory Affairs

Director of Gｌobal Education Center

Vice-Dean of Faculty of Advanced Engineering

Director of Industry-Academia Collaborative Research Center

Director of Public Relations

Vice-Dean of Liberal Studies

Vice-Dean of Mechanical Engineering 

Vice-Dean of Electrical Engineering

Vice-Dean of Control Engineering

Vice-Dean of Information Engineering

Vice-Dean of Chemical Engineering

副センター長（図書担当）

副センター長（情報システム担当）

副センター長（学生相談担当）

副センター長（人権教育推進・障害学生支援担当）

副センター長

副センター長

副センター長

Sub-Director of Education Support Center

Sub-Director of Education Support Center

Sub-Director of Student Support Center

Sub-Director of Student Support Center

Sub-Director of Gｌobal Education Center

Sub-Director of Industry-Academia Collaborative Research Center

Sub-Director of Public Relations 

校 長
President

専門職員（事務電算担当）

総務係長

人事係長

企画・研究協力係長
総務課長
Manager of
General Affairs

Specialized Staff of Office Computers

Chief of General Affairs

Chief of Personnel Affairs 

Chief of Project and Research Support Affairs

専門職員（契約担当）

財務係長

契約係長

施設係長

Specialized Staff of Contracts

Chief of Financial Affairs  

Chief of Contracts Affairs 

Chief of Facilities Affairs

事務部長

学生課長

Director of 
Administration 

教育研究支援室長
Director of Technical
Support for 
Education and Research

Manager of 
Student Affairs

課長補佐
Assistant Manager of
Student Affairs

Chief of Academic Affairs

Chief of Student Affairs 

Chief of Entrance Examination Affairs

Chief of Dormitory Affairs

Chief of Library and Global Partnership Affairs

技術長
Chief of Specialized Staff of 
Technical Support for
Education and Research

技術専門員
Senior Specialized Staff of 
Technical Support for 
Education and Research

技術専門職員
Specialized Staff of 
Technical Support for 
Education and Research

課長補佐（総務担当）
Assistant Manager of 
General Affairs 

課長補佐（会計担当）
Assistant Manager of 
Financial Affairs 

教務係長

学生係長

入試係長

寮務係長

図書・国際交流係長
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■ 名誉教授　)onorary 1rofessors

■ 役職員　EYecutiWes

Ԙా　࣏༤
SHIOTA Haruo
ੴ֞　　昭
ISHIGAKI Akira
দԬ　一ى
MATSUOKA Kazuoki
ଜ　ҏ一
KIMURA Iichi
中୩　　ᔪ
NAKATANI Makoto
ా　ܟণ
TABATA Hiroyoshi
࢘Ҫ　ࡉ
HOSOI Seiji

˗福Ԭ　ल和
FUKUOKA Hidekazu

関ޱ　ल
SEKIGUCHI Hideo
中和ా　
NAKAWADA Takeshi
Ӭ　জޗ
IKENAGA Shogo

˗一Ԭ　๕थ
ICHIOKA :oshiki
্ా　উ
UEDA Katsuhiko
ፂ༤ࢭ本ٶ
MI:AMOTO Shikao
阪部　ढ़
SAKABE Toshiya
क　խത
MORI:A Masahiro

福ቇ　ࠀ 
FUKUSHIMA Katsuhiko
കݪ　　 
UMEHARA Tadashi
 ७　　݉ژ
K:OKANE Jun
ઘ　生一
I;UMI Ikuichiro
Ҫ　保ળؠ
IWAI :asuyoshi
中ా　හ 
NAKATA Toshio
川೭ॿ 
KITAGAWA Seinosuke
Տӽ　װஉ 
KAWAGOE Mikio

 　　ݹੈ
SEKO Tadashi
勢ా　উֲ 
SETA Katsuhiro
ଜ　ྙ 
KIMURA Tsuneyuki
 一ݑ　金ߥ
ARAGANE Kenichi
大　良 
OH:A :oshiaki
中ଜ　ળ一 
NAKAMURA :oshikazu

˗୩ޱ　研ೋ
TANIGUCHI Kenji
ยࢁ　ӻஉ
KATA:AMA Etsuo

中　ໜາ
NAKANISHI Shigemi
川　　मۅ
KIRIKAWA Osamu
ౢా　豊࢘
SHIMADA Toyoshi  
ԡా　ܒࢸ
OSHIDA :oshihiro 
和ా　߂ 
WADA Tadahiro 
ඌ　ڡӬ 
:AO Masanori
ౡԬ　三ٛ
SHIMAOKA Mitsuyoshi
ૣ川　߂ګ 
HA:AKAWA :asuhiro

（校長ɹFormer Presidentsݩ˗）

校   長
President

後౻　ܠ子
GOTOH Keiko

෭校長（教ओ事）
Vice-President(Dean of Academic Affairs)

ย　উ己
KATAKURA Katsumi

教ओ事ิ
Vice-Dean of Academic Affairs

新野　߁
SHINNO :asuhiko

中ଜ　ಞ人
NAKAMURA Shigeto

ُҪ　ູ೭
KAMEI Toshiyuki

学生ओ事
Dean of Student Affairs

ᓊ　　໌߂
ICHII Hiroaki

学生ओ事ิ
Vice-Dean of Student Affairs

൧間  ܓ一
IIMA Kei-ichiro

ా　陽ل
IKEDA :oki

大志　ాؠ
IWATA Hiroshi

寮ओ事（݉ 校長ิ （（グローόϧ教育୲）ࠤ
Dean of Dormitory AffairsʢAssistant to the President ʣ

内ా　ᚸ࢘
UCHIDA Shinji

寮ओ事ิ
Vice-Dean of Dormitory Affairs

দҪ　ਅ希子
MATSUI Makiko

൧ా　ݡ一
IIDA Kenichi

太ܒ　　ྛ
HA:ASHI Keita

専攻科長 （݉ 校長ิࠤ（研究ਪ進୲））
Dean of Advanced EngineeringʢAssistant to the President ʣ

中ଜ　लඒ
NAKAMURA Hidemi

෭専攻科長
Vice-Dean of Faculty of Advanced Engineering

福Ԭ　
FUKUOKA Hiroshi

্野　ल߶
UWANO Hidetake

校長ิࠤ（૯୲）
Assistant to the President 

౻ా　
FUJITA Naoyuki

教育支援センター長
Director of Education Support Center

平　　ढ़உ
HIRA Toshio

෭センター長（図書୲）
Sub-Director of Education Support Center

᮫　　成೭
SEKI Shigeyuki

෭センター長（情報シεテム୲）
Sub-Director of Education Support Center

本間　ܒಓ
HONMA :oshimichi

学生支援センター長
Director of Student Support Center

Ҫ　و࣎
DOI Shigeki

෭センター長（学生૬ஊ୲）
Sub-Director of Student Support Center

҆ా　ஐ೭
:ASUDA Tomoyuki

෭センター長（人ݖ教育ਪ進・ো学生支援୲）
Sub-Director of Student Support Center

本　խࡔ
SAKAMOTO Masahiko

グローόϧ教育センター長
Director of Global Education Center

ߐ　一ޫ
NAOE Kazumitsu

෭センター長
Sub-Director of Global Education Center

ܙ૱　中ࢁ
:AMANAKA Satoe

಄　ࢣ
;USHI Takahiro

一ݡ　ޱࢁ
:AMAGUCHI Kenichi

産学協働研究センター長
Director of Industry-Academia 
Collaborative Research Center

্野　ल߶
UWANO Hidetake

෭センター長
Sub-Director of Industry-Academia 
Collaborative Research Center

ݪ　৴
TAKEHARA Shinya

広報センター長
Director of Public Relations

Ѷݪ　༎थ
ASHIHARA :uki

෭センター長
Sub-Director of Public Relations

ਢా　ರ
SUDA Atsushi

一般教科ओ
Dean of Liberal Studies

দҪ　良໌
MATSUI :oshiaki

一般教科෭ओ
Vice-Dean of Liberal Studies

金ᖒ　志
KANA;AWA Naoshi

機械工学科ओ
Dean of Mechanical Engineering

ኍ　　和थ
HIRO Kazuki

機械工学科෭ओ
Vice-Dean of Mechanical Engineering

ञҪ　࢙හ
SAKAI Fumitoshi

電気工学科ओ
Dean of Electrical Engineering

ੴ飛　学
ISHITOBI Manabu

電気工学科෭ओ
Vice-Dean of Electrical Engineering

খࡔ　༸໌
KOSAKA Hiroaki

電子制御工学科ओ
Dean of Control Engineering

進　௺ڮ
HASHI;UME Susumu

電子制御工学科෭ओ
Vice-Dean of Control Engineering

ా　ໜ生
NISHIDA Shigeki

情報工学科ओ
Dean of Information Engineering

দଜ　णࢬ
MATSUMURA Toshie

情報工学科෭ओ
Vice-Dean of Information Engineering

Ԭଜ　ਅޗ
OKAMURA Shingo

物質化学工学科ओ
Dean of Chemical Engineering

দӜ　ਔ
MATSUURA :ukihito

物質化学工学科෭ओ
Vice-Dean of Chemical Engineering

Ӊా　྄子
UDA Ryoko

事部長
Director of Administration

लྙ　ݪੁ
SUGAWARA Hidenori

૯課長
Manager of General Affairs

ప　্ࢁ
:AMAGAMI Toru

૯課課長ิ （૯୲）ࠤ
Assistant Manager of General Affairs

身　٢一
MI:OSHI Koichi

૯課課長ิࠤ（会ܭ୲）
Assistant Manager of Financial Affairs

専門職員（事電算୲）
Specialized Staff of O⒏ce Computers

೮ล　উ
NOBE Masaru

૯長
Chief of General Affairs

ઙా　ཬߐ
ASADA Rie

人事長
Chief of Personnel Affairs

子ࢣ　୩ࡉ
HOSOTANI Noriko

長ը・研究協力ا
Chief of Project and Research Support Affairs

三ۼ　ඒ
MIKUBO Naomi

専門職員（ܖ୲）
Specialized Staff of Contracts

ᖒా　࠼
SAWADA Aya

長ࡒ
Chief of Financial Affairs

中Ҫ　
NAKAI Takayuki

長ܖ
Chief of Contracts Affairs 

֯　一ඒ
KITA;UMI Kazumi

施設長
Chief of Facilities Affairs

ᬑ　ߩ
WATANABE Mitsugu

学生課長
Manager of Student Affairs

平ੴ　ݑ良
HIRAISHI Noriyoshi

学生課課長ิࠤ
Assistant Manager of Student 
Affairs

教長
Chief of Academic Affairs

中ଜ　༟
NAKAMURA :utaka

学生長
Chief of Student Affairs

青　থ平
AOKI Syohei

入ࢼ長
Chief of Entrance Examination Affairs

ۙ౻　愛՚
KONDO Aika

寮長
Chief of Dormitory Affairs

川ᬒ　ྋ子
KAWABE Ryoko

図書・国際交流長
Chief of Library and Global Partnership Affairs

川ᬒ　ྋ子
KAWABE Ryoko

教育研究支援室長
Director of Technical Support 
for Education and Research

ย　উ己
KATAKURA Katsumi

技術長
Chief of Specialized Staff of Technical 
Support for Education and Research

ஐਔ　ࢁ
SASA:AMA Tomohito

技術専門員
Senior Specialized Staff of Technical 
Support for Education and Research

ඌ　ॆل
O;AKI Mitsunori

技術専門員
Senior Specialized Staff of Technical 
Support for Education and Research

ಓԼ　و広
MICHISHITA Takahiro
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R egular Courses

ຊՊҊ

Liberal Studies　

物理の実ݧ
EYperiment in 1hysics

地理の授業
-ecture on (eography

Ұൠ教科

 In order to prepare the students to be well-qualified engineers, Liberal Studies, in cooperation with technical education, 
aims at enriching the students� motivations and personalities so that they can go out into the world with a global 
perspective.
 Liberal Studies must be learned by all students and covers nearly half of the total hours of lessons. In the course of the 
five-year education system, various subjects (from high school level to sophomore level) are taught.
 The primary goal of Liberal Studies is to cultivate, through liberal arts subjects, the students� general knowledge 
and ability to communicate in foreign languages, both of which are essential to engineers with international minds, 
and to develop through science subjects, such as mathematics, physics, and chemistry, the basic knowledge to master 
specialized technology.

　一般教科では、֤ 専門学科と協力して༏れた技術者の育成をظすため、広い視野とࣾ会人として必

要な教養をඋ͑、創造的でݸ性豊かな人間性及び݈全な身体と精ਆを育Ή教育を目標としています。

　一般教科の科目は全学年にわたって学Ϳので、૯授業数の分をめています。５年間の一؏

教育の中で、高校１年から大学２年程度の内༰を学Ϳことになります。

　จ科ܥ科目では、幅広い教養と語学力を身につけた国際֮ײあ;れる技術者の養成を、また理科ܥ

科目では、数学、物理、化学なͲ、専門科目を習ಘするのにे分な基ૅとなる能力をഓうことをͶらい

としています。

体育館での授業
-ecture in (ymnasium

ӳ語の授業
-ecture on English
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Academic Staff and Subject in Their Charge教һٴͼ୲科目

職　名
Title

氏　名
Name

୲科目　　̡ 専攻科ʳ
Subjects ̡ Faculty of Advanced Engineeringʳ

උ　考
Note

教　　授
Professor

　ా　ॆ　ܒ
TAKEDA,Mitsuhiro

国語ᶗᶙ　Japanese ᶗ,ᶙ

教授　ത࢜	จ学

Professor Dr.Lit.

本　༗　理　ݤ
KAGIMOTO,:uri

国語ᶗ　Japanese ᶗ
国語ද現法　Japanese Language and Communication
日本จ化学　Japanese Culture

１̞ 学ڃ୲
̞̍ Homeroom Teacher

教授　ത࢜	理学

Professor Dr.Sci.

҆　ా　ஐ　೭
:ASUDA,Tomoyuki

ඍ分積分ᶗ　Differential and Integral ᶗ
ઢܗ代数　Linear Algebra

学生支援センター
෭センター長（学生૬ஊ୲）
Sub-Director of Student Support Center
２年学年ओ
Head Teacher of the 2nd-Grade Classes
学生支援センター૬ஊ員
Counselor

教授　ത࢜	理学

Professor Dr.Sci.

稲　田　直　久
INADA,Naohisa

物理ᶗ　Physics ᶗ
応༻物理ᶗ　Advanced Physics ᶗ
地球物理　Geophysics

ʲ物理学特# 　rBasic Concept of Physics B

１̨ 学ڃ୲
̨̍ Homeroom Teacher

教授　ത࢜	体育科学

Professor Dr.Sport  Sci.

দ　Ҫ　良　໌
MATSUI,:oshiaki

保݈・体育ᶗᶘ　Health and Physical Education ᶗ,ᶘ
体育理ᶗᶘ　Physical Education Theory ᶗ,ᶘ
体育実技　Physical Education
ւ外協働研मᶗᶘᶙᶚᶛ　Overseas Training ᶗ,ᶘ,ᶙ,ᶚ,ᶛ

一般教科ओ
Dean of Liberal Studies 

教　　授
Professor

金　ᖒ　　志
KANA;AWA,Naoshi

ӳจ法ᶗᶘ　English Grammar ᶗ,ᶘ
実༻ӳ語ᶗᶘᶙ　Practical English ᶗ,ᶘ,ᶙ

ʲプレθンテーシϣンӳ語 　rEnglish Presentation
ʲίϛϡχέーシϣンӳ語 　rEnglish Communication

一般教科෭ओ
Vice-Dean of Liberal Studies
２̚ 学ڃ୲
̎̚ Homeroom Teacher

। 教 授
Associate Professor

　ݪ　৴　
TAKEHARA,Shinya

History　࢙ྺ
Citizenship　ڞެ
政ࡁܦ・࣏　Politics and Economics
現代ࣾ会と法　Modern Society and Law
人間ڥ学　Human Environmental Studies

ʲ地域とੈ界のจ化 　rIntroduction of Regional Culture and Globalization

産学協働研究センター
෭センター長
Sub-Director of Industry-Academia 
Collaborative Research Center
２̘ 学ڃ୲
̘̎ Homeroom Teacher

।教授　ത࢜	จ学

Associate Professor Dr.Lit.

্　ౡ　ஐ　࢙
UESHIMA,Satoshi

地理　Geography 
History　࢙ྺ
地域学　Regional Studies

２̨ 学ڃ୲
̨̎ Homeroom Teacher

।教授　ത࢜	理学

Associate Professor Dr.Sci.

൧　間　ܓ一
IIMA,Kei-ichiro

基ૅ数学Ќ　Fundamental Mathematics Ќ
ඍ分積分ᶘ　Differential and Integral ᶘ
数学特Ќ　Advanced Mathematics Ќ

ʲ数理科学 　rMathematical  Sciences

学生ओ事ิ
Vice-Dean of Student Affairs

।教授　ത࢜	理学

Associate Professor Dr.Sci.

ܙ　૱　中　ࢁ
:AMANAKA,Satoe

応༻数学ЋЌ　Applied Mathematics Ћ,Ќ
数学特Ќ　Advanced Mathematics Ќ
ඍ分積分ᶗ　Differential and Integral ᶗ

グローόϧ教育センター
෭センター長
Sub-Director of Global Education Center

।教授　ത࢜	理学

Associate Professor Dr.Sci.

新　野　߁　
SHINNO,:asuhiko

応༻物理ᶘ　Advanced Physics ᶘ
物理ᶘ　Physics ᶘ

ʲ物理学特" 　rBasic Concept of Physics A
教ओ事ิ
Vice-Dean of Academic Affairs

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

　ଜ　　　
KITAMURA,Makoto

化学ᶗᶘ　Chemistry ᶗ,ᶘ ２̢ 学ڃ୲
̢̎ Homeroom Teacher

।  教  授
Associate Professor

　　　߂　ெ
MORI,Hironobu

保݈・体育ᶗᶘ　Health and Physical Education ᶗ,ᶘ
体育理ᶗᶘ　Physical Education Theory ᶗ,ᶘ
体育実技　Physical Education

１年学年ओ
Head Teacher of the 1st-Grade Classes

।  教  授
Associate Professor

　　　ᒞ　ӳ
PAK,Keunyoung

ҟจ化交流ᶗᶘᶙᶚᶛ　Cross-Culutural Exchange ᶗ,ᶘ,ᶙ,ᶚ,ᶛ
ւ外協働研मᶗᶘᶙᶚᶛ　Overseas Training ᶗ,ᶘ,ᶙ,ᶚ,ᶛ
ӳ語アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning in English ᶗ,ᶘ
グローόϧチϟレンジ　Global Challenge
グローόϧίϛϡχέーシϣン　Global Communication

ʲアυόンετ・グローόϧίϛϡχέーシϣン 　rAdvanced Global 
Communication

ʲւ外インターンシοプ 　rOversea Internship
ʲアυόンετ・グローόϧチϟレンジ 　rAdvanced Global Challenge

学生支援センター૬ஊ員
Counselor


จ化交ব学	࢜ത　ࢣߨ
Associate Professor Dr. of Cultural Interaction.

দ　Ҫ　ਅ希子
MATSUI,Makiko

国語ᶘ　Japanese ᶘ 寮ओ事ิ
Vice-Dean of Dormitory Affairs


理学	࢜ത　ࢣߨ
Associate Professor Dr.Sci.

ക　本　༔ᣦ子
UMEMOTO,:uriko

ࢣ　　ߨ
Associate Professor

ੴ　ਫ　໌　߳
ISHIMI;U,Sayaka

ӳ語ᶚᶛ　English ᶚ,ᶛ
ӳจ法ᶙ　English Grammar ᶙ

ॿ教　ത࢜	理学

Assistant Professor Dr.Sci.

　野　ॆ　志
:ANO,Atsushi

基ૅ数学Ћ　Fundamental Mathematics Ћ
ඍ分積分ᶘ　Differential and Integral ᶘ
数学特Ќ　Advanced Mathematics Ќ

１̢ 学ڃ୲
̢̍ Homeroom Teacher

ॿ教　ത࢜	理学

Assistant Professor Dr.Sci.

豊　ా　༸　平
TO:OTA,:ohei

基ૅ数学Ћ　Fundamental Mathematics Ћ
ඍ分積分ᶘ　Differential and Integral ᶘ
数学特Ќ　Advanced Mathematics Ќ

１̚ 学ڃ୲
̍̚ Homeroom Teacher

ॿ教　ത࢜	理学

Assistant Professor Dr.Sci.

ౢ　ా　　　๕
SHIMADA,Kaori

ઢܗ代数　Linear Algebra
数学特Ћ　Advanced Mathematics Ћ
基ૅ数学Ћ　Fundamental Mathematics Ћ

ॿ教　ത࢜	法学

Assistant Professor Dr.Laws.

൘　　和　༟
ITAKURA,Kazuhiro

ӳ語ᶘᶛ　English ᶘ,ᶛ
ӳจ法ᶙ　English Grammar ᶙ

２̞ 学ڃ୲
̞̎ Homeroom Teacher

ॿ教
Assistant Professor

グレイディ・Ϋレア・
Τリザϕε

C.E.,Grady

ӳ語ᶗᶘ　English ᶗ,ᶘ
ӳจ法ᶗ　English Grammar ᶗ

ʲ特मӳ語ᶗᶘ 　rAdvanced English ᶗ,ᶘ

ॿ教
Assistant Professor

中　ࢁ　大　輝
NAKA:AMA,Hiroki

ӳ語ᶗᶙ　English ᶗ,ᶙ １̘ 学ڃ୲
̘̍ Homeroom Teacher
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Mechanical Engineeringػց工学科

 The aim of the Department of Mechanical Engineering is to educate students to be mechanical engineers and 
researchers adaptable to the rapid progress of industrial technique, who have synthetic judgement, the ability to plan, 
and rich creative talent and leadership, which are based on fundamental knowledge and technique of mechanical 
design, manufacture, and control.
 For this purpose, after studying the general subjects of mathematics, physics, chemistry, and language, students work 
in fundamental mechanical scholarship, which can be applied to various fields of mechanical engineering, through 
lectures and practices like experiments and workshop practice.

　機械工学科では、֤産業分野における設ܭ։発、生産技術、質理なͲの幅広い産業分野にର

応できる機械ܥ技術者・研究者の養成を目標としている。このため、機械工学の基ૅ的科目にՃ͑

て、電子・電気工学の知識をमಘさͤるととに、情報処理ܥ科目については４年間にわたってߨ

ٛおよび演習を行っている。また、ίンϐϡータ援༻技術を導入した設ܭ教育を行う΄か、生産に

かかわる技術教育を実施している。さらに、設ܭ・図から作にࢸるプロセεを体ݧさͤ、։発

能力および創造能力をഓわͤることにより、２１ੈلのࣾ会と産業界が求める、ݎ実かつॊೈなࢥ

考力を݉Ͷඋ͑た機械技術者を育成するため、教育内༰をॆ実さͤている。

学会発ද会
1resentation of Conference

生による新入生オリΤンテーシϣンڃ্
0rientation for /eX Students

創造設ܭ作（デザインレϏϡー）　
(roup 3eWieX on Mechanical %esign and 1roduction

機械工作実習
8orLshop 1ractice
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Academic Staff and Subject in Their Charge教һٴͼ୲科目

職　名
Title

氏　名
Name

୲科目　　̡ 専攻科ʳ
Subjects ̡ Faculty of Advanced Engineeringʳ

උ　考
Note

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

খ　ࣲ　　　
KOSHIBA,Takashi

機械工学基ૅ　Introduction to Mechanical Engineering
機械設ܭ図ᶘ　Machine Design and Drawing ᶘ
機械工作法ᶘ　Mechanical Technology ᶘ
機械力学ᶗ　Dynamics of Machinery ᶗ
機械工学θϛナーϧ　Mechanical Engineering Seminar
学外実習　Internship
機械工学実ݧᶘ　Experiments in Mechanical Engineering ᶘ
技術ӳ語　English for Engineering

４̢ 学ڃ୲
̢̐ Homeroom Teacher

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

本　խ　　ࡔ
SAKAMOTO,Masahiko

機械工学θϛナーϧ　Mechanical Engineering Seminar
流体力学ᶗᶘ　Fluid Mechanics ᶗ,ᶘ
数ܭ算法　Numerical Calculation Methods
機械工学実ݧᶘ　Experiments in Mechanical Engineering ᶘ
技術ӳ語　English for Engineering
流体力学演習　Exercises in Fluid Dynamics

ʲ実༻技術ӳ語（機械ܥ）r　Practical English for Mechanical Engineering
ʲ流体力学特  rAdvanced Fluid Dynamics

学生支援センター
෭センター長（人ݖ教育ਪ
進・ো学生支援୲）
Sub-Director of Student Support 
Center
学生支援センター૬ஊ員
Counselor

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

ኍ　　　和　थ
HIRO,Kazuki

機械工作実習ᶗ　Workshop Practice ᶗ
機構学　Machine Mechanism
機械工作法ᶘ　Mechanical Technology ᶘ
電気電子工学　Electrical and Electronic Engineering
機械工学θϛナーϧ　Mechanical Engineering Seminar
技術ӳ語　English for Engineering
ଌ工学　Instrumentation Engineeringܭ

ʲ機械設ܭ技術基ૅ 　rBasic Technology of Mechanical Design

機械工学科ओ
Dean of Mechanical Engineering
５̢ 学ڃ୲
̢̑ Homeroom Teacher

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

平　　　ढ़　உ
HIRA,Toshio

機械工作実習ᶘ　Workshop Practice ᶘ
情報処理　Information Processing
機械工学θϛナーϧ　Mechanical Engineering Seminar
材ྉ力学ᶘ　Mechanics of Materials ᶘ
材ྉ力学演習　Exercises in Mechanics of Materials
機械工学実ݧᶗ　Experiments in Mechanical Engineering ᶗ
技術ӳ語　English for Engineering
生産シεテム工学　Manufacturing Systems Engineering

教育支援センター長
Director of Education Support
Center

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

ञ　Ҫ　࢙　හ
SAKAI,Fumitoshi

電気電子工学　Electrical and Electronic Engineering
機械工学θϛナーϧ　Mechanical Engineering Seminar
機械力学ᶘ　Dynamics of Machinery ᶘ
機械力学演習　Exercises in Dynamics of Machinery
制御工学ᶗᶘ　Control Engineering ᶗ,ᶘ
機械工学実ݧᶘ　Experiments in Mechanical Engineering ᶘ
技術ӳ語　English for Engineering
応༻制御工学　Advanced Control Engineering

ʲ研究力向্セϛナーᶗᶘ（機械制御ܥ）r　Seminar of Mechanical 
and Control Research Skills ᶗ,ᶘ

機械工学科෭ओ
Vice-Dean of Mechanical
Engineering

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

太　ా　　༤
OTA,Takao

機械設ܭ図ᶗ　Machine Design and Drawing ᶗ
材ྉ学ᶗ　Engineering Materials ᶗ
情報処理　Information Processing
創造設ܭ　Creative Design and Drawing
創造設ܭ作　Creative Design and Production
機械工学θϛナーϧ　Mechanical Engineering Seminar
機械工学実ݧᶗ　Experiments in Mechanical Engineering ᶗ
技術ӳ語　English for Engineering

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

୩　　ޱ　య
TANIGUCHI,:ukinori

機械工作法ᶗ　Mechanical Technology ᶗ
材ྉ学ᶘ　Engineering Materials ᶘ
材ྉ力学ᶗ　Mechanics of Materials ᶗ
機械工学θϛナーϧ　Mechanical Engineering Seminar
機械工学実ݧᶗ　Experiments in Mechanical Engineeringᶗ
技術ӳ語　English for Engineering
機械設ܭ工学　Mechanical Design Engineering

ʲ地域ࣾ会技術特 　rSocial Technology for Regional Revitalization
ʲインターンシοプ 　rInternship
ʲ特घՃ工学 　rSpecial Processing Technology
ʲ工業材ྉ 　rIndustrial Material

３̢ 学ڃ୲
̢̏ Homeroom Teacher

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

福　Ԭ　　　
FUKUOKA,Hiroshi

機械工学θϛナーϧ　Mechanical Engineering Seminar
工学ᶗᶘ　Thermodynamics ᶗ,ᶘ
機械工学実ݧᶗ　Experiments in Mechanical Engineering ᶗ
技術ӳ語　English for Engineering
工学演習　Exercises in Thermodynamics
情報リテラシー　Information Literacy

ʲシεテムデザイン演習 　rEngineering Design Project

෭専攻科長
Vice-Dean of Faculty of
Advanced Engineering

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

ਢ　ా　　　ರ
SUDA, Atsushi

創造設ܭ　Creative Design and Drawing
創造設ܭ作　Creative Design and Production
機械工学θϛナーϧ　Mechanical Engineering Seminar
機械工学実ݧᶗ　Experiments in Mechanical Engineering ᶗ
技術ӳ語　English for Engineering
機械設ܭ工学演習　Exercises in Mechanical Design Engineering

ʲシεテム設ܭᶘ 　rTheory of System Design ᶘ
ʲܭ算機援༻設ܭ 　rComputer-Aided Design

広報センター෭センター長
Sub-Director of Public Relations
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太陽電
Solar #atteries

卒業研究
3esearch for (raduation Thesis

電気 ŋ 電子工学実ݧ
EYperiments in Electrical and Electronic Engineering

電気 ŋ 電子工学入門授業       
Introduction to Electrical Engineering and Electronics

Electrical Engineeringిؾ工学科

 The technologies attributed to electrical and electronic engineering have an important role for industries pertaining 
to electronics, electric-power production, automobiles, robots, and chemical products. In the Department of Electrical 
Engineering, one of the purposes of education is to cultivate students who can take active parts on the frontlines of 
the above industries. Realizing this purpose, students are required to acquire knowledge of electrical and electronic 
engineering. Thus, students from the first academic year to the third academic year learn the basic theory of electrical 
and electronics engineering to carry out their experiments.
 For the students over the fourth academic year, the department offers more technical programs in the four areas of 
electronics, energy, nanotechnology and new materials, and light, information, and communication. Besides, since the 
environmental issues of air pollution, temperature rise, and destruction of the ozone layer will henceforth become more 
and more serious, there are subjects related to the environment in the curriculum of our department. We hope that the 
performance of the above educational programs will lead to not only the upbringing of excellent engineers but also to a 
solution to environmental issues.

　電気・電子工学は、֤ छՈ電、情報௨৴機ثなͲの日ৗ生׆を支͑るΤレΫτロχΫε産業、
発電・ૹ電なͲの電力事業のみならず、自ಈं・機械・化学・৯なͲの産業分野で必要ෆՄܽ
な基װ技術である。このため、電気工学科では、h あらΏる産業分野で׆躍できる幅広い知識をっ
た電気・電子技術者の育成ʱを目標に教育を実施している。学年では、電気・電子工学に関する
基ૅ理を演習を重Ͷながら身につけさͤる。高学年では、hΤレΫτロχΫε 、hɦΤωϧΪー 、hɦナ
ϊテΫ・新ૉ材 、ɦh ޫ・情報・௨৴ʱの４つの分野の専門知識をஈ֊的に教授することで、幅広い
知識をった電気・電子技術者を育成している。さらに、h 電気・電子技術をってڥ題の解
決にݙߩできる技術者の養成ʱをう１つの教育目的とし、ڥ題に関する幅広い知識と、電気・
電子工学とڥ題の関を考͑るʰܥڥʱの科目を配置し、教育を実施している。
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Academic Staff and Subject in Their Charge教һٴͼ୲科目

職　名
Title

氏　名
Name

୲科目　　̡ 専攻科ʳ
Subjects ̡ Faculty of Advanced Engineeringʳ

උ　考
Note

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

౻　ా　　
FUJITA, Naoyuki

リテラシー　Environmental Literacyڥ
電࣓気学ᶗ　Electromagnetics I
電子工学　Electronic Engineering
電気・電子工学実ݧᶘᶙᶚ　Experiments on Electrical and Electronic Engineering 
ᶘ,ᶙ,ᶚ
電気図　Drafting for Electric and Electronic Systems
Τンジχアのײ性とද現ᶗᶘ　Sensitivity and Expressions for Engineer ᶗ,ᶘ
基ૅイϊϕーティϒϫーΫシϣοプ　Basic Innovative Workshop
応༻イϊϕーティϒϫーΫシϣοプ　Advanced Innovative Workshop

ʲリーμーシοプと意ࢥ決定 　rLeadership and Decision Making
ʲ地域ࣾ会技術特 　rSocial Technology for Regional Revitalization
ʲϏジωεデザイン 　rBusiness Design

校長ิࠤ（૯୲）
Assistant to the President
̟̖̗̚̚プログラム
者
JABEE Program O⒏cer

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

খ　ࡔ　༸　໌
KOSAKA, Hiroaki

ディジタϧճ路ᶗᶘ　Digital Circuits ᶗ,ᶘ
電気・電子工学実ݧᶗᶚ　Experiments on Electrical and Electronic 
Engineering ᶗ,ᶚ
のづくり応༻実習　Applied Practices for Electrical and Electronic 
Manufacturing
制御工学ᶗᶘ　Control Engineering ᶗ,ᶘ 
電気機ث設ܭ　Electric and Electronics Equipment Design Engineering 
電気法ن・設උ工学　Electrical Regulations and Engineering of Electrical 
Installation

ʲ実༻技術ӳ語（電気電子・情報ܥ）r　Practical English for Electronics 
and Information Engineering

電気工学科෭ओ
V i c e - D e a n  o f  E l e c t r i c a l 
Engineering
４̚ 学ڃ୲
̐̚ Homeroom Teacher

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

ੴ　飛　　　学
ISHITOBI, Manabu

基ૅ電気ճ路　Foundations of Electrical Circuits
のづくり基ૅ実習　Fundamental Practices for Electrical and Electronic 
Manufacturing
電࣓気学ᶘ　Electromagnetics ᶘ
電気・電子工学実ݧᶘᶚ　Experiments on Electrical and Electronic Engineering 
ᶘ,ᶚ
電力มճ路　Power Electronics
電気機ث工学　Electrical Machinery and Apparatus Engineering
学外実習　Internship

ʲΤωϧΪーΤレΫτロχΫε 　rEnergy Electronics
ʲ電力シεテム工学特 　rAdvanced Lecture in Power System Engineering

電気工学科ओ
Dean of Electrical Engineering
５̚ 学ڃ୲
̑̚ Homeroom Teacher
学生支援センター૬ஊ員
Counselor

।  教  授
Associate Professor

　Ҫ　و　࣎
DOI, Shigeki

電気ճ路ᶘ　Electrical Circuits ᶘ
電気・電子工学実ݧᶘᶚ　Experiments on Electrical and Electronic 
Engineering ᶘ,ᶚ
のづくり応༻実習　Applied Practices for Electrical and Electronic 
Manufacturing
組みࠐみシεテム　Embedded System Design

ʲシεテムデザイン演習 　rEngineering Design Project
ʲ電子情報設ܭ技術基ૅ 　rBasic Technology of Electronics and Information 
System Design 

学生支援センター長
Director of Student Support 
Center

।  教  授
Associate Professor

ᰖ　୩　ஐ子
ARA:A, Chiyako

Τンジχアのײ性とද現ᶗᶘᶙ　Sensitivity and Expressions for Engineer 
ᶗ,ᶘ,ᶙ
基ૅイϊϕーティϒϫーΫシϣοプ　Basic Innovative Workshop
応༻イϊϕーティϒϫーΫシϣοプ　Advanced Innovative Workshop
૯߹イϊϕーティϒϫーΫシϣοプ　Comprehensive Innovative Workshop

ʲリーμーシοプと意ࢥ決定 　rLeadership and Decision Making
ʲ地域ࣾ会技術特 　rSocial Technology for Regional Revitalization
ʲΤンジχアとܦӦ 　rManagement for Engineer
ʲϏジωεデザイン 　rBusiness Design

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

᮫　　　成　೭
SEKI, Shigeyuki

電気・電子工学入門　Introduction to Electrical Engineering and Electronics
ΤレΫτロχΫε　Environmental Engineering for Electrical Engineerڥ
電気電子材ྉ　Electrical and Electronic Materials
電気・電子工学実ݧᶙᶚ　Experiments on Electrical and Electronic Engineering 
ᶙ,ᶚ
電気・電子工学創造実ݧ　Experimental Projects on Electrical and Electronic 
Engineering
導体工学　Semiconductor Electronics
情報リテラシー　Information Literacy

ʲ研究力向্セϛナー（電気電子ܥ）r　Seminar of Electronics and Electrical 
Engineering Skills

ʲ電子物性 　rElectronic Material Science

教育支援センター
෭センター長（図書୲）
Sub -D i rec t o r  o f  Educa t i on 
Support Center

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

大　୩　ਅ　߂
OTANI, Masahiro

電気ճ路ᶗᶙ　Electrical Circuits ᶗ,ᶙ
のづくり基ૅ実習　Fundamental Practices for Electrical and Electronic 
Manufacturing
ディジタϧシεテム　Digital Systems
電気・電子工学創造実ݧ　Experimental Projects on Electrical and 
Electronic Engineering
電気工学演習ᶘ　Exercises in Electrical Engineering ᶘ
電 気・ 電 子 工 学 実 ݧ ᶚ　Experiments on Electrical and Electronic 
Engineering ᶚ
情報リテラシー　Information Literacy

ʲインターンシοプ 　rInternship
ʲ電気電子ճ路特 　rAdvanced Electrical and Electronic Circuits

３̚ 学ڃ୲
̏̚ Homeroom Teacher

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

Ѷ　ݪ　༎　थ
ASHIHARA, :uki

プログラϛング　Computer Programming
ଌ工学　Instrumentation Engineeringܭ
電気・電子工学実ݧᶙᶚ　Experiments on Electrical and Electronic 
Engineering ᶙ,ᶚ
電気・電子工学創造実ݧ　Experimental Projects on Electrical and 
Electronic Engineering
ૹ工学　Transmission Engineering

ʲ電࣓気学特 　rAdvanced Electromagnetics

広報センター長
Director of Public Relations


工学	࢜ത　ࢣߨ
Associate Professor Dr.Eng.

　ా　陽　ل
IKEDA, :oki

電気・電子工学入門　Introduction to Electrical Engineering and Electronics
電気ճ路演習　Exercises on Circuits and Circuit  Analysis
電 気・ 電 子 工 学 実 ݧ ᶘᶙᶚ　Experiments on Electrical and Electronic 
Engineering ᶘ,ᶙ,ᶚ
ΤωϧΪー工学　Energy Conversionڥ
工業外国語　Technical English
電力ܥ౷工学　Electric Power Systems Engineering
高電ѹ工学　High-Voltage Engineering

学生ओ事ิ
Vice-Dean of Student Affairs

ॿ教　ത࢜	工学

Assistant Professor Dr.Eng.

಄　　ࢣ　
;USHI, Takahiro

電気・電子工学実ݧᶗᶚ　Experiments on Electrical and Electronic 
Engineering ᶗ,ᶚ
のづくり基ૅ実習　Fundamental Practices for Electrical and Electronic 
Manufacturing
のづくり応༻実習　Applied Practices for Electrical and Electronic 
Manufacturing
電࣓気学ᶘᶙ　Electromagnetics ᶘ,ᶙ
௨৴工学　Telecommunication Engineering
電気・電子工学創造実ݧ　Experimental Projects on Electrical and 
Electronic Engineering

ʲ情報ૹ 　rInformation Transmission

グローόϧ教育センター
෭センター長
Sub-Director of Global Education 
Center

ୗ教授 ത࢜	工学

Part time Professor Dr.Eng.

ӳ　య　ڮ　ֻ
KAKEHASHI,Hidenori

電 気・ 電 子 工 学 実 ݧ ᶗ　Experiments on Electrical and Electronic 
Engineering ᶗ
のづくり基ૅ実習　Fundamental Practices for Electrical and Electronic 
Manufacturing
電気工学演習ᶗ　Exercises in Electrical Engineering ᶗ
アナログճ路　Analog Circuits
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卒業研究発ද会
3ecital of 3esearch for (raduation Thesis

Control Engineering　ిޚ੍ࢠ工学科

 The aim of the Department of Control Engineering is to educate students to be practical control system engineers and 
researchers who are adaptable to further progress automation and computerized control systems in the wide field of 
industrial technology. In order to achieve this purpose, we teach students about basic technologies such as mechanical 
engineering, electrical and electronics engineering, information engineering, and measurement and control engineering. 
 Furthermore, we provide practical education that cultivates students’ faculties (e.g., integration ability of basic 
technologies, and development capability of comprehensive system and robot). Through experiments, workshops, and 
practices, the students also acquire comprehensive technical and development capabilities.

　電子制御工学科では、工業技術分野における自ಈ化のさらなる進展およびίンϐϡータによる制

御技術の発ୡにର応できる૯߹的な処理能力を身につけた制御ܥ技術者・研究者となりうる人材を

養成することを目標としている。このためメΧτロχΫεの分野ではෆՄܽな機械工学、電気・電

子工学、情報工学、ܭଌ・制御工学等の知識をमಘさͤた্に、これらの知識を༥߹し、ロボοτ

に代දされる૯߹的なシεテムを学生自身が։発できるように実ફ的な教育指導を行っている。さ

らに、実ݧ、実習、演習を௨͡て֤工学分野、および、֤工学分野間の༗機的つながりを体ಘՄ能

な教育を組み߹わͤ、૯߹的な技術力、։発力をつ学生を養成している。

卒業研究
3esearch for (raduation Thesis

実ફシεテム設ܭ（現ɿシεテム設ܭ作）に
よる自律Ҡಈロボοτの設ܭ作
1ractical System %esign 	System %esign and %eWelopment
 
%esign and MaLing of "utonomous Mobile 3obots

基ૅ工学実ݧ（現ɿ電子制御工学実ݧ *）に
よるロボοτシεテム作
#asic EYperiments in Control Engineering 	EYperiments in 
Control Engineering �
 MaLing of 3obots
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Academic Staff and Subject in Their Charge教һٴͼ୲科目

職　名
Title

氏　名
Name

୲科目　　̡ 専攻科ʳ
Subjects ̡ Faculty of Advanced Engineeringʳ

උ　考
Note

特教授　ത࢜	工学

Designated Professor Dr.Eng.

ૣ　川　߂　ګ
HA:AKAWA, :asuhiro

シεテム要ૉ設ܭ　Fundamental System Design
電子制御工学実ݧᶙᶚ　Experiments in Control Engineering ᶙ,ᶚ
ロボティΫεᶗᶘ　Robotics ᶗ,ᶘ

ʲインターンシοプ 　rInternship
ʲ研究力向্セϛナーᶗᶘ（機械制御ܥ）r　Seminar of Mechanical 
and Control Research Skills ᶗ,ᶘ

ʲ༉ۭѹ制御工学 　rHydraulic and Pneumatic Control Engineering

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

ᓊ　　　߂　໌
ICHII, Hiroaki

電子制御工学実ݧᶗ　Experiments in Control Engineering ᶗ
アϧΰリズムとデータ構造　Algorithms and Data Structure
算機アーΩテΫチϟ　Computer Architectureܭ

ʲώϡーϚンインターフΣーε 　rHuman Interface

学生ओ事
Dean of Student Affairs

教授　ത࢜	工学

 Professor Dr.Eng.

൧　ా　ݡ　一
IIDA, Kenichi

電子制御工学実ݧᶚ　Experiments in Control Engineering ᶚ
制御工学ᶗᶘᶙ　Control Engineering ᶗ,ᶘ,ᶙ

ʲシεテムデザイン演習 　rEngineering Design Project
ʲ制御工学特 　rAdvanced Control Engineering 

寮ओ事ิ
Vice-Dean of Dormitory Affairs

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

進　　　௺　ڮ
HASHI;UME, Susumu

機械工学実習　Workshop Practice in Mechanical Engineering
電子制御工学実ݧᶙ　Experiments in Control Engineering ᶙ
電子ճ路　Electronic Circuits
シεテム設ܭ作　System Design and Development
シεテム工学　Systems Engineering
応༻シεテム設ܭ　Applied system Design

電子制御工学科ओ
Dean of Control Engineering

।  教  授
Associate Professor

　ా　ໜ　生
NISHIDA, Shigeki

情報リテラシー　Information Literacy
基ૅ図法　Fundamentals of Drawing
材ྉ・Ճ工学　Materials and Materials Processing
電子制御工学実ݧᶘ　Experiments in Control Engineering ᶘ
ଌ工学ᶗܭᶘ　Engineering of Instrumentation ᶗ,ᶘ
機能性材ྉ　Functional Materials

電子制御工学科෭ओ
Vice-Dean of Control Engineering
５̨ 学ڃ୲
̨̑ Homeroom Teacher
学生支援センター૬ஊ員
Counselor

।　教　授
Associate Professor

　野　ॱ　
:ANO, :orihiko

電子制御工学実ݧᶘ　Experiments in Control Engineering ᶘ
電࣓気学　Electromagnetics
電࣓気学演習　Exercises in Electromagnetics
機械力学　Dynamics of Mechanical Systems
電子制御工学૯߹演習ᶗ　General Exercises ᶗ

ʲ機械設ܭ技術基ૅ 　rBasic Technology of Mechanical Design

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

　ོ　　ۄ
TAMAKI, Takayuki

電子制御工学実ݧᶘᶙ　Experiments in Control Engineering ᶘ,ᶙ
電子工学　Electronics
ଌ工学演習　Exercises in Engineering of Instrumentationܭ
学外実習　Internship

ʲ実༻技術ӳ語（機械ܥ）r　Practical English for Mechanical Engineering
ʲܭଌ工学特 　rAdvanced Instrumentation

４̨ 学ڃ୲
̨̐ Homeroom Teacher

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

中　ଜ　ಞ　人
NAKAMURA, Shigeto

電子制御工学実ݧᶗᶘᶚ　Experiments in Control Engineering ᶗ,ᶘ,ᶚ
力学　Thermodynamics
シεテム設ܭ作　System Design and Development

教ओ事ิ
Vice-Dean of Academic Affairs

ॿ教　ത࢜	情報科学

Assistant Professor Ph.D.

中　ࢁ　හ　உ
NAKA:AMA,Toshio

プログラϛング　Computer Programming
機械工学実習　Workshop Practice in Mechanical Engineering
流体力学　Fluid Mechanics
流体力学演習　Exercises in Fluid Mechanics
電子制御工学実ݧᶚ　Experiments in Control Engineering ᶚ
数解ੳ　Numerical Analysis

ॿ教　ത࢜	工学

Assistant Professor Dr.Eng.

　和　　ޱ　ࢁ
:AMAGUCHI, Kazuya

電子制御工学実ݧᶗᶙᶚ　Experiments in Control Engineering ᶗ,ᶙ,ᶚ
電気ճ路ᶗᶘ　Electric Circuit ᶗ,ᶘ

３̨ 学ڃ୲
̨̏ Homeroom Teacher

ୗ教授　ത࢜	工学

Part time Professor Dr.Eng.

ౡ　Ԭ　三　ٛ
SHIMAOKA, Mitsuyoshi

基ૅ図法　Fundamentals of Drawing
電子制御工学実ݧᶗᶚ　Experiments in Control Engineering ᶗ,ᶚ
材ྉ力学　Strength of Materials
材ྉ力学演習　Exercises in Strength of Materials
電子制御工学૯߹演習ᶘ　General Exercises ᶘ

ʲ༌ૹ現 　rTheory of Transport Phenomena
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Information Engineeringใ工学科

３，４年生߹ಉのアΫティϒラーχング実習
"ctiWe learning in the third and fourth grades Koint class

 The Department of Information Engineering provides technical education as to electronics, computer fundamentals, 
and advanced technologies including the hardware, software and network of computer systems that are needed in 
various fields of industry. The education in key technology areas is mandatory required to cultivate an information-
based society.
 In order to achieve this purpose, we offer students subjects that deal with fundamental theories of electronics and 
information processing, as well as subjects of general education. In higher grades, we offer subjects concerning the 
hardware, software, and network of computer systems and the development of information processing systems. These 
subjects are considered not only in theory but also in practice using computer systems.
 In the fifth grade, students are able to take elective subjects related to advanced technology in the field of information 
and computer engineering according to their own selection at least two subjects. Moreover, students participate in 
thesis research to enhance their technology development and problem-solving skills.

　情報工学科では、࠷先の̞̘̩（情報௨৴技術）を利׆༻したࣾ会において必要ෆՄܽであり、

またあらΏる産業分野で必要とされる、ίンϐϡータのϋーυΣアとιフτΣアおよびωοτ

ϫーΫに関する知識と技術を身につけた情報処理技術者の育成を目標としている。

　このため一般科目ならびに電気・電子に関する理情報処理に関する基ૅ知識をमಘさͤたう

͑、ίンϐϡータのϋーυΣアとιフτΣアおよびωοτϫーΫのシεテム։発なͲの専門技

術を教授する。これらは単に理ͩけではなく実ݧ・演習によって実ફ的に身につくよう指導する。

　さらにୈ５学年においては、情報工学分野における先的技術に関する科目を։ߨし、学生のڵ

ຯとద性に応͡てબ択・ཤमできるように配ྀしている。また、卒業研究ではमಘした専門技術を

とに、૯߹的な技術։発能力題解決能力を向্さͤる指導をしている。

２年でのプログラϛング実習
1ractical XorL on Computer 1rogramming in second grade

４年でのܭ算機ωοτϫーΫに関する実ݧ
EYperiments on Computer /etXorLs in fourth grade

３年でのεΫリプτݴ語に関する実ݧ
EYperiments on Scripting -anguage in third grade
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Academic Staff and Subject in Their Charge教һٴͼ୲科目

職　名
Title

氏　名
Name

୲科目　　̡ 専攻科ʳ
Subjects ̡ Faculty of Advanced Engineeringʳ

උ　考
Note

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

ߒ　ஐ　ޱ　ࢁ
:AMAGUCHI,Tomohiro

情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
情報工学実ݧᶙ　Experiments in Information Engineering ᶙ
学外実習　Internship
人工知能　Artificial Intelligence
ώϡーϚンίンϐϡータインタラΫシϣン　Human Computer Interaction
工業外国語　English for Information Engineering

ʲシεテムデザイン演習 　rEngineering Design Project
ʲ情報工学基ૅ 　rFundamental Region of Information Engineering

４̞ 学ڃ୲
̞̐ Homeroom Teacher
学生支援センター૬ஊ員
Counselor

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

দ　ඌ　ݡ　一
MATSUO, Kenichi

ディジタϧճ路　Digital Circuits
電気ճ路基ૅ　Fundamentals of Electric Circuits
情報工学実ݧᶗ　Experiments in Information Engineering ᶗ
情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
৴߸処理　Signal Processing
情報ઓུシεテム　Strategic Information Systems
工業外国語　English for Information Engineering
情報リテラシー　Information Literacy

３̞ 学ڃ୲
̞̏ Homeroom Teacher

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

দ　ଜ　ण　ࢬ
MATSUMURA, Toshie

情報工学実ݧᶗ　Experiments in Information Engineering ᶗ
情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
数ܭ算・౷ܭ　Numerical Methods and Statistics
オϖレーティングシεテム　Operating Systems
プログラϛングᶙ　Computer Programming ᶙ
工業外国語　English for Information Engineering
情報リテラシー　Information Literacy

ʲ研究力向্セϛナーᶗᶘ（情報ܥ）r　Seminar of Information Research 
Skill ᶗ,ᶘ

ʲメディアシεテム 　rMedia System

情報工学科ओ
Dean of Information Engineering

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

内　ా　ᚸ　࢘
UCHIDA, Shinji

情報工学概　Introduction to Information Engineering
ίンϐϡータシεテム概　Introduction to Computer Systems
情報工学実ݧᶗ　Experiments in Information Engineering ᶗ
情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
工業外国語　English for Information Engineering

寮ओ事（݉ 校長ิࠤ（グ
ローόϧ教育୲））
Dean of Dormitory Affairs ʢAssistant 
to the President ʣ

教授　ത࢜	工学

Professor Dr.Eng.

一　ݡ　ޱ　ࢁ
:AMAGUCHI, Kenichi

情報リテラシー　Information Literacy
理ճ路ᶗ　Logic Circuits ᶗ
情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
情報工学実ݧᶘ　Experiments in Information Engineering ᶘ
ίンϐϡータ援༻理設ܭ　Computer Aided Logic Design
ू積ճ路　Integrated Circuits
工業外国語　English for Information Engineering

ʲ研究力向্セϛナーᶗᶘ（情報ܥ）r　Seminar of Information Research 
Skill ᶗ,ᶘ

ʲܭ算機ϋーυΣア 　rComputer Hardware

グローόϧ教育センター
෭センター長
Sub-Director of Global Education 
Center

।教授
Associate Professor

本　間　ܒ　ಓ
HONMA, :oshimichi

情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
ίンϐϡータアーΩテΫチϟ　Computer Architecture
算機ωοτϫーΫᶗܭᶘ　Computer Networks ᶗ,ᶘ
プログラϛングᶙ　Computer Programming ᶙ
情報工学実ݧᶙ　Experiments in Information Engineering ᶙ
工業外国語　English for Information Engineering

教育支援センター෭セン
ター長（情報シεテム୲）
Sub-Director of Education Support Center

।教授　ത࢜	情報科学

Associate Professor Ph.D

Ԭ　ଜ　ਅ　ޗ
OKAMURA, Shingo

情報数学　Mathematics for Information
情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
情報工学実ݧᶘ　Experiments in Information Engineering ᶘ
語処理　Programming Language Processingݴ算機ܭ
情報理　Information Theory
情報セΩϡリティ　Information Security
工業外国語　English for Information Engineering

ʲܭ算理 　rTheory of Computation

情報工学科෭ओ
V i c e -D e an  o f  I n f o rma t i o n 
Engineering
５̞ 学ڃ୲
̞̑ Homeroom Teacher

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

্　野　ल　߶
UWANO, Hidetake

Information Technology Applications　༺׆̩̞
情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
プログラϛングᶘ　Computer Programming ᶘ
情報工学実ݧᶙ　Experiments in Information Engineering ᶙ
工業外国語　English for Information Engineering

ʲシεテム設ܭᶗ 　rTheory of System Design ᶗ
ʲインターンシοプ 　rInternship
ʲιフτΣア設ܭ 　rSoftware Design

෭専攻科長
Vice-Dean of Faculty of
Advanced Engineering
産学協働研究センター長
Director of Industry-
Academia Collaborative Research 
Center

।教授　ത࢜	工学

Associate Professor Dr.Eng.

大　志　ా　ؠ
IWATA, Hiroshi

理ճ路ᶘ　Logic Circuits ᶘ
データϕーεと8FCアプリέーシϣン　Database and Web Application
情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
情報工学実ݧᶘ　Experiments in Information Engineering ᶘ
ίンϐϡータ援༻理設ܭ　Computer Aided Logic Design
工業外国語　English for Information Engineering

学生ओ事ิ
Vice-Dean of Student Affairs

ॿ教　ത࢜	工学

Assistant Professor Dr.Eng.

　川　Յ　༟　ࢢ
ICHIKAWA, :oshihiro

プログラϛング基ૅ　Introduction to Computer Programming
プログラϛングᶗ　Computer Programming ᶗ
情報アΫティϒラーχングᶗᶘ　Active Learning for Information 
Engineering ᶗ,ᶘ
情報工学実ݧᶙ　Experiments in Information Engineering ᶙ
情報工学特　Special Topics in Information Engineering
工業外国語　English for Information Engineering
情報リテラシー　Information Literacy
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物質Խ学工学科 Chemical Engineering

　物質化学工学科は、化学・生物分野における実ફ的技術者の養成を目的としている。
、に入り産業構造のม化度が飛躍的に૿し、研究者、技術者には高い専門性にՃ͑てل２１ੈ　
そこから生する生物、化学のڥ界ྖ域の高いద応能力が必要となっている。
　物質化学工学科では、このʠڥ界ྖ域ʡをΩーϫーυとしたΧリΩϡラムを編成し、化学、生物
および関࿈する工学に関する༏れた専門性、分野ԣ断ܕの応༻力が習ಘできるように、専門教育の
ॆ実を図っている。
　ΧリΩϡラムは、高専のڧみである５年間の実ݧ・実習を中৺とし、幅広い֬かな基ૅ学力がつ
くように配ྀした。さらに、ୈ５学年では全ての学生に卒業研究を課すことにより、基ૅ技術をよ
り高い専門技術とするためのࡉかな指導を行う。

 The educational objective of department of chemical engineering is to foster the technical experts in both fields of 
chemistry and biology.
 In the 21st century, rapid changes in industrial structure demand not only a deep expertise but also adaptational skills 
for wide boundary area of chemistry and biology for scientists and engineers. 
 We organize the curriculum based on the keyword, “Boundary Area”, and provide the course to acquire knowledges 
and skills of chemistry, biology, and their related engineering, getting ability to address cross-cutting issues.
 The strong point of our curriculum is to learn the fundamentals of chemistry, biology, and chemical engineering 
around experiments for five years. At the �th grade, all students are required to take graduation research after 
belonging to a laboratory, and develop their expertise supervised by laboratory staffs.

卒業研究
3esearch for (raduation Thesis

物理化学実ݧ
EYperiments in 1hysical Chemistry

生物化学実ݧ
EYperiments in #iochemical Engineering

化学工学実ݧ 
EYperiments in Chemical Engineering
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Academic Staff and Subject in Their Charge教һٴͼ୲科目

職　名
Title

氏　名
Name

୲科目　　̡ 専攻科ʳ
Subjects ̡ Faculty of Advanced Engineeringʳ

උ　考
Note

教授　ത࢜ 	 工学 

Professor Dr.Eng.

ย　　উ　己
KATAKURA,Katsumi

物質化学工学実ݧᶙ　Chemical Engineering Laboratory ᶙ
基ૅ電気化学　Basic Electrochemistry

ʲ電子応༻化学 　rApplied Electrochemistry
ʲ資ݯΤωϧΪ工学 　rResources and Energy Engineering

教ओ事
Dean of Academic Affairsɹ
教育研究支援室長
Director of Technical Support  
for Education and Research

教授　ത࢜ 	 学 

Professor Dr.Agri.

三　　ޭ࣍
MIKI,Kojiro

化学　Chemistry
物質化学工学実ݧᶗ　Chemical Engineering Laboratory ᶗ
化学特ᶘ　Advanced Chemistry ᶘ
応༻ඍ生物学　Applied Microbiology

３̘ 学ڃ୲
̘̏ Homeroom Teacher

教授　ത࢜ 	 工学 

Professor Dr.Eng.

中　ଜ　ल　ඒ
NAKAMURA,Hidemi

物質化学工学実ݧᶗ　Chemical Engineering Laboratory ᶗ
化学工学ᶗ　Chemical Engineering ᶗ
応工学　Reaction Engineering
分工学　Environmental Separation Engineeringڥ

ʲ֦ࢄ工学特 　rAdvanced Diffusional Engineering

専攻科長（݉ 校長ิࠤ（研
究ਪ進୲））
Dean of Faculty of Advanced Engineering

ʢAssistant to the President ʣ

教授　ത࢜ 	 工学 

Professor Dr.Eng.

　ߐ　一　ޫ
NAOE,Kazumitsu

一般化学演習ᶘ　Exercise of General Chemistry ᶘ
生物化学ᶘ　Biochemistry ᶘ
生物化学工学　Biochemical Engineering
物質化学工学実ݧᶚ　Chemical Engineering Laboratory ᶚ

ʲւ外インターンシοプ 　rOversea Internship
ʲ生物化学工学特 　rBiochemical Engineering

グローόϧ教育センター長
Director of Global Education 
Center

教授　ത࢜ 	 工学 

Professor Dr.Eng.

দ　Ӝ　　ਔ
MATSUURA,:ukihito

ແ機化学ᶗ  ᶘ　Inorganic Chemistry ᶗ , ᶘ
物質化学工学実ݧᶙ　Chemical Engineering Laboratory ᶙ
基ૅྔ子化学　Basic 2uantum Chemistry
学外実習　Internship

ʲ研究リテラシー 　rResearch Literacy
ʲྔ子化学 　r2uantum Chemistry
ʲ先工学特 　rCutting-edge Engineering

物質化学工学科ओ
Dean of Chemical Engineering

教授　ത࢜ 	 工学 

Professor Dr.Eng.

Ӊ　ా　྄　子
UDA,Ryoko

一般化学演習ᶙ　Exercise of General Chemistry ᶙ
༗機化学ᶗ  ᶘ　Organic Chemistry ᶗ , ᶘ
物質化学工学実ݧᶘ　Chemical Engineering Laboratory ᶘ
機能性高分子化学　Functional Polymer Chemistry

物質化学工学科෭ओ
Vice-Dean of Chemical Engineering
５̘ 学ڃ୲
̘̑ Homeroom Teacher

।教授　ത࢜ 	 理学 

Associate Professor Dr.Sci.

ੴ　ؙ　༟　࢜
ISHIMARU,Hirohito

化学特ᶗ　Advanced Chemistry ᶗ
物質化学工学実ݧᶗ  ᶚ　Chemical Engineering Laboratory ᶗ , ᶚ
分ੳ化学　Analytical Chemistry
体化学　Solid State Chemistryݻ
生物化学ᶙ　Biochemistry ᶙ
機ث分ੳ　Instrumental Analysis 

ʲインターンシοプ 　rInternship
ʲ生物構造化学 　rBio-Structural Chemistry

।教授　ത࢜ 	 学 

Associate Professor Dr.Agri

ҏ　月　ѥ༗子
ITSUKI,Ayuko

生物化学ᶗ　Biochemistry ᶗ
応༻ඍ生物学　Applied Microbiology
物質化学工学実ݧᶚ　Chemical Engineering Laboratory ᶚ
分子生物学　Molecular Biology

ʲ研究リテラシー 　rResearch Literacy
ʲࡉ๔工学 　rCell Technology

４̘ 学ڃ୲
̘̐ Homeroom Teacher
学生支援センター૬ஊ員
Counselor

।教授　ത࢜ 	 工学 

Associate Professor Dr.Eng.

ُ　Ҫ　ູ　೭
KAMEI,Toshiyuki

物質化学工学実ݧᶘ　Chemical Engineering Laboratory ᶘ
༗機化学ᶙ　Organic Chemistry ᶙ
༗機材ྉ߹成化学　Synthesis of Organic Materials

ʲ現代༗機߹成化学 　rCurrent Synthetic Organic Chemistry
ʲ物質分ੳ工学 　rSubstances Analytical Engineering
ʲબ択的༗機応 　rSelectivity in Organic Reactions

教ओ事ิ
Vice-Dean of Academic Affairs

।教授　ത࢜ 	 工学 

Associate Professor Dr.Eng.

ٱ　༟　ా　ࢁ
:AMADA,Hirohisa

ແ機化学ᶗ　Inorganic Chemistry ᶗ
物理化学ᶗ  ᶘ　Physical Chemistry ᶗ , ᶘ
物質化学工学実ݧᶙ　Chemical Engineering Laboratory ᶙ

।教授　ത࢜ 	 工学 

Associate Professor Dr.Eng.

太　ܒ　　　ྛ
HA:ASHI,Keita

一般化学演習ᶗ　Exercise of General Chemistry ᶗ
化学工学ᶗ  ᶘ　Chemical Engineering ᶗ , ᶘ
ඍཻ子工学　Particle Engineering
物質化学工学実ݧᶚ　Chemical Engineering Laboratory ᶚ

ʲ研究リテラシー 　rResearch Literacy
ʲ実ફ化学ӳ語 　rAcademic English in Chemistry

寮ओ事ิ
Vice-Dean of Dormitory Affairs

ॿ教　ത࢜ 	 理学 

Assistant Professor Dr.Sci.

ถ　ా　ژ　平
:ONEDA,Kyohei

情報リテラシー　Information Literacy
化学工学ᶘ　Chemical Engineering ᶘ
物質化学工学実ݧᶚ　Chemical Engineering Laboratory ᶚ
プロセε制御　Process Control

ʲ応༻応工学 　rApplied Reaction Engineering
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R egular Course Curriculum

ຊՊڭҭ՝ఔ

Liberal StudiesҰൠ科目

۠　分
Classification 

授　業　科　目 
Subjects

単位数 
Credits

学年別配 
Credits by Grade උ　考 

Notes1年
1st

2年
2nd

3年
�rd

4年
4th

5年
�th

必 

 
 

म 

 
 

科 

 
 

目 

 
Required
Subjects

国 語 ᶗ Japanese ᶗ 3 3

国 語 ᶘ Japanese ᶘ 3 3

国 語 ᶙ Japanese ᶙ 2 2

国 語 ද 現 法 Japanese Language and Communication 2 2

地 理 Geography 2 2

ྺ ࢙ History 2 2

ެ ڞ Citizenship 2 2

政 ・࣏ ܦ ࡁ Politics and Economics 2 2

現 代 ࣾ 会 と 法 Modern Society and Law 2 2

基 ૅ 数 学 Ћ Fundamental Mathematics Ћ 4 4

基 ૅ 数 学 Ќ Fundamental Mathematics Ќ 2 2

ඍ 分 積 分 ᶗ Differential and Integral ᶗ 4 4

ඍ 分 積 分 ᶘ Differential and Integral ᶘ 2 2

ઢ ܗ 代 数 Linear Algebra 2 2

数 学 特  Ћ Advanced Mathematics Ћ 2 2

数 学 特  Ќ Advanced Mathematics Ќ 1 1

地 球   物 理 Geophysics 1 1

物 理 ᶗ Physics ᶗ 1 1

物 理 ᶘ Physics ᶘ 3 3

生 物 Biology 1 1

化 学 ᶗ Chemistry ᶗ 2 2
˞１

化 学 ᶘ Chemistry ᶘ 2 2

化 学 Chemistry 4 4 ˞2

保 ݈・ 体 育 ᶗ Health and Physical Education ᶗ 2 2

保 ݈・ 体 育 ᶘ Health and Physical Education ᶘ 2 2

体 育 理  ᶗ Physical Education Theory ᶗ 2 2

体 育 理  ᶘ Physical Education Theory ᶘ 2 2

体 育 実 技 Physical Education 1 1

ӳ 語 ᶗ English ᶗ 3 3

ӳ 語 ᶘ English ᶘ 3 3

ӳ 語 ᶙ English ᶙ 2 2

ӳ 語 ᶚ English ᶚ 4 4

ӳ 語 ᶛ English ᶛ 2 2

ӳ จ 法 ᶗ English Grammar ᶗ 2 2

ӳ จ 法 ᶘ English Grammar ᶘ 2 2

ӳ จ 法 ᶙ English Grammar ᶙ 1 1

બ択必म科目 
Required 
Elective 
Subjects

ඒ 術 Fine Arts 2 ˞2
˞の内いずれか１科目をબ択

Ի ָ Music 2 ˞2

人 間  ڥ 学 Human Environmental Studies 2 ˚2

˚の内いずれか１科目をબ択地 域 学 Regional Studies 2 ˚2

日 本 จ 化 学 JapaneseɹCulture 2 ˚2

必म科目	ཹ学生
 ཹ学生の日本語 Japanese for Foreign Students 2 2

બ択科目 
Elective 
Subjects

実 ༻ ӳ 語 ᶗ Practical English ᶗ 1 1 	1
 	1

˞３

実 ༻ ӳ 語 ᶘ Practical English ᶘ 1 1 	1


実 ༻ ӳ 語 ᶙ Practical English ᶙ 1 1

ҟ จ 化 交 流 ᶗ Cross-Cultural Exchangeᶗ 1 1

ҟ จ 化 交 流 ᶘ Cross-Cultural Exchangeᶘ 1 1

ҟ จ 化 交 流 ᶙ Cross-Cultural Exchangeᶙ 1 1

ҟ จ 化 交 流 ᶚ Cross-Cultural Exchangeᶚ 1 1

ҟ จ 化 交 流 ᶛ Cross-Cultural Exchangeᶛ 1 1

ւ外協働研मᶗ Overseas Trainingᶗ 1 1

ւ外協働研मᶘ Overseas Trainingᶘ 1 1

ւ外協働研मᶙ Overseas Trainingᶙ 1 1

ւ外協働研मᶚ Overseas Trainingᶚ 1 1

ւ外協働研मᶛ Overseas Trainingᶛ 1 1

։ 設 単 位 ܭ Total Offered Credits 100<100> 29<31> 25<23> 21<21> 11<11>	12
 14<14>	16


म ಘ 単 位 ܭ Total Required Credits 79<79> 25<27> 23<21> 16<16> 8<8> 7<7>

（）<　>内は物質化学工学科　ʢNotesʣ<ɹ>ɿCredits offered � required to Chemical Engineering Course only.
˞１物質化学工学科Ҏ外　These two subjects for the students of other departments except Department of Chemical Engineering.
˞２物質化学工学科のみ　This subject only for the students in Department of Chemical Engineering.
˞３	　
は未मಘ者　The credits  in the parenthesis are for students who have not taken the course before.

［2019年度以降入学者に係る教育課程］
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Mechanical Engineeringػց工学科

۠　分
Classification 

授　業　科　目 
Subjects

単位数 
Credits

学年別配 
Credits by Grade උ　考 

Notes1年
1st

2年
2nd

3年
�rd

4年
4th

5年
�th

必 

 
 

म 

 
 

科 

 
 

目 

 
Required
Subjects

情報リテラシー Information Literacy 2 2

応 ༻ 数 学 Ћ Applied Mathematics Ћ 2 2

応 ༻ 数 学 Ќ Applied Mathematics Ќ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶗ Advanced Physics ᶗ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶘ Advanced Physics ᶘ 2 2

機 械 工 学 基 ૅ Introduction to Mechanical Engineering 2 2

機械工学θϛナーϧ Mechanical Engineering Seminar 1 1

技 術 ӳ 語 English for Engineering 2 2

材 ྉ 学 ᶗ Engineering Materials ᶗ 1 1

材 ྉ 学 ᶘ Engineering Materials ᶘ 2 2

機 械 工 作 法 ᶗ Mechanical Technology ᶗ 2 2

機 械 工 作 法 ᶘ Mechanical Technology ᶘ 2 2

材 ྉ 力 学 ᶗ Mechanics of Materials ᶗ 2 2

材 ྉ 力 学 ᶘ Mechanics of Materials ᶘ 2 2

材 ྉ 力 学 演 習 Exercises in Mechanics of Materials 1 1

流 体 力 学 ᶗ Fluid Mechanics ᶗ 2 2

流 体 力 学 ᶘ Fluid Mechanics ᶘ 2 2

流 体 力 学 演 習 Exercises in Fluid Dynamics 1 1

 工 学 ᶗ Thermodynamics ᶗ 2 2

 工 学 ᶘ Thermodynamics ᶘ 2 2

 工 学 演 習 Exercises in Thermodynamics 1 1

機 械 力 学 ᶗ Dynamics of Machinery ᶗ 2 2

機 械 力 学 ᶘ Dynamics of Machinery ᶘ 2 2

機 械 力 学 演 習 Exercises in Dynamics of Machinery 1 1

電 気 電 子 工 学 Electrical and Electronic Engineering 2 2

ܭ ଌ 工 学 Instrumentation Engineering 2 2

制 御 工 学 ᶗ Control Engineering ᶗ 2 2

制 御 工 学 ᶘ Control Engineering ᶘ 2 2

応 ༻ 制 御 工 学 Advanced Control Engineering 2 2

情 報 処 理 Information Processing 2 2

数  ܭ 算 法 Numerical Calculation Methods 1 1

機械設ܭ図ᶗ Machine Design and Drawing ᶗ 2 2

機械設ܭ図ᶘ Machine Design and Drawing ᶘ 2 2

創 造 設 ܭ Creative Design and Drawing 1 1

機 構 学 Machine Mechanism 2 2

機 械 設 ܭ 工 学 Mechanical Design Engineering 2 2

機械設ܭ工学演習 Exercises in Mechanical Design Engineering 2 2

生産シεテム工学 Manufacturing Systems Engineering 2 2

機械工作実習ᶗ Workshop Practice ᶗ 3 3

機械工作実習ᶘ Workshop Practice ᶘ 3 3

創 造 設 ܭ  作 Creative Design and Production 3 3

機械工学実ݧᶗ Experiments in Mechanical Engineering ᶗ 3 3

機械工学実ݧᶘ Experiments in Mechanical Engineering ᶘ 2 2

卒 業 研 究 Research for Graduation Thesis 6 6

બ択科目 Elective Subjects 学 外 実 習 Internship 1 1

専 門 科 目 ։ 設 単 位 ܭ Total Offered Credits 89 9 10 18 28 24

専 門 科 目 म ಘ 単 位 Total Required Credits  ܭ 88 9 10 18 27 24

म ಘ 単 位 Total Credits Required for Graduation  ܭ 167 34 33 34 35 31

［2019年度以降入学者に係る教育課程］
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Electrical Engineeringిؾ工学科

۠　分
Classification 

授　業　科　目 
Subjects

単位数 
Credits

学年別配 
Credits by Grade උ　考 

Notes1年
1st

2年
2nd

3年
�rd

4年
4th

5年
�th

必 

 
 

म 

 
 

科 

 
 

目 

 
Required
Subjects

情報リテラシー Information Literacy 2 2

応 ༻ 数 学 Ћ Applied Mathematics Ћ 2 2

応 ༻ 数 学 Ќ Applied Mathematics Ќ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶗ Advanced Physics ᶗ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶘ Advanced Physics ᶘ 2 2

基 ૅ 電 気 ճ 路 Foundations of Electrical Circuits 2 2

電気・電子工学入門 Introduction to Electrical Engineering and Electronics 1 1

リテラシーڥ Environmental Literacy 1 1

電 気 ճ 路 ᶗ Electrical Circuits ᶗ 2 2

ディジタϧճ路ᶗ Digital Circuits ᶗ 1 1

プログラϛング Computer Programming 2 2

電 気 ճ 路 演 習 Exercises on Circuits and Circuit Analysis 1 1

電 ࣓ 気 学 ᶗ Electromagnetics ᶗ 1 1

電 ࣓ 気 学 ᶘ Electromagnetics ᶘ 2 2

電 気 ճ 路 ᶘ Electrical Circuits ᶘ 2 2

電 子 工 学 Electronic Engineering 2 2

ܭ ଌ 工 学 Instrumentation Engineering 2 2

電気工学演習ᶗ Exercises in Electrical Engineering ᶗ 2 2

ディジタϧճ路ᶘ Digital Circuits ᶘ 1 1

ΤレΫτロχΫεڥ Environmental Engineering for Electrical Engineer 1 1

ア ナ ロ グ ճ 路 Analog Circuits 2 2

ディジタϧシεテム Digital Systems 1 1

電 ࣓ 気 学 ᶙ Electromagnetics ᶙ 2 2

電 気 ճ 路 ᶙ Electrical Circuits ᶙ 2 2

電 力 ม  ճ 路 Power Electronics 2 2

電 気 電 子 材 ྉ Electrical and Electronic Materials 2 2

௨ ৴ 工 学 Telecommunication Engineering 2 2

電 気 機 ث 工 学 Electrical Machinery and Apparatus Engineering 2 2

制 御 工 学 ᶗ Control Engineering ᶗ 2 2

ΤωϧΪー工学ڥ Energy Conversion 2 2

制 御 工 学 ᶘ Control Engineering ᶘ 2 2

工 業 外 国 語 Technical English 1 1

電気・電子工学実ݧᶗ Experiments on Electrical and Electronic Engineering ᶗ 2 2

のづくり基ૅ実習 Fundamental Practices for Electrical and Electronic Manufacturing 2 2

電気・電子工学実ݧᶘ Experiments on Electrical and Electronic Engineering ᶘ 2 2

のづくり応༻実習 Applied Practices for Electrical and Electronic Manufacturing 2 2

電気・電子工学実ݧᶙ Experiments on Electrical and Electronic Engineering ᶙ 2 2

電気・電子工学創造実ݧ Experimental Projects on Electrical and Electronic Engineering 2 2

電気・電子工学実ݧᶚ Experiments on Electrical and Electronic Engineering ᶚ 4 4

卒 業 研 究 Research for Graduation Thesis 6 6

બ択必म科目
Required Elective Subject

電気工学演習ᶘ Exercises in Electrical Engineering ᶘ 1 1
いずれか1単位をબ択

電 気 機 ث 設 ܭ Electric and Electronics Equipment Design Engineering 1 1

બ択科目
Elective 
Subjects

学 外 実 習 Internship 1 1

10単位Ҏ্をબ択

電 力 ܥ ౷ 工 学 Electric Power Systems Engineering 2 2

電 気  図 Drafting for Electric and Electronic Systems 2 2

高 電 ѹ 工 学 High-Voltage Engineering 2 2

 ૹ 工 学 Transmission Engineering 2 2

組みࠐみシεテム Embedded System Design 2 2

電気法ن・設උ工学 Electrical Regulations and Engineering of Electrical Installation 2 2

 導 体 工 学 Semiconductor Electronics 2 2

専 門 科 目 ։ 設 単 位 ܭ Total Offered Credits 94 6 11 18 30 29

専 門 科 目 म ಘ 単 位 Total Required Credits  ܭ 88 6 11 18 28 25

म ಘ 単 位 Total Credits Required for Graduation  ܭ 167 31 34 34 36 32

［2019年度以降入学者に係る教育課程］　
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Control Engineeringిޚ੍ࢠ工学科

۠　分
Classification 

授　業　科　目 
Subjects

単位数 
Credits

学年別配 
Credits by Grade උ　考 

Notes1年
1st

2年
2nd

3年
�rd

4年
4th

5年
�th

必 

 
 

म 

 
 

科 

 
 

目 

 
Required
Subjects

情報リテラシー Information Literacy 2 2

応 ༻ 数 学 Ћ Applied Mathematics Ћ 2 2

応 ༻ 数 学 Ќ Applied Mathematics Ќ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶗ Advanced Physics ᶗ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶘ Advanced Physics ᶘ 2 2

基 ૅ  図 法 Fundamentals of Drawing 3 3

プログラϛング Computer Programming 2 2

電 気 ճ 路 ᶗ Electric Circuit ᶗ 2 2

材 ྉ・ Ճ 工 学 Materials and Materials Processing 1 1

アϧΰリズムとデータ構造 Algorithms and Data Structure 1 1

算機アーΩテΫチϟܭ Computer Architecture 1 1

電 気 ճ 路 ᶘ Electric Circuit ᶘ 2 2

電 ࣓ 気 学 Electromagnetics 2 2

電 子 工 学 Electronics 2 2

 力 学 Thermodynamics 2 2

ܭ ଌ 工 学 ᶗ Engineering of Instrumentation ᶗ 2 2

シεテム要ૉ設ܭ Fundamental System Design 2 2

電 子 ճ 路 Electronic Circuits 2 2

材 ྉ 力 学 Strength of Materials 2 2

流 体 力 学 Fluid Mechanics 2 2

制 御 工 学 ᶗ Control Engineering ᶗ 2 2

制 御 工 学 ᶘ Control Engineering ᶘ 2 2

ܭ ଌ 工 学 ᶘ Engineering of Instrumentation ᶘ 2 2

電 ࣓ 気 学 演 習 Exercises in Electromagnetics 2 2

材 ྉ 力 学 演 習 Exercises in Strength of Materials 1 1

流 体 力 学 演 習 Exercises in Fluid Mechanics 1 1

ܭ ଌ 工 学 演 習 Exercises in Engineering of Instrumentation 1 1

数  解 ੳ Numerical Analysis 2 2

機 械 力 学 Dynamics of Mechanical Systems 2 2

機 能 性 材 ྉ Functional Materials 2 2

制 御 工 学 ᶙ Control Engineering ᶙ 2 2

ロ ボ テ ィ Ϋ ε ᶗ Robotics ᶗ 2 2

ロ ボ テ ィ Ϋ ε ᶘ Robotics ᶘ 2 2

シ ε テ ム 工 学 Systems Engineering 2 2

応༻シεテム設ܭ Applied System Design 2 2

シεテム設ܭ作 System Design and Development 2 2

機 械 工 学 実 習 Workshop Practice in Mechanical Engineering 2 2

電子制御工学実ݧᶗ Experiments in Control Engineering ᶗ 3 3

電子制御工学実ݧᶘ Experiments in Control Engineering ᶘ 3 3

電子制御工学実ݧᶙ Experiments in Control Engineering ᶙ 3 3

電子制御工学実ݧᶚ Experiments in Control Engineering ᶚ 2 2

卒 業 研 究 Research for Graduation Thesis 7 7

બ択科目
Elective 
Subjects

学 外 実 習 Internship 1 1

電子制御工学૯߹演習ᶗ General Exercises ᶗ 1 1
1単位Ҏ্બ択

電子制御工学૯߹演習ᶘ General Exercises ᶘ 1 1

専 門 科 目 ։ 設 単 位 ܭ Total Offered Credits 90 8 10 19 28 25

専 門 科 目 म ಘ 単 位 Total Required Credits  ܭ 88 8 10 19 27 24

म ಘ 単 位 Total Credits Required for Graduation  ܭ 167 33 33 35 35 31

［2019年度以降入学者に係る教育課程］
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Information Engineeringใ工学科
［2019年度以降入学者に係る教育課程］　

۠　分
Classification 

授　業　科　目 
Subjects

単位数 
Credits

学年別配 
Credits by Grade උ　考 

Notes1年
1st

2年
2nd

3年
�rd

4年
4th

5年
�th

必 

 
 

म 

 
 

科 

 
 

目 

 
Required
Subjects

情報リテラシー Information Literacy 2 2

応 ༻ 数 学 Ћ Applied Mathematics Ћ 2 2

応 ༻ 数 学 Ќ Applied Mathematics Ќ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶗ Advanced Physics ᶗ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶘ Advanced Physics ᶘ 2 2

ディジタϧճ路 Digital Circuits 2 2

情 報 工 学 概  Introduction to Information Engineering 2 2

電 気 ճ 路 基 ૅ Fundamentals of Electric Circuits 1 1

プログラϛング基ૅ Introduction to Computer Programming 1 1

プログラϛングᶗ Computer Programming ᶗ 1 1

ίンϐϡータシεテム概 Introduction to Computer Systems 1 1

 理 ճ 路 ᶗ Logic Circuits ᶗ 1 1

* 5 ׆ ༻ Information Technology Applications 2 2

情 報 数 学 Mathematics for Information 2 2

 理 ճ 路 ᶘ Logic Circuits ᶘ 2 2

データϕーεと8FCアプリέーシϣン Database and Web Application 1 1

情報アΫティϒラーχングᶗ Active learning for Information Engineering ᶗ 2 2

プログラϛングᶘ Computer Programming ᶘ 2 2

ίンϐϡータアーΩテΫチϟ Computer Architecture 2 2

データ構造とアϧΰリズム Data Structures and Algorithms 2 2

算機ωοτϫーΫᶗܭ Computer Networks ᶗ 2 2

数ܭ算・౷ܭ Numerical Methods and Statistics 2 2

ίンϐϡータ援༻理設ܭ Computer Aided Logic Design 2 2

オϖレーティングシεテム Operating Systems 2 2

語処理ݴ算機ܭ Programming Language Processing 2 2

情 報 理  Information Theory 2 2

情報セΩϡリティ Information Security 2 2

算機ωοτϫーΫᶘܭ Computer Networks ᶘ 2 2

プログラϛングᶙ Computer Programming ᶙ 2 2

情報アΫティϒラーχングᶘ Active learning for Information Engineering ᶘ 2 2

ू 積 ճ 路 Integrated Circuits 2 2

情 報 工 学 特  Special Topics in Information Engineering 2 2

Ϛϧチメディア情報処理 Multimedia Information Processing 2 2

৴ ߸ 処 理 Signal Processing 2 2

ιフτΣア工学 Software Engineering 2 2

情報ઓུシεテム Strategic Information Systems 2 2

人 工 知 能 Artificial Intelligence 2 2

ώϡーϚンίンϐϡータインタラΫシϣン Human Computer Interaction 2 2

工 業 外 国 語 English for Information Engineering 1 1

情報工学実ݧᶗ Experiments in Information Engineering ᶗ 2 2

情報工学実ݧᶘ Experiments in Information Engineering ᶘ 3 3

情報工学実ݧᶙ Experiments in Information Engineering ᶙ 3 3

卒 業 研 究 ᶗ Research for Graduation Thesisᶗ 4 4

卒 業 研 究 ᶘ Research for Graduation Thesisᶘ 5 5

બ択科目
Elective Subjects 学 外 実 習 Internship 1 1

専 門 科 目 ։ 設 単 位 ܭ Total Offered Credits 89 6 11 18 28 26

専 門 科 目 म ಘ 単 位 Total Required Credits  ܭ 88 6 11 18 27 26

म ಘ 単 位 Total Credits Required for Graduation  ܭ 167 31 34 34 35 33
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物質Խ学工学科

۠　分
Classification 

授　業　科　目 
Subjects

単位数 
Credits

学年別配 
Credits by Grade උ　考

Notes1年
1st

2年
2nd

3年
�rd

4年
4th

5年
�th

必 

 
 

म 

 
 

科 

 
 

目 

 
Required
Subjects

情報リテラシー Information Literacy 2 2

応 ༻ 数 学 Ћ Applied Mathematics Ћ 2 2

応 ༻ 数 学 Ќ Applied Mathematics Ќ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶗ Advanced Physics ᶗ 2 2

応 ༻ 物 理 ᶘ Advanced Physics ᶘ 2 2

一般化学演習ᶗ Exercise of General Chemistry ᶗ 1 1

一般化学演習ᶘ Exercise of General Chemistry ᶘ 1 1

一般化学演習ᶙ Exercise of General Chemistry ᶙ 1 1

化 学 特  ᶗ Advanced Chemistry ᶗ 1 1

化 学 特  ᶘ Advanced Chemistry ᶘ 1 1

分 ੳ 化 学 Analytical Chemistry 2 2

機 ث 分 ੳ Instrumental Analysis 2 2

༗ 機 化 学 ᶗ Organic Chemistry ᶗ 2 2

༗ 機 化 学 ᶘ Organic Chemistry ᶘ 2 2

༗ 機 化 学 ᶙ Organic Chemistry ᶙ 2 2

༗機材ྉ߹成化学 Synthesis of Organic Materials 1 1

機能性高分子化学 Functional Polymer Chemistry 2 2

ແ 機 化 学 ᶗ Inorganic Chemistry ᶗ 2 2

ແ 機 化 学 ᶘ Inorganic Chemistry ᶘ 2 2

ݻ 体 化 学 Solid State Chemistry 2 2

基 ૅ 電 気 化 学 Basic Electrochemistry 2 2

物 理 化 学 ᶗ Physical Chemistry ᶗ 2 2

物 理 化 学 ᶘ Physical Chemistry ᶘ 2 2

基 ૅ ྔ 子 化 学 Basic 2uantum Chemistry 2 2

生 物 化 学 ᶗ Biochemistry ᶗ 2 2

生 物 化 学 ᶘ Biochemistry ᶘ 2 2

生 物 化 学 ᶙ Biochemistry ᶙ 2 2

応 ༻ ඍ 生 物 学 Applied Microbiology 1 1

分 子 生 物 学 Molecular Biology 2 2

生 物 化 学 工 学 Biochemical Engineering 1 1

化 学 工 学 ᶗ Chemical Engineering ᶗ 2 2

化 学 工 学 ᶘ Chemical Engineering ᶘ 2 2

ඍ ཻ 子 工 学 Particle Engineering 2 2

 応 工 学 Reaction Engineering 2 2

 ڥ 分  工 学 Environmental Separation Engineering 2 2

プ ロ セ ε 制 御 Process Control 2 2

物質化学工学実ݧᶗ Chemical Engineering Laboratory ᶗ 2 2

物質化学工学実ݧᶘ Chemical Engineering Laboratory ᶘ 4 4

物質化学工学実ݧᶙ Chemical Engineering Laboratory ᶙ 4 4

物質化学工学実ݧᶚ Chemical Engineering Laboratory ᶚ 4 4

卒 業 研 究 Graduation Research 10 10

બ択科目
Elective Subjects 学 外 実 習 Internship 1 1

専 門 科 目 ։ 設 単 位 ܭ Total Offered Credits 89 6 13 18 27 25

専 門 科 目 म ಘ 単 位 Total Required Credits  ܭ 88 6 13 18 26 25

म ಘ 単 位 Total Credits Required for Graduation    ܭ 167 33 34 34 34 32

Chemical Engineering

［2019年度以降入学者に係る教育課程］　
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F aculty of A d v anced  Engineering

ઐ߈ՊҊ
　奈良高専専攻科は1992年にզが国࠷ॳの高専専攻科として設立されました。専攻科は高専本科

卒業生をରとした２年制教育プログラムであり、本校では機械工学、電気工学、電子制御工学、

情報工学、化学工学における高度な研究教育を行っています。専攻科をमྃした学生は大学改革支

援・学位授与機構から学࢜（工学）の学位が授与されます。本校専攻科मྃ生は、その70�が

国ެ立大学の大学Ӄに進学し、30�が産業界に就職しており、いずれ高い評価をಘています。

 The Faculty of Advanced Engineering of National Institute of Technology (KOSEN), Nara College was established 
in 1992 as the first among all a⒏liated colleges with National Institute of Technology (KOSEN) in Japan. The Faculty 
of Advanced Engineering has a 2-year-course and offers higher engineering education and research environment in 
the following fields of Mechanical, Electronic, Control, Information, and Chemical Engineering. The students after 
the program can take a Bachelor degree of Engineering from National Institution for Academic Degrees and 2uality 
Enhancement of Higher Education. Recently, about �0� of graduates completed the advanced course continue to the 
graduate school of national universities, and the others work at major corporations and companies. They have earned a 
high reputation as researchers and engineers.

Advanced Electrical and Electronic Engineering Course

Department of Systems Innovation

Advanced Mechanical Engineering Course 

システムίʔスࢠిؾి

システム創成工学専攻

システムίʔスޚց੍ػ

௨電Ճ材ྉݧࢼに関する工学基ૅ研究
Electric current heating material testing in 
1re�3esearch 1roKects

　シεテム創成工学専攻では、機械技術、電気電子技術、情報技術を組み߹わͤて構ஙされるシεテムをデザインできる人材
の養成を目的としている。ҟ分野の技術者が協力してシεテムを構ஙするプロセεについて学Ϳととに、機械工学、電気工学、
情報工学についての深い知識をಘるために3つのίーεが設置されている。

　機械制御シεテムίーεでは、（１）機械工学の֤分野にৄしく、なかで機械
本体の構造を中৺とする設ܭ、։発能力に༏れた機械技術者、（２）機械工学の知
識を基ૅとし、その্に電子、情報等の知識をՃ͑て、シεテムとして全体をまと
める能力をった機械技術者、さらには、（３）自ಈ化の進展ίンϐϡータによる
制御技術の発ୡにର応できる、૯߹的処理能力をったメΧτロχΫε技術者の育
成等を目標としている。
　教員の研究分野は幅広く、材ྉ։発メΧτロχΫε։発での研究׆発である。
専攻科学生の特別研究では、機械工学の分野のみならず、電気・電子工学、金ଐ工学、
情報処理工学、制御工学、ロボοτ工学なͲをؚめて幅広い分野から研究テーϚを
બ択することができる。

　電気電子シεテムίーεでは、電子デόイε、電子機ث、情報機ثを自在にѻ͑るͩけでなく、高度なオプτΤレΫτロχΫ
ε技術をۦした電気電子シεテムに関する։発知識と実行力をඋ͑、ྖ域ԣ断的なࢥ考による幅広い視野を持った、高い
題解決能力を༗する技術者の育成を目的としている。

 The human development goal in the department of systems innovation is to give the skills necessary to design 
and develop new systems which are constructed combined with mechanical technology, electrical and electronics 
technology and information technology. Students learn about the systems construction process with cooperated 
engineers in different fields. In the department there are three courses teaching about deep knowledges of mechanical 
engineering, electrical and electronic engineering and information science.  

 The course offers subject matters relevant to today’s technology in mechanical and control engineering fields. There 
are three goals in the course. One is training students to design, develop and construct machinery with their knowledge 
of mechanical engineering. Another is teaching skills necessary to carry out control systems with the help of their 
knowledge of electronics and information engineering, as well as that of mechanical engineering. The last one is the 
education of engineers who are able to control structures according to the developments of automatic machineries and 
control systems aided by computers. The course is involved in a great variety of research works, reflecting the subjects 
and interests of the staffs, such as engineering materials, automation, robotics, control technology and so on. Students 
are required to make a thesis work related to the following fields� mechanical engineering, electrical and electronic 
engineering, metallography, information processing, control and robotics.
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Advanced Information System Course

Department of Materials Science and Chemical Engineering

ใシステムίʔス

物質創成工学専攻

ඇ৮څ電に関する特別研究
3esearch proKects related to Xireless
poXer transfer

プログラム理解࣌の׆ಈܭଌに関する研究
#rain "ctiWity Measurement during 
1rogram Comprehension in 1re�3esearch 
1roKects

ॆ実した研究ڥでの学生生׆の༷子
0ur students liWe a fulplling research life�

　情報シεテムίーεでは、情報機ثを自在にѻ͑、それらの౷߹シεテムの設ܭ・
։発能力に༏れた技術教育はのこと、高度な情報シεテムに関する։発知識と
実行力をඋ͑た技術者の育成を目標としている。そのため、先的なιフτΣア
設ܭ・ܭ算機ϋーυΣアなͲ֤分野の科目をόランε良くཤमさͤ、その্に高
度な情報シεテム技術։発に必要な知識と解ੳ能力を教授する。また、ࣾ会を支͑
る౷߹情報ωοτϫーΫに関する先技術を身につける。専攻科学生は工学基ૅ研
究特別研究の中でద正なテーϚをબ択し、研究։発を実ફすることができる。

　物質創成工学専攻では、新نプロセεの։発、設ܭのための化学技術教育は
ͪΖΜのこと、όイオ関࿈技術なͲのपล技術について教育し、幅広い視野と
知識を持ͪ技術։発能力をඋ͑た化学技術者の育成を目標としている。そのため、
化学工学、応༻化学、生物工学の֤分野の科目をద正にཤमさͤ、研究։発に必
要な知識を教授するととに、特別実ݧ、特別研究にे分な࣌間をׂりて、現
解ੳ能力、研究։発能力を育成する。特別研究では、プロセε工学、生物工学、
༗機߹成化学、電子応༻化学なͲの研究分野において࣌代のಈ向に応͡た先的
な研究を行う。専攻科学生は、これらの中からڥ界ྖ域をؚめて、幅広く研究テー
Ϛをબ択することができる。

 For the coexistence of the environment and development in the real world, 
the students who belong to the electrical and electronic system course are 
required to enhance their problem-solving ability through the practical curriculum with wider vision.  To make a 
significant contribution toward a new industry standard, the curriculum contains not only the classes pertaining 
to leading-edge electrical and electronic technology but also the cross-disciplinary course works like Engineering 
Design Project and Research Project.  In fact, the teachers instruct a wide range of academic fields from internet of 
things (IoT) technology for Industry 4.0 known as the fourth industrial revolution to large-scale smart grid system 
for environmental conservation.  Moreover, since the students actively address their research themes from a variety 
of angles throughout two years, the teachers can cultivate the human resources with the ability and the energy.  We 
strongly hope that our students bring diversity to the community and create positive change in the industrial society.

 The course offers advanced academic programs in information system fields 
providing the engineering education equivalent to university� enhancing the 
research capability on the application and development in the field of the 
information system. The curriculum is designed to meet a variety of career development or particular interest for 
students requirements related to information systems� including the specified mathematical and theoretical subjects, 
and professional engineering subjects such as advanced theory of computation, computer hardware, software design 
and media system.  It is allowed for students to select subject from information engineering depending on their interest 
to join industry directly as a skilled engineer or to continue studies in a graduate school. Each student is required to 
take the several independent workshops for improving their technological and professional skills, and also, to complete 
the independent research project or the thesis work for enhancing their research ability and activity.

 This department is intended for students who wish to study chemical 
technology and its related technology. The aims of the department encompass teaching the skills necessary to design 
and develop new chemical processes as well as educating students to have competence in the application of their 
knowledge to their research works. Accordingly, while the department consists of appropriate subjects on such fields 
as chemical engineering, applied chemistry and biochemical engineering, it also provides students with opportunities 
to acquire ample knowledge and skills to analyze chemical phenomena and, to make research works through a variety 
of experiments and thesis works. Students are obliged to choose a thesis work reflecting their interests, allowing 
for current topics in the following fields� process engineering, biochemical engineering, synthetic organic chemistry, 
electro-applied chemistry and their related technologies.

　そのため、先的な電子物性、および電気電子ճ路特なͲの電子デόイεは
͡め、現代ࣾ会に求められるΤωϧΪーΤレΫτロೋΫε電力シεテム工学特
なͲの電気ΤωϧΪー分野なͲ、電気電子分野の科目を幅広くཤमさͤ、その্
に高度な技術։発に必要な知識と։発能力を教授する。さらに、専攻科学生は特
別研究シεテムデザイン演習の中でద正なテーϚをબ択し、自ら研究ܭըを立案・
実施し、研究։発を実ફすることで、ΤωϧΪーから *P5 まで、現代のࣾ会基൫と
い͑る電気電子技術に関する先技術を身にணけることができる。
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A d v anced  Engineering Curriculum

ઐ߈Պڭҭ՝ఔ

◯ 教養・専門基礎科目　General Education

◯ 物質創成工学専攻　Department of Materials Science and Chemical Engineering 

۠　分
Classification

科　目　名
Subjects

単位数
Credits

学年別配
Credits by Grade
1年
1st

2年
2nd

教

養
Liberal
Studies

બ択必म
Required 
Elective

特 म ӳ 語 ᶗ Advanced English ᶗ 2 2
特 म ӳ 語 ᶘ Advanced English ᶘ 2 2
プレθンテーシϣンӳ語 English Presentation 2 2

アυόンετ・グローόϧ
ίϛϡχέーシϣン Advanced Global Communication 2 2

બ択必म
Required 
Elective

地 域 と ੈ 界 の จ 化  Introduction of Regional Culture and Globalization 2 2
リーμーシοプと意ࢥ決定 Leadership and Decision Making 2 2
Ϗ ジ ω ε デ ザ イ ン Business Design 2 2

専
門
基
ૅ

Common

必　म
Required

地 域 ࣾ 会 技 術 特  Social Technology for Regional Revitalization 2 2
技 術 者 ྙ 理 Engineering Ethics 2 2

બ択必म 　    
Requiredɹ 
Electiveɹ

数 理 科 学 Mathematical Sciences 2 2
物 理 学 特  ̖ Basic Concept of Physics A 2 2
物 理 学 特  ̗ Basic Concept of Physics B 2 2

બ　択
Elective

Τ ン ジ χ ア と ܦ Ӧ Management for Engineer 2 2
イ ン タ ー ン シ ο プ Internship 2 2
ւ 外 イ ン タ ー ン シ ο プ Oversea Internship 2 2

アυόンετ・グローόϧ 
ΤンジχアεΩϧ Advanced Global Engineering Skills 2 2

アυόンετ・
グ ロ ー ό ϧ チ ϟ レ ン ジ Advanced Global Challenge 2 2

教 養・専 門 基 ૅ 科 目  ։ 設 単 位 数　　ܭ　　Total Credits of General and Common Subject Offered 34

教養 専門基ૅ科目मಘ単位数　 20 ܭ単位Ҏ্मಘすること　　 Total Credits of General and Common Subjects Required (20 or more) 

۠　分
Classification 

科　目　名
Subjects

単位数
Credits

学年別配
Credits by Grade
1年
1st

2年
2nd

専
　
門

Specialized

必　म
Required

工 学 基 ૅ 研 究 Pre-Research Projects 10 10

地 域 創 生 工 学 研 究 Projects for Regional Revitalization 10 10

特 別 研 究 Research Projects 10 10

研 究 リ テ ラ シ ー Research Literacy 2 2

実 ફ 化 学 ӳ 語 Academic English in Chemistry 2 2

先  工 学 特  Cutting-edge Engineering 2 2

બ　択
Elective

ྔ 子 化 学 2uantum Chemistry 2 2

現 代 ༗ 機 ߹ 成 化 学 Current Synthetic Organic Chemistry 2 2

物 質 分 ੳ 工 学 Substances Analytical Engineering 2 2

ࡉ ๔ 工 学 Cell Technology 2 2

応 ༻  応 工 学 Applied Reaction Engineering 2 2

બ 択 的 ༗ 機  応  Selectivity in Organic Reactions 2 2

生 物 化 学 工 学 特  Biochemical Engineering 2 2

電 子 応 ༻ 化 学 Applied Electrochemistry 2 2

生 物 構 造 化 学 Bio-Structural Chemistry 2 2

資 ݯ Τ ω ϧ Ϊ 工 学 Resources and Energy Engineering 2 2

֦ ࢄ 工 学 特  Advanced Diffusional Engineering 2 2

物質創成工学専攻　専門科目։設単位数　　ܭ　　Total Credits Offered 58 34 24

物質創成工学専攻　։設単位数　　ܭ　　Total Credits Offered 92

専門科目मಘ単位数　　42　ܭ単位Ҏ্　　Total Credits Required (42 or more)
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◯ システム創成工学専攻　Department of Systems Innovation 

۠　分
Classification

科　目　名
Subjects

単位数
Credits

学年別配
Credits by Grade

1年
1st

2年
2nd

専

門
Specialized

બ択必म
Required
Elective

工学基ૅ研究 Pre-Research Projects 10 10 
地域創生工学研究 Projects for Regional Revitalization 10 10 

必　म
Required

特別研究 Research Projects 10 10 
シεテムデザイン演習　 Engineering Design Project 3 3 
シεテム設ܭᶗ Theory of System Design I 2 2 
シεテム設ܭᶘ Theory of System Design II 2 2 

機械制御シεテムίーε
Advanced Mechanical 
Engineering Course

電 子 情 報 設
ܭ 技 術 基 ૅ

Basic Technology of Electronics and 
Information System Design  2 2 

電気電子シεテム、
情報シεテムίーε 機 械 設 ܭ 技 術 基 ૅ Basic Technology of Mechanical 

Design 2 2 

機械制御
シεテムίーε

Advanced Mechanical 
Engineering Course

研究力向্セϛナー *
（機械制御ܥ）

Seminar of Mechanical and Control 
Research Skills I 2 2 

研究力向্セϛナーᶘ
（機械制御ܥ）

Seminar of Mechanical and Control 
Research Skills II 2 2 

電気電子シεテムίーε
Advanced Electrical and 

Electronic Engineering Course

研究力向্セϛナー
（電気電子ܥ）

Seminar of Electronics and Electrical 
Engineering Skills 2 2 

情報シεテムίーε
Advanced Information 

System Course

研究力向্セϛナー *
（情報ܥ） Seminar of Information Research Skill I 2 2 

研究力向্セϛナーᶘ
（情報ܥ） Seminar of Information Research Skill II 2 2

બ択
Elective

機械制御シεテムίーε
Advanced Mechanical 
Engineering Course

実 ༻ 技 術 ӳ 語
（機械ܥ）

Practical English for Mechanical 
Engineering 2 2 

電気電子シεテム、
情報シεテムίーε

実 ༻ 技 術 ӳ 語
（電気電子・情報ܥ）

Practical English for Electronics and 
Information Engineering 2 2

3ίーεڞ௨
ܭ ଌ 工 学 特  Advanced Instrumentation 2 2

ώϡŖϚンインタŖフΣーε Human Interface 2 2

機 械 制 御
シ ε テ ム ί ー ε

Advanced Mechanical 
Engineering Course

༉ ۭ ѹ 制 御 工 学 Hydraulic and Pneumatic Control 
Engineering 2 2

制 御 工 学 特  Advanced Control Engineering 2 2

特 घ Ճ 工 学 Special Processing Technology 2  2

工 業 材 ྉ Industrial Material 2 2

流 体 力 学 特  Advanced Fluid Dynamics 2 2

ܭ 算 機 援 ༻ 設 ܭ Computer-Aided Design 2 2

༌ ૹ 現   Theory of Transport Phenomena 2 2

電 気 電 子
シ ε テ ム ί ー ε   

Advanced Electrical and 
 Electronic Engineering

 Course

電 気 電 子 ճ 路 特  Advanced Electrical and Electronic Circuits 2 2 

電 ࣓ 気 学 特  Advanced Electromagnetics 2 2 

電 子 物 性 Electronic Material Science 2 2

ΤωϧΪーΤレΫτロχΫε Energy Electronics 2 2

情 報  ૹ Information Transmission 2 2

電力シεテム工学特 Advanced Lecture in Power System Engineering 2 2

情報シεテムίーε
Advanced Information 

System Course

ܭ 算 理  Theory of Computation 2 2 

算機ϋーυΣアܭ Computer Hardware 2 2

ι フ τ  Σ ア 設 ܭ Software Design 2 2 

情 報 工 学 基 ૅ  Fundamental Region of Information Engineering 2 2 

メディアシεテム Media System 2 2 

シεテム創成工学専攻　専門科目։設単位数　ܭ　 Total Credits Offered 95 55 40 

シεテム創成工学専攻　։設単位数　ܭ　　Total Credits Offered 129

専門科目मಘ単位数　42 ܭ単位Ҏ্　　Total Credits Required (42 or more)

National Institute of Technology(KOSEN), Nara College 
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Engineering Ed ucation P rogram

ٕज़ऀڭҭϓϩάϥϜ

The Education Program for Systems Engineering, National Institute of Technology (KOSEN), Nara College
奈良高専「システム創成工学」教育プログラム

 In recent years, science and technology have been rapidly and 
highly advancing in the level and systematization. The effects 
brought about by technology are serious on society and human 
beings.  Technology is so universal that engineers have required 
the international qualifications.  Japan Accreditation Board for 
Engineering Education (JABEE) was founded in 1999, and in 2001 
started to authorize the education programs of engineering at 
universities and colleges for the purpose of cultivating engineers 
working in the world in order to meet the social needs.  As 
JABEE acceded to Washington Accord which was composed 
of Accreditation Boards for Engineering Education in the U.S., 
Britain, Canada, etc., it was verified to be an accreditation board 
to authorize them.  The education programs of engineering 
JABEE authorizes are substantially the same as those authorized 
by member accreditation boards of Washington Accord.   
Therefore the graduates who complete the above JABEE 
programs are thought to be given licenses for engineering 
experts and some registration privileges from the member 
boards overseas.  They are exempt from the primary qualifying 
examination of P. E. Jp (Professional Engineer Japan) to get an 
international license for engineers under the new system.  
 The Education Program for ʞSystems Engineering’ of National 
Institute of Technology (KOSEN), Nara College was authorized 
by JABEE in 200�.  This is to certify that the education for 
engineers above the international level is given in the Advanced 
Engineering Courses. The program shown in Fig. 1 is carried 
out in Department of Systems Innovation, and for the fourth-
year and fifth-year students in 4 regular courses.  It applies to 
Multi-Disciplinary Engineering as a specialized field of JABEE.  
As technology has been developing and complex, students 
need not only to have full professional knowledge and abilities 
in their major fields but also to produce advanced systems by 
using knowledge and skills in other major fields or border fields 
of technology.  The program is aimed to cultivate engineers 
who produce new systems such as ʞmechanical system’, 

ʞelectronic system’ or ʞinformation system’ corresponding 
to the three advanced courses.  They must understand the 
influence of technology on society and nature, and also have 
expert knowledge of mathematics, natural science, information 
technology, etc., and communication competence.  The objectives 
for education and study of this program are shown on the next 
page.

図 1　「シεテム創成工学」教育プログラムの構成
Fig��� The Structure of Education 1rogram for Systems Engineering 認定ূ Certipcate

　ۙ年、科学技術ਫ४の高度化シεテム化がܹٸに進Ή

中で、技術のたらすӨڹが人ྨࣾ会にとって重大になる

ととに、技術のグローόϧ化により、技術者には国際的に

௨༻する技術者資格が必要となってきました。このࣾ会の要

求を受け国際的に׆躍できる技術者を養成する工学教育プロ

グラムを認定するために日本技術者教育認定機構（+BQBO 

"DDSFEJUBUJPO #PBSE GPS &OHJOFFSJOH &EVDBUJPO � 

+"#&& ）が設立され、2001年から認定৹ࠪが։࢝されま

した。+"#&& は2005年に、アメリΧ、イΪリε、Χナμな

Ͳの技術者教育認定機関によって構成されるϫシンτンアίーυ

（8"）にՃໍし、+"#&& が国際的なਫ४の技術者教育認

定制度であることがূ໌されました。+"#&& によって認定さ

れた技術者教育プログラムは、8" Ճໍ国の技術者教育プロ

グラムと実質的にಉ等であると認められることになります。こ

のことにより、8" Ճໍ国の専門技術者の໔ڐ交付ొ্

の特యを与͑られるようになっていくと考͑られます。また、

+"#&& 認定プログラムमྃ者は、新技術࢜制度での国際的

技術者資格となる技術1）࢜SPGFTTJPOBM &OHJOFFS +BQBO� 

1�&�+Q）資格ݧࢼのୈ1ݧࢼ࣍が໔আされます。 

　奈良高専「シεテム創成工学」教育プログラムは、+"#&&

から2005年度認定プログラムとして認められました。これに

よって、本校専攻科で国際的ਫ४Ҏ্の技術者教育がなされ

ていることが保ূされたことになります。「シεテム創成工学」

教育プログラムは、図1にࣔすように、シεテム創成工学専攻、

本科4学年と5学年の4専門学科により構成され、+"#&& の

専門分野としては、「工学（༥߹ෳ߹・新ྖ域）及び関࿈のΤ

ンジχアリング分野」のプログラムとなります。技術がٸに

進าしෳ߹化している現在では、自身の専門分野についての

高い専門知識能力を༗するのみならず、他の専門分野ڥ

界ྖ域の技術を取り入れて高度なシεテムを構ஙできる技術

者が必要とされます。「シεテム創成工学」教育プログラムで

は、֤専攻の専門分野にର応した「機械制御シεテム」、「電

気電子シεテム」、「情報シεテム」なͲの新نなシεテムが

։発できる能力を༗する技術者を養成することを目的としてい

ます。また、技術がࣾ会自વに及΅すӨڹを理解すること、

数学、自વ科学、情報技術なͲの専門基ૅ知識、ίϛϡχέー

シϣン能力の育成なͲを目的に教育プログラムを編成していま

す。この教育プログラムの学習・教育目標を࣍ϖージにࣔします。
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The Course and Educational Objectives of Education Program for Systems Engineering
「システム創成工学」教育プログラムの学習・教育到達目標

（"） 豊かな人間性ʢHumanityʣ
（"�1） ・ ۙ ྡにଘ在するݹ奈良の豊なྺ࢙的จ化Ҩ産を௨し

て౷とจ化の重要性を理解し、ঝされた技術を௨し
て技術の発展の重要さを理解できる。

 ・ 芸術・จ化なͲの学習を௨͡、他者・他国の立に立っ
て、その価؍のҧいを認めることができる。

（"�2） ・ 人ྨの発展にわる、ࣾ会題ڥ題を地球的な視
野でଊ͑ることができる。

 ・ 科学技術が自વ人間に及΅すӨڹŋޮՌを考ྀでき、
技術者としてのࣾ会的を理解することができる。

（#） 工学の基礎知識ʢFoundationʣ
（#�1） ・ 数学（ඍ分積分、ઢܗ代数、֬౷ܭ、数解ੳ）と自

વ科学（物理、化学、生物）の知識ࢥ考力により、工
学的ॾ題の解決にద༻することができる。

（#�2） ・ 基ૅ工学	設ܭŋシεテム、情報ŋ理、材ྉ・όイオ、力学、
ࣾ会技術
の知識を専門工学に応༻することができる。

 ・ 情報関࿈機ثをۦし、必要な情報のࡧݕ・収ूデー
タ解ੳをすることができる。

（$） コミュニケーション能力ʢCommunicationʣ
（$�1） ・ 日本語による、理的なهड़力を身につけ、技術จを

書くととに内༰について発ද・౼することができる。

（$�2） ・ ӳ語で書かれたจݙをಡ解し、情報収ूできる。

 ・ӳ語を༻いて技術報ࠂ書を書く基ૅ能力を༗する。

 ・ ӳ語を༻いてޱ಄による発දおよび౼が行͑る基ૅ能
力を༗する。

（%） 新規システムを創成する意欲と能力ʢChallenge and Creationʣ
（%�1） ・ 機械工学、電気工学、電子制御工学、情報工学、物質化

学工学（化学工学、生物工学をؚΉ）のいずれかの専門
分野に精௨し、その分野の技術ಈ向をѲすることがで
きる。

 ・ ҟなる技術分野（༥߹・ෳ߹）を積極的に学習し、新た
なシεテムの創成に取り組Ή意欲と能力を身につけるこ
とができる。

（%�2） ・ シεテムの҆全性、質保ূ、ڥෛՙ、ࡁܦ性なͲ実
্の題を理解することができる。

 ・ 与͑られた課題について、解決するためのデザイン能力
を身につけることができる。

 ・ 自ओ的・ܧଓ的に題解決に向けて学習することができ
る。　

　　　　
 ・ チームϫーΫにより、定められた݅のとで、課題を

。成さͤることができる

(A) Promotion of Humanity (Humanity)
(A-1) ɾ Students should understand the importance of 

tradition and culture through the rich historic and 
cultural heritages of the nearby ancient capital 
city, Nara, and the importance of technological 
development through inherited skills.

 ɾ Students should welcome the differences in values 
from other people and other countries while 
learning art and culture.

(A-2) ɾ S t ud en t s  s h o u l d  r e c o gn i z e  s o c i a l  a n d 
environmental problems caused by the human 
development from a global point of view.

 ɾStudents should consider the inquence and effects 
on both nature and human beings, and understand 
social responsibilities as engineers.

(B) Basic Knowledge of Technology (Foundation)
(B-1) ɾStudents- should apply basic knowledge and 

mathematical thinking ( differentiation and 
integration, linear-algebra, probability statistics 
and numerical analysis) and natural science  
( physics, chemistry and biology ) to the solution 
of various technological problems.

(B-2) ɾStudents should apply the knowledge of 
fundamental engineering ( design, system, 
information, logic, material, biology, dynamics and 
social technology ) to specialized engineering.

 ɾStudents should use information technology and 
other information sources to search, collect and 
analyze necessary information.

(C) Communicative Competence ( Communication )
(C-1) ɾStudents should acquire logical and descriptive 

abilities, and present and discuss the contents of 
technical papers as well as be able to write them.

(C-2) ɾStudents should understand documents written 
in English and be able to collect information in 
English.

 ɾStudents should have the basic ability to write 
technical reports in English.

 ɾStudents should have the basic ability to present 
and discuss technical themes orally in English.

(D) Will and Ability to Create A New System 
 ( Challenge and Creation )

(D-1) ɾStudents should master one of the major 
fields ( Mechanical, Electrical, System Control, 
Information, Chemical including Bio-chemical ) of 
technology, and recognize its trends.

 ɾStudents should actively study different technical 
fields ( fusion-complex ), and acquire the will and 
ability to deal with a new system.

(D-2) ɾStudents should understand practical problems 
such as safety of system, quality guarantee, 
environmental damage, economy, etc.

 ɾStudents should acquire the design ability to 
solve given assignments.

   
 ɾStudents should study actively and successively 

to solve problems. 

 ɾStudents should complete their assignments 
under the specified conditions in a team.
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�ԉࣨࢧڀݚҭڭ

　科学の発展において༏れた実ݧ技術と応༻能力を身につけた技術

者の役ׂは重要です。教育研究支援室ではこれを౿ま͑、未来を୲

う技術者の育成新たな技術を生み出すロボίンに代දされる֤छ

ίンテετにରし、ഓった技術と専門知識をって実ફ的な教育支

援を行っています。また、地域と࿈ܞした出લ授業・青গ年のため

の科学のࡇయ・産学交流なͲ支援を行い、身ۙな実ݧから新

たな技術の創出まで幅広い内༰の地域ݙߩを目指しています。

 In scientific development, engineers who have acquired the ability to put superior experimental technology to practical 

use hold an important role. The Technical Support for Education and Research staff performs the education support 

for future engineers and technical support of contests such as ROBOCON. Furthermore, the technical support section 

covers a wide variety of contributions in the local region, ranging from basic experiments to new technical innovations.

教育研究支援室
Technical Support for Education and Research

教育研究支援室長
Director of Technical Support for Education and Research

ものづくり領域
Manufacturing Area

機械・電気・電子制御領域
Mechanical, Electrical, and Control Area

技   　術　   長
Chief of Specialized Staff of Technical
 Support for Education and Research

機器分析・化学領域
Instrumental Analysis and Chemical Area

ネットワーク・情報領域
Information and Network Area

地域׆ݙߩಈ
3egional Contribution "ctiWity

教育支援׆ಈ
Educational Support "ctiWity

年　度
:ear 演発ද数  Presentationsߨ จ発ද数  Papers

平成30年度　　201� 8 0

ྩ和ݩ年度　　2019 7 2

ྩ和２年度　　2020 3 0

■ 研究׆ಈ状況 Research Activities
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International Ex change P rogram s

ྲྀަࡍࠃ

■ 教職員の外国出ு等　Numbers of Overseas Business Trips in Faculty
年度
:ear

一般教科
Liberal Studies

機械工学科
Mechanical Eng.

電気工学科
Electrical Eng.

電子制御工学科
Control Eng.

情報工学科
Information Eng.

物質化学工学科
Chemical Eng.

その他
Others

ྩ和ݩ年度　2019 10 5 0 3 3 6 0
ྩ和２年度　2020ʢ˞ʣ 0 0 0 0 0 0 0

（˞）新ܕίロナイϧεײછ֦大ࢭのため、ྩ和２年度は外国出ு実なし。

■ ւ外インターンシοプ　Overseas Internship
年度
:ear

間ظ
Period

ݣ学生数
Number of Students

๚先
Companies

平成28年度
2016

8月22日ʙ 9月9日 ２名 ϕτナムࣾ会ओٛڞ和国 Vietnam 日本Ϣχシεࣜג会ࣾ　
Nihon Unisys, Ltd.

2月6日ʙ 2月10日 1名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore ౦ೆアジア新日మ住金ࣜג会ࣾ
NIPPON STEEL � SUMITOMO METAL Southeast Asia Pte. Ltd.

平成30年度
201� 2月24日ʙ 3月16日 1名 Ϛレーシア Malaysia ౦༸Τンジχアリングࣜג会ࣾ

Toyo Engineering � Construction Sdn. Bhd.
ྩ和ݩ年度

2019 2月22日ʙ 3月14日 1名 Ϛレーシア Malaysia ౦༸Τンジχアリングࣜג会ࣾ
Toyo Engineering � Construction Sdn. Bhd.

˞平成29年度 ྩ和2年度 ւ外インターンシοプの実なし。

■ オンライン実施　Virtual Exchange
年度
:ear

間ظ
Period

Ճ学生数ࢀ
Number of Students

イϕンτ名
Online Events� Virtual Exchange Programs

ྩ和2年度

6月23日ʙ 8月6日 19名  国立中ࢁ大学ෟଐ国ޫ高ڃ中学	(-4
とのϏデオΧンフΝレンε
8月27日

5名 "TJBO :PVUI 'PSVN 202011月16日
11月24日

10月9日ʙ 2月5日 30名  国立中ࢁ大学ෟଐ国ޫ高ڃ中学	(-4
との&�QBMプロジΣΫτ
11月7日

3名 4%(T 8FCJOBS 2020�ʠࠓʡを視て創造する新しい4%(T�
（*454 � +4542020代ସプログラム）

11月21日
12月5日

12月19日
1月9日

11月7日 40名 7JSUVBM 0WFSTFBT &YDIBOHF 1SPHSBNNF	/BOZBOH 1PMZUFDIOJD4JOHBQPSF


12月11日 38名 7JSUVBM *OUFSOBUJPOBM 4UVEFOU &YDIBOHF 1SPHSBNNF
/*5 /BSB $PMMFHF � 3FQVCMJD 1PMZUFDIOJD 4JOHBQPSF

12月19日 29名 レΰを׆༻したӳ語ίϛϡχέーシϣンϫーΫシϣοプ

3月29日 14名 7JSUVBM *OUFSOBUJPOBM 4UVEFOU &YDIBOHF 1SPHSBNNF BNPOH /*5 /BSB $PMMFHF +BQBO 3FQVCMJD 
1PMZUFDIOJD 4JOHBQPSF BOE *OTUJUVUF PG 7PDBUJPOBM &EVDBUJPO )POH ,POH

■ 国際交流ݣ　International Exchange Dispatch
年度
:ear

間ظ
Period

ݣ学生数
Number of 
students

๚先
Institutes

平成28年度
2016

8月2日ʙ 9月1日 4名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore ナンϠンポリテΫχοΫ　Nanyang Polytechnic
8月13日ʙ 8月29日 1名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore シンΨポーϧポリテΫχοΫ　Singapore Polytechnic

3月11日ʙ 3月20日 22名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore テϚセΫポリテΫχοΫ　Temasek Polytechnic
ナンϠンポリテΫχοΫ　Nanyang Polytechnic

8月3日ʙ 9月1日
3月22日ʙ 3月25日 4名  Taiwan 国立ۈӹ科技大学　National Chin-:i University of Technology

8月3日ʙ 8月29日 2名 Hong Kong ߓ߳ ሢ業教育ላӃߓ߳　&7*�75$ߓ߳
Vocational Training Council, Hong Kong Institute of Vocational Education

10月4日ʙ 10月13日 1名 インυωシア Indonesia *454 2016 ジϣグジϟΧϧタ
International Symposium on Technology for Sustainability 2016 :ogjakarta

7月27日ʙ 8月5日 6名 インυωシア Indonesia αϚリンμ高校ɹSMKS Pemuda Samarinda

平成29年度
201�

8月2日ʙ 8月29日 4名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore ナンϠンポリテΫχοΫɹNanyang Polytechnic
8月2日ʙ 8月29日 2名  Taiwan 国立ۈӹ科技大学ɹNational Chin-:i University of Technology

8月20日ʙ 9月16日 2名 Hong Kong ߓ߳ ሢ業教育ላӃߓ߳　&7*�75$ߓ߳
Vocational Training Council, Hong Kong Institute of Vocational Education

8月20日ʙ 8月30日 10名 Hong Kong ߓ߳ ሢ業教育ላӃߓ߳　&7*�75$ߓ߳
Vocational Training Council, Hong Kong Institute of Vocational Education

8月6日ʙ 8月25日 1名 フィリϐンڞ和国 Philippines 6#&$ &OHMJTI "DBEFNZ　UBEC English Academy

8月27日ʙ 9月3日 2名 Ϛレーシア Malaysia
豊ڮ技術科学大学Ϛレーシア教育ڌ（ϖナン校）
Toyohashi University of Technology-Universiti Sains Malaysia Technology 
Collaboration Centre in Penang
Ϛレーシア科技大学（64.）　Universiti Sains Malaysia

3月8日ʙ 3月18日 14名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore
テϚセΫポリテΫχοΫɹTemasek Polytechnic
ナンϠンポリテΫχοΫɹNanyang Polytechnic
リύϒリοΫポリテΫχοΫɹRepublic Polytechnic
リέϏタ・シンΨポーϧɹRikevita. Singapore PTE LTD

3月19日ʙ 3月31日 1名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore χーアンポリテΫχοΫɹNgee Ann Polytechnic
3月21日ʙ 3月24日 3名  Taiwan 国立ۈӹ科技大学ɹNational Chin-:i University of Technology

平成30年度
201�

4月14日ʙ 4月21日 3名 Ϛレーシア Malaysia 4SJ "NBO 4FDPOEBSZ (JSMTʟ 4DIPPMɹSri Aman Secondary Girls’ School
7月31日ʙ 8月31日 1名  Taiwan 国立ۈӹ科技大学ɹNational Chin-:i University of Technology
8月1日ʙ 8月29日 4名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore ナンϠンポリテΫχοΫ　Nanyang Polytechnic

8月26日ʙ 9月5日 8名 Hong Kong ߓ߳ 　ሢ業教育ላӃߓ߳　&7*�75$ߓ߳
Vocational Training Council, Hong Kong Institute of Vocational Education

9月2日ʙ 9月27日 2名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore リύϒリοΫポリテΫχοΫɹRepublic Polytechnic

8月26日ʙ 9月9日 1名 Ϛレーシア Malaysia
豊ڮ技術科学大学Ϛレーシア教育ڌ（ϖナン校）ɹ
Toyohashi University of Technology-Universiti Sains Malaysia Technology 
Collaboration Centre in Penang

10月6日ʙ 10月14日 1名 タイԦ国 Thailand ΩングモンΫοτ工科大学ラΧόン校ɹ
King Mongkut�s Institute of Technology Ladkrabang

10月20日ʙ 10月27日 5名 大ؖຽ国 Republic of Korea 国際高等学校ɹBusan International High Schoolࢁז

3月10日ʙ 3月20日 22名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore

テϚセΫポリテΫχοΫɹTemasek Polytechnic
ナンϠンポリテΫχοΫɹNanyang Polytechnic
リύϒリοΫポリテΫχοΫ　Republic Polytechnic
リέϏタ・シンΨポーϧ　Rikevita Singapore PTE LTD
ಫౡ作ॴ・シンΨポーϧ　Torishima Pump Manufacturing. Co., Ltd. Singapore Branch

3月20日ʙ 3月23日 4名  Taiwan 国立ۈӹ科技大学　National Chin-:i University of Technology

ྩ和ݩ年度
2019

7月13日ʙ 7月18日 ６名  Taiwan (VPHVBOH -BCPSBUPSZ 4DIPPM　Guoguang Laboratory School
8月1日ʙ 8月31日 ２名  Taiwan 国立ۈӹ科技大学　National Chin-:i University of Technology
8月1日ʙ 8月29日 4名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore ナンϠンポリテΫχοΫ　Nanyang Polytechnic

8月12日ʙ 9月20日 1名 イΪリε England /BDFM &OHMJTI 4DIPPM -POEPO　Nacel English School London
9月2日ʙ 9月25日 1名 シンΨポーϧڞ和国 Singapore リύϒリοΫポリテΫχοΫɹRepublic Polytechnic

10月7日ʙ 10月13日 1名 タイԦ国 Thailand ΩングモンΫοτ工科大学ラΧόン校ɹ
King Mongkut�s Institute of Technology Ladkrabang

12月18日ʙ 12月24日 5名 タイԦ国 Thailand 1SJODFTT $IVMBCIPSO 4DJFODF )JHI 4DIPPM .VLEBIBO ɹ
Princess Chulabhorn Science High School Mukdahan 

˞ྩ和2年度　国際交流ݣの実なし。
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L ib rary

ਤॻؗ

２֊ Ӿཡ室・自習ίʵナʵ
ɹɹ

１֊ Ӿཡ室・自習ίʵナʵ
ɹ

　図書館は、学生の自ओ的学習・教養と教員の教育・研究のためのڞಉ利༻施設です。館内には、

མͪணいたշదなӾཡ室が設けられ、։ՍࣜでԼのදでࣔしたような豊なଂ書を自༝に利༻する

ことができます。また、視ௌ֮資ྉのඋॆ実に力しています。平日間、༵日։館して

います。一般のํ։์しています。

　։館࣌間　　平　日　ÿɿú÷ ʙ ù÷ɿ÷÷çï一般のํの利༻はĀā÷÷ ʙ ù÷ā÷÷ð

　　　　　　　༵日　Āɿ÷÷ ʙ øýɿú÷

　　　　　　　（日、ॕ、Նٳق業中の一定ظ間、年、年࢝はٳ館。その他ྟٳ࣌館日あり。）

 Housing nearly 90,000 volumes in an extensive collection of pamphlets, journals, serials, newspapers, and non-print 
materials,the library is for student and faculty research. Many volumes of these collections are found in open stacks (see 
the table). Besides the latest in technological facilities and services, the library contains 22 individual study desks that 
provide a quiet space for each student. Audiovisual collections (in the area of movies or music) are also available for 
student and faculty use. Students may check out up to six books at one time for a two-week period.
 All of the library services are available to students, faculties, and general users from Monday to Saturday, except for 
Sundays, national holidays, and the New :ear holidays (Dec. 2� to Jan. 4).

Opening hours are as follows � Monday to Friday �ɿ�0 ʙ 20ɿ00
 Saturday 9ɿ00 ʙ 16ɿ�0 

分　ྨ
Classification

૯ه
General 
Works

0

学
Philosophy

1

࢙ྺ
History

2

ࣾ会科学
Social 

Science

3

自વ科学
Natural 
Science

4

工学
Engineering

5

産業
Industry

6

芸術体育
Art�

Gymnastics

7

語学
Language

8

จ学
Literature

9

ܭ߹
Total

和　書
Japanese Books 8482 3402 5937 5431 16253 15523 789 5261 3373 15605 80056

༸　書
Foreign Books 376 197 234 146 1725 878 27 269 1501 268 5621

ܭ　߹
Total 8858 3599 6171 5577 17978 16401 816 5530 4874 15873 85677

ˎ０の૯هには007の情報科学をؚΉ。
General Works (0)� includes Information Science (00�).
63）ࢽࡶは和（受入タイτϧ数）ࢽࡶ 4）ࢽࡶ༸・（ࢽ 。である（ࢽ
Library also contains 6� Japanese magazines and 4 foreign magazines. 

■ ଂ書数 Numbers of Collections  ྩ和3年4月1日現在　"s of "pr� � ����
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Inform ation P rocessing Sem inar R oom

ใॲཧԋशࣨ

演習室༻αーό
SerWers for Seminar 3ooms

　情報処理シεテムはあらΏる工学において基本的なಓ۩として׆༻されて、ࠓ日必要ෆՄܽな

研究ڥの一部として位置付けられています。本校では、情報処理演習室がίンϐϡータ、及びωο

τϫーΫの基൫をαーϏεしており、૯߹情報౩に情報処理演習室１、本館౩に情報処理演習室

２、情報工学科౩に情報処理演習室３があります。

 Information Processing Systems have benefited various aspects of our lives. Information Processing Seminar Room 
provides our students with opportunities to become better handlers of these systems. At the same time, the seminar 
room gives academic and educational supports relating to computers and computer networks systems.
 Information Processing Seminar Rooms consist of the following� Seminar Room 1 in the general information building, 
Seminar Room 2 in the north building for the main building, and Seminar Room � in the information engineering 
building.

情報処理演習室１
Seminar 3oom �

情報処理演習室２
Seminar 3oom �

情報処理演習室３
Seminar 3oom �



38

D orm itory

ֶྈ

■ 学寮入寮状況　Situation of Dormitory ྩ和3年4月6日現在　"s of "pr� � ����

　本校の学寮は、ௗ見寮（学年༻உ子寮）、飛ௗ寮（高学年༻உ子寮）、ൗോ寮（ঁ子寮）の３౩

からなり、理౩に７つの寮室があります。寮室は全てݸ室です。

　学寮は、教育寮として設置されており、ओとして自から௨学できない学生をରとしています。

を֬立するととに、自ओ性、積極性を養い、友情を׳習׆を௨͡て基本的な生׆ಉ生ڞ律あるن

育て、ษ学部׆ಈに専念できるڥを͑ています。

　学寮には、寮生の自ओ組織である寮生会があります。寮長を࢝めとする役員がおり、新入生ܴ

会εポーπ大会等、༷ʑな行事を։࠵し、寮生間の親ກを図っています。

 There are three dormitories at our college, Tomi-ryo (boys’ dormitory for the lower grades), Asuka-ryo (boys’ 
dormitory for the upper grades) and Ikaruga-ryo (girls’ dormitory). The Dormitory Administration o⒏ce has seven 
rooms (overseas boys’ dormitory). All the living rooms within the dormitories are private.
 Our dormitories were established mainly for students who live too far away to attend classes conveniently. The 
orderly lifestyle in the dormitories inspires students to be independent and have positive attitudes. The environment 
helps students develop friendships and concentrate on studies and club activities. 
 The dormitories have an independent student committee that is run by the dormitory director and some staff. Some 
events, such as a welcome party for new students and sports competitions, are held in order to promote sociability 
among students.

新入寮生ܴ会
8elcome 1arty

ษڧ会
Study Sessions 

府県名
Prefecture

学　年
Grade

奈良
Nara

大阪
Osaka

ژ
Kyoto

լ࣎
Shiga

三重
Mie

和Վࢁ
Wakayama

その他
Other

ཹ学生
Overseas 
Students

ܭ߹
Total

ୈ1学年　1st 1 14
（6）

2 2 4
（1）

6
（2）

29
（9）

ୈ2学年　2nd 4 13
（4）

6
（1）

1 4
（1）

28
（6）

ୈ3学年　�rd 2
（1）

7
（1）

1 2 1 2
（1）

3 18
（3）

ୈ4学年　4th 8
	1


1 3
（1）

1 1 6
（2）

4
（1）

24
（5）

ୈ5学年　�th 1 8 2
（1）

6
（1）

1
（1）

1
（1）

2 21
（4）

Total　ܭ 8
（1）

50
（12）

6
（1）

19
（3）

1 8
（2）

19
（7）

9
（1）

120
（27）

（　　）はঁ子で内数　(    ) Female
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W elfare F acilities

རࢪઃ

　福利౩は、学生のためのܜいの、教職員と学生の交流の、課外׆ಈにରするॿ長を目的とす

るのであり、Ӣの্にಥき出る΄Ͳ高い精ਆと人格を養いつくる館という意ຯで「྇Ӣ館」と໋

名されています。

　１֊には৯ಊ、ചళが設けられています。２֊には多目的室、֤ छオーディオ機ثをඋしたオー

ディオϧーム、室としての機能をඋ͑た和室、指導教員室が配置されています。これらの施設は、

Ϋラϒ׆ಈ、学生会等のϛーティング、֤छ会߹、学習会をは͡めΫラϒ等の߹॓学生間あるい

は学生と教職員の交流のとして利༻されています。

 The name of the clubhouse for staff and students is Ryoun-kan, which means to cultivate a spirit and personality 
higher than the clouds. The purpose of the welfare facilities is rest for students and staff, student exchanges, and 
promotion of club activities.
 On the first qoor, there is a cafeteria and store. On the second qoor, there is a Japanese-style room, staff room, audio 
room, and multipurpose room. These facilities are used for club activities and meetings, club training camps, and staff 
and student exchanges.

福利౩（྇Ӣ館）
Clubhouse for Sta⒎ and Students 	3youn�Lan


৯ಊ
Cafeteria

ചళ
Store
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A cad em ic Calend ar　　　　　　　　　　　　

　ࣄߦߍֶ

4月1日ʙ 4日 य़ٳق業
Spring Vacation

4月5日 ྩ和3年度入学ࣜ・専攻科入学ࣜ
Entrance Ceremony

4月8日 લظ授業։࢝（本科・専攻科）
1st Semester BeginningʢRegular CoursesɾFaculty of Advanced Engineeringʣ

4月18日 ։校ه念日
College Foundation Day

5月20日 ྩ和4年度専攻科入学ݧࢼ（ਪનによるબൈ）
Entrance Examination for Faculty of Advanced Eng. ( Through the Recommendations)

5月30日 ྩ和4年度4年࣍編入学ݧࢼ
Transfer Student’s Entrance Examination for 4th year

6月7日ʙ 6月11日 લظ中間ݧࢼ
Mid-Term Examination of 1st Semester

6月12日 ྩ和4年度専攻科入学ݧࢼ（学力ࠪݕによるબൈ）
Entrance Examination for Faculty of Advanced Eng.(Scholastic Ability Test)

7月29日ʙ 8月4日 લظݧࢼ
Term Examination of 1st Semester

8月5日ʙ 10月1日 Նٳق業（専攻科）
Summer VacationʢFaculty of Advanced Engineeringʣ

8月7日ʙ 9月26日 Նٳق業（本科）
Summer VacationʢRegular Coursesʣ

10月4日 後ظ授業։࢝（本科・専攻科）
2nd Semester BeginningʢRegular CoursesɾFaculty of Advanced Engineeringʣ

11月30日ʙ 12月6日 後ظ中間ݧࢼ
Mid-Term Examination of 2nd Semester

12月25日ʙ 1月4日 ౙٳق業
Winter Vacation

1月15日 ྩ和4年度本科入学ݧࢼ（ਪનબൈ）
Entrance Examination for Regular Courses (Through the Recommendations)

1月31日ʙ 2月4日 学年ݧࢼ
Final Examination

2月13日 ྩ和4年度本科入学ݧࢼ（学力બൈ）
Entrance Examination for Regular Courses (Scholastic Ability Test)

3月19日 ྩ和3年度卒業ࣜ・専攻科मྃࣜ
Graduation Ceremony

3月20日ʙ 31日 学年ٳ業
:ear-end Vacation

ྩ和3年4月1日現在　"s of "pr� � ����
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Stud ent Council

ֶੜձ৫ਤ

学生総会　General Meeting 会計監査　Auditing

選挙管理委員会　Election Administration Committee

学 級 会　Class Meeting　評 議 会　Convention

執 行 部　Executive Committee

体育部　Sport Clubs 文化部　Cultural Clubs

委員会　Committee

同好会　Circles

・図書
・広報
・体育
・生活
・高専祭実行
・特別

Library

Publicity

Sports

Campus Life Improvement

School Festival

Special

・からくり
・機械研究会
・軽音楽
・茶道
・システム開発研究会
・将棋
・情報処理研究会
・吹奏楽
・美術
・放送

Mechanism

Machinery

Popular Music

Chado (Tea Ceremony)

System Development

Shogi ( Japanese Chess)

Information Processing

Brass Band

Fine Arts

Broadcasting

・化学同好会
・合唱同好会
・クイズ研究会
・現代視覚文化研究会
・手芸同好会
・数学同好会
・生協学生同好会
・電気技術研究会
・寮アスレチック同好会

Chemistry

Chorus

Quiz

Modern Visual Culture

Handicrafts

Mathematics

Cooperative Student

Electricity

Athletics

・アーチェリー
・合気道 
・弓道 
・剣道　
・硬式野球 
・サッカー
・柔道
・少林寺拳法
・水泳
・ソフトテニス
・卓球
・テニス
・バスケットボール
・バドミントン 
・バレーボール
・ハンドボール
・ラグビー 
・陸上競技

Archery

Aikido

Japanese Archery

Japanese Fencing

Baseball

Soccer

Judo

Kempo 

Swimming

Softball Tennis

Table Tennis

Tennis

Basketball

Badminton

Volleyball

Handball

Rugby Football

Track and Field
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۠　分
Classification

学　科
Department

学　ڃ
Class

入学定員
Fixed

Number

現　　員
Present Number

ୈ1学年
1st

ୈ2学年
2nd

ୈ3学年
�rd

ୈ4学年
4th

ୈ5学年
�th

ܭ
Total

機械工学科
Mechanical Eng.

1 40
41 42 44 40 33 200

ʲ0ʳ 	6
 ʲ0ʳ 	5
 ʲ0ʳ 	5
 ʲ1ʳ 	3
 ʲ1ʳ 	2
 ʲ2ʳ 	21


電気工学科
Electrical Eng.

1 40
42 45 45 39 39 210

ʲ0ʳ 	8
 ʲ0ʳ 	9
 ʲ1ʳ 	6
 ʲ0ʳ 	4
 ʲ0ʳ 	7
 ʲ1ʳ 	34


電子制御工学科
Control Eng.

1 40
42 45 42 39 37 205

ʲ0ʳ 	3
 ʲ0ʳ 	0
 ʲ1ʳ 	2
 ʲ1ʳ 	2
 ʲ0ʳ 	4
 ʲ2ʳ 	11


情報工学科
Information Eng.

1 40
42 44 42 36 40 204

ʲ0ʳ 	13
 ʲ0ʳ 	8
 ʲ0ʳ 	11
 ʲ1ʳ 	2
 ʲ0ʳ 	9
 ʲ1ʳ 	43


物質化学工学科
Chemical Eng.

1 40
40 40 45 44 32 201

ʲ0ʳ 	16
 ʲ0ʳ 	17
 ʲ1ʳ 	19
 ʲ1ʳ 	21
 ʲ1ʳ 	10
 ʲ3ʳ 	83


ܭ　　߹
Total

5 200
207 216 218 198 181 1020

ʲ0ʳ 	46
 ʲ0ʳ 	39
 ʲ3ʳ 	43
 ʲ4ʳ 	32
 ʲ2ʳ 	32
 ʲ9ʳ 	192


ʲ　　ʳは外国人ཹ学生で、（　　）はঁ子、Ͳͪら内数　　̡ ɹɹʳOverseas Students, (     ) Female
ɹ
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Stud ents’  D ata

ֶੜ֓گ

■ 在学者数　Students  in Regular Courses

■ 専攻科在学者数　Students in Faculty of Advanced Engineering

ྩ和3年4月5日現在　"s of "pr� � ����

ྩ和3年4月5日現在　"s of "pr� � ����
۠　分

Classification

学　科
Department

入学定員
Fixed Number

現　　員
Present Number

ୈ1学年
1st

ୈ2学年
2nd

ܭ
Total

シεテム創成工学専攻
Department of Systems Innovation

24 31
	2


44
	3


75
	5


物質創成工学専攻
Department of Materials Science and 

Chemical Engineering
6 9

	4

7

	1

16
	5


ܭ　　߹
Total

30 40
	6


51
	4


91
	10


（　　）はঁ子で内数　(    ) Female

■ 奨学生数（ྩ和2年度）　Scholarship Students (2020)

۠　　分
Classification

月額	ԁ

Monthly Amount( ˇ)

学年　Grade 専攻科
Faculty of Advanced Eng.

ܭ　߹
Total1年

1st
2年
2nd

3年
�rd

4年
4th

５年
�th

学年　Grade

1年
1st

2年
2nd

日本学生
支援機構

 Japan Student 
Services 

Organization 

ୈ一छ
Category 1 Loans 

(interest-free 
loans)

自　
At home

10000 3 4 7

21000 1 1 5 1 1 9

30000 2 2

45000 3 3 1 7

自外
Away from home

10000 0

22500 1 1

30000 0

51000 0

ୈೋछ 　　　　　　　
Category 2 Loans

(interest-bearing loans)

20000 0

30000 0

40000 0

50000 0

60000 0

70000 0

80000 0

90000 0

100000 0

110000 0

120000 1 1 2

　付څ
Scholarship 

Grants

ୈᶗ۠分  Category1 20 7 3 2 32

ୈᶘ۠分  Category2 7 1 2 1 11

ୈᶙ۠分  Category� 4 2 1 2 9

支ࢭఀڅ
Suspension of scholarship payment

2 1 1 4

খ　ܭ　Subtotal 1 1 9 40 17 7 9 84

その他　Others 5 4 7 3 2 1 1 23

Total　ܭ　　߹ 6 5 16 43 19 8 10 107

ྩ和3年3月31日現在　"s of Mar� �� ����
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■ 地域別在学者数　Students by Prefectures ྩ和3年4月5日現在　"s of "pr� � ����

■ 府県別入学志願者数　Candidates by Prefectures

府県名
Prefecture 奈良

Nara
大阪
Osaka

ژ
Kyoto

լ࣎
Shiga

三重
Mie

和Վࢁ
Wakayama

その他
Other

ܭ߹
Total

定員にରするഒ
Competitive of Rations of 

Entrance Examination

平
成
31
年
度

2019 

機械工学科
Mechanical Eng. 40 4 6 2 3 55 1�4 

電気工学科
Electrical Eng. 33 4 8 1 2 48 1�2 

電子制御工学科
Control Eng. 30 11 10 2 53 1�3 
情報工学科

Information Eng. 63 9 12 2 1 1 88 2�2 
物質化学工学科

Chemical Eng. 36 13 10 1 1 1 2 64 1�6 
ܭ　　߹

Total 202 41 46 5 5 2 7 308 1�5 

ྩ
和
2
年
度

2020 

機械工学科
Mechanical Eng. 35 11 5 1 52 1�3 

電気工学科
Electrical Eng. 45 9 8 3 4 1 70 1�8 

電子制御工学科
Control Eng. 37 11 9 2 1 60 1�5 
情報工学科

Information Eng. 46 11 12 2 71 1�8 
物質化学工学科

Chemical Eng. 25 17 7 3 1 5 58 1�5 
ܭ　　߹

Total 188 59 41 9 6 0 8 311 1�6 

ྩ
和
3
年
度

2021

機械工学科
Mechanical Eng. 22 5 7 1 35 0�9 

電気工学科
Electrical Eng. 30 3 5 1 39 1�0 

電子制御工学科
Control Eng. 21 13 9 3 1 1 2 50 1�3 
情報工学科

Information Eng. 56 9 5 1 1 4 2 78 2�0 
物質化学工学科

Chemical Eng. 27 8 6 1 3 45 1�1 
ܭ　　߹

Total 156 38 32 5 3 5 8 247 1�2 

府県名
Prefecture 奈良

Nara
大阪
Osaka

ژ
Kyoto

ฌݿ
Hyogo

լ࣎
Shiga

三重
Mie

和Վࢁ
Wakayama

その他
Other

ܭ߹
Total学　科

Department

機械工学科
Mechanical Eng.

1年 1st 28 4 8 1 41 
2年 2nd 25 9 5 2 1 42 
3年 �rd 34 4 4 1 1 44 

4年 4th 23 7 2 3 2 1 ઍ༿ Chiba  1 
Ϛレーシア Malaysia  1 40 

5年 �th 25 3 4 Ϛレーシア Malaysia  1 33 
ܭ Total 135 27 23 3 4 3 2 3 200 

電気工学科
Electrical Eng.

1年 1st 29 5 5 2 1 42 
2年 2nd 26 7 5 1 1 3 ಙౡ Tokushima  1  ߳川 Kagawa  1 45 
3年 �rd 33 3 6 1 1 モンΰϧ Mongolia 1 45 
4年 4th 21 6 6 4 1 1 39 
5年 �th 23 6 6 1 2 1 39 
ܭ Total 132 27 28 2 9 7 2 3 210 

電子制御工学科
Control Eng.

1年 1st 20 13 6 1 1 福ౡ Fukushima  1 42 
2年 2nd 26 8 7 1 1 青 Aomori 1 ಢ Tochigi 1 45 
3年 �rd 26 8 6 1 Ϛレーシア Malaysia 1 42 
4年 4th 25 7 4 2 Ϛレーシア Malaysia 1 39 
5年 �th 14 12 7 3 1 37 
ܭ Total 111 48 30 8 2 1 5 205 

情報工学科
Information Eng.

1年 1st 28 4 3 1 1 1 3 ಢ Tochigi 1 42 
2年 2nd 33 5 5 1 44 
3年 �rd 32 5 4 1 42 
4年 4th 20 8 4 3 インυωシア Indonesia 1 36 
5年 �th 24 7 2 3 2 ෞ Gifu  1 ಙౡ Tokushima  1ذ 40 
ܭ Total 137 29 18 2 4 7 3 4 204 

物質化学工学科
Chemical Eng.

1年 1st 23 9 5 2 静Ԭ Shizuoka 1 40 
2年 2nd 18 14 4 1 3 40 

3年 �rd 24 9 6 1 2 1 ਆ奈川 Kanagawa  1 
インυωシア Indonesia  1 45 

4年 4th 26 8 4 1 2 1 Ԭࢁ Okayama  1 
インυωシア Indonesia  1 44 

5年 �th 18 7 4 2 モンΰϧ Mongolia  1 32 
ܭ Total 109 47 23 5 7 3 1 6 201 

ܭ　　߹
Total

1年 1st 128 35 27 3 5 2 4 3 207 
2年 2nd 128 43 26 3 7 4 1 4 216 
3年 �rd 149 29 26 2 5 2 1 4 218 
4年 4th 115 36 20 4 8 7 2 6 198 
5年 �th 104 35 23 7 7 1 4 181 
ܭ Total 624 178 122 12 32 22 9 21 1020 

年度
:ear

学科
Department

学　年
 Grade
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■ 進路状況及び求人　Job offers

■ 産業別就職先　Job Classifications

年　度
:ear

学　科
Department

卒業者数
Number of 
Graduates

就職者数
Number of 

Employments

内༁　Detail 求人　Job Offered
進学

Entrants 
into Univ.
その他
Others

ຽ間ا業
Private 

Enterprise

ிެ
Government 

and 
Municipal 

o⒏ces

業数ا
Number of 
Enterprises

求人数
Number of 
Job Offered

昭和43 ʙྩ和ݩ年度
196� ʙ 2019

機械工学科
Mechanical Eng. 2875 2067 1998 69

32992

29056 808

電気工学科
Electrical Eng. 1996 1385 1307 78 27177 611

電子制御工学科
Control Eng.

961 371 363 8 9135 590

情報工学科
Information Eng. 1127 537 535 2 8837 590

化学工学科・物質化学工学科
Chemical Eng. 1660 947 907 40 11389 713

ྩ和2年度
2020

機械工学科
Mechanical Eng. 36 14 13 1

935

260 22

電気工学科
Electrical Eng. 48 23 23 0 235 25

電子制御工学科
Control Eng. 34 11 11 0 227 23

情報工学科
Information Eng. 35 15 15 0 195 20

物質化学工学科
Chemical Eng. 35 13 13 0 119 22

Total　　ܭ 8807 5383 5185 198 33927 86630 3424 

年度・学科
:earɾDepartment

۠　分
Classification

昭和43 ʙྩ和ݩ年度　196� ʙ 2019 ྩ和2年度　　2020

. & 4 * $ . & 4 * $

建 設 Construction Industry 130 108 10 18 15 0 1 1 0 0
৯ ྉ  Food Production 45 50 8 7 49 1 3 1 0 3
ણ  ҡ Textile Industry 65 12 9 3 65 0 0 0 0 0
ύϧプ・ࢴ・ҹ・出൛ Pulp, Paper, Printing, Publication 32 7 4 0 28 0 0 0 0 0
化 学 Chemical Industry 176 83 25 8 463 3 1 0 0 7
ΰ ム Rubber Production 48 9 0 1 10 0 0 0 0 0
Ψ ラ εŋ ੴ Glass 38 12 2 4 12 0 0 0 0 0
మ ߯ Steel Industry 48 10 2 3 4 0 0 0 0 0
ඇ మ 金 ଐ Non-ferrous Metals 17 16 0 2 4 0 0 0 0 0
金 ଐ Metals 54 5 4 3 11 0 0 1 0 0
機 械 Machinery 422 100 61 19 51 6 3 1 0 1
電 気 機 ث Electric Appliances 298 408 73 101 65 0 5 1 1 0
༌ ૹ ༻ 機 ث Transport Equipment 205 34 17 5 6 0 1 0 0 0
精 ີ 機 ث Precision Machinery 93 50 15 6 18 1 1 0 2 0
そ の 他 の  造 Other Manufacturing Industry 79 31 22 17 36 1 1 4 1 2
 業 Commercial Industry 64 29 8 7 22 0 0 0 1 0
ӡ ༌・ ௨ ৴ Transportation, Communication 40 111 25 114 2 1 4 0 1 0
電 気・ Ψ ε Electricity, Gas 35 106 23 28 10 0 1 0 0 0
 ެ ி Government and Municipal O⒏ces 69 78 8 3 40 1 0 0 0 0
αーϏε・その他 Service Industry, Others 109 126 55 188 36 0 2 2 9 0

ܭ Total 2067 1385 371 537 947 14 23 11 15 13 

̢ɿ機械工学科   ̚ɿ電気工学科   ̨ɿ電子制御工学科   ̞ ɿ情報工学科   ̘ɿ物質化学工学科
̢ɿMechanical Eng.ɹ̚ɿElectrical Eng.ɹ̨ɿControl Eng.ɹ̞ɿInformation Eng.ɹ̘ɿChemical Eng.
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■ 大学編入学状況　Entrance into University

■ 専攻科入学状況　Entrants into Faculty of Advanced Engineering

年　度　:ear
大　学　University

昭和43 ʙ平成29年度
196� ʙ 201�

平成30年度
201�

ྩ和ݩ年度
2019

ྩ和2年度
2020

ܭ　　߹
Total

国　立
National

長 Ԭ 技 術 科 学 大 学 Nagaoka Univ. of Technology 210 	98
 8 	4
 8 	2
 8 	1
 234 	105

豊 ڮ 技 術 科 学 大 学 Toyohashi Univ.of Technology 327 	173
 3 	1
 5 	1
 4 	3
 339 	178

 ւ ಓ 大 学 Hokkaido Univ. 8 	0
 8 	0

室 འ 工 業 大 学 Muroran Institute of Technology 2 	1
 2 	1

ଳ 広 ச 産 大 学 Obihiro Univ. of Agriculture and Veterinary Medicine 1 	0
 1 	0

 見 工 業 大 学 Kitami Institute of Technology 2 	0
 2 	0

౦  大 学 Tohoku Univ. 13 	1
 1 14 	1

ळ ా 大 学 Akita Univ. 7 	1
 7 	1

ࢁ ܗ 大 学 :amagata Univ. 3 	0
 3 	0

福 ౡ 大 学 Fukushima Univ. 1 	0
 1 	0

ҵ  大 学 Ibaraki Univ. 2 	0
 2 	0

ஜ  大 学 Tsukuba Univ. 20 	0
 3 3 1 27 	0

܈ അ 大 学 Gunma Univ. 4 	0
 4 	0

࡛ ۄ 大 学 Saitama Univ. 2 	0
 2 	0

ઍ ༿ 大 学 Chiba Univ. 17 	6
 17 	6

౦ ژ 大 学 Univ. of Tokyo 8 	0
 1 9 	0

౦ ژ  工 大 学 Tokyo Univ. of Agriculture and Technology 60 	32
 1 2 	1
 63 	33

౦ ژ 工 業 大 学 The Tokyo Institute of Technology 32 	15
 2 	1
 3 	2
 37 	18

౦ ژ ւ ༸ 大 学 Tokyo Univ. of Marine Science and Technology 1 	0
 1 	0

お  の ਫ ঁ 子 大 学 Ochanomizu Univ. 1 	0
 1 	0

電 気 ௨ ৴ 大 学 The Univ. of Electro-Communications 20 	13
 1 	1
 21 	14

ԣ  国 立 大 学 :okohama National Univ. 1 	0
 1 	1
 2 	1

新 ׁ 大 学 Niigata Univ. 7 	3
 7 	3

 ࢁ 大 学 Toyama Univ. 7 	0
 7 	0

金  大 学 Kanazawa Univ. 75 	20
 4 	4
 2 	2
 81 	26

福 Ҫ 大 学 Fukui Univ. 24 	3
 2 1 1 28 	3

ࢁ ས 大 学 :amanashi Univ. 3 	2
 3 	2

৴ भ 大 学 Shinshu Univ. 7 	2
 1 	1
 2 	2
 10 	5

ذ ෞ 大 学 Gifu Univ. 10 	2
 1 	1
 11 	3

静 Ԭ 大 学 Shizuoka Univ. 3 	0
 1 4 	0

名 ݹ  大 学 Nagoya Univ. 8 	0
 8 	0

名 ݹ  工 業 大 学 Nagoya Institute of Technology 23 	0
 2 25 	0

三 重 大 学 Mie Univ. 66 	11
 3 	1
 1 3 	1
 73 	13

࣎ լ 大 学 Shiga Univ. 1 	0
 1 	0

ژ  大 学 Kyoto Univ. 27 	0
 1 28 	0

ژ  教 育 大 学 Kyoto Univ. of Education 4 	0
 4 	0

ژ  工 芸 ણ ҡ 大 学 Kyoto Institute of Technology 75 	4
 4 	1
 5 	2
 4 	2
 88 	9

大 阪 大 学 Osaka Univ. 158 	0
 5 8 4 175 	0

大 阪 外 国 語 大 学 Osaka Univ.of Foreign Studies 1 	0
 1 	0

ਆ ށ 大 学 Kobe Univ. 77 	0
 2 1 80 	0

奈 良 教 育 大 学 Nara Univ.of Education 2 	0
 2 	0

奈 良 ঁ 子 大 学 Nara Women�s Univ. 24 	6
 1 1 	1
 26 	7

和 Վ ࢁ 大 学 Wakayama Univ. 32 	9
 1 	1
 1 34 	10

ௗ 取 大 学 Tottori Univ. 2 	0
 2 	0

ౡ ࠜ 大 学 Shimane Univ. 3 	1
 3 	1

Ԭ ࢁ 大 学 Okayama Univ. 91 	19
 1 	1
 3 	1
 3 98 	21

広 ౡ 大 学 Hiroshima Univ. 38 	0
 1 2 1 42 	0

ࢁ ޱ 大 学 :amaguchi Univ. 15 	2
 1 16 	2

ಙ ౡ 大 学 Tokushima Univ. 40 	23
 2 42 	23

߳ 川 大 学 Kagawa Univ. 8 	0
 2 1 1 12 	0

愛 ඤ 大 学 Ehime Univ. 14 	0
 1 15 	0

高 知 大 学 Kochi Univ. 1 	0
 1 2 	0

 भ 大 学 Kyusyu Univ. 9 	2
 9 	2

 भ 工 業 大 学 Kyusyu Institute of Technology 39 	38
 1 	1
 40 	39

ࠤ լ 大 学 Saga Univ. 12 	1
 12 	1

長 ࡚ 大 学 Nagasaki Univ. 2 	1
 2 	1

۽ 本 大 学 Kumamoto Univ. 3 	0
 3 	0

大 分 大 学 Oita Univ. 1 	0
 1 	0

ٶ ࡚ 大 学 Univ. of Miyazaki 1 	0
 1 	0

ࣛ ࣇ ౡ 大 学 Kagoshima Univ. 6 	2
 6 	2

ླྀ 球 大 学 Ryukyu Univ. 6 	0
 6 	0

খ ܭ Subtotal 1667 	491
 48 	15
 48 	11
 42 	14
 1805 	531


ެ　立
Public

大 阪 府 立 大 学 Univ.of Osaka Prefecture 84 	10
 5 8 9 106 	10

大 阪 ࢢ 立 大 学 Osaka City Univ. 27 	0
 1 28 	0

ؠ ख 県 立 大 学 Iwate Prefectural Univ. 0 	0
 1 1 	0

ट  大 学 ౦ ژ Tokyo Metropolitan Univ. 3 	0
 3 	0

࣎ լ 県 立 大 学 Univ.of Shiga Prefecture 3 	0
 1 4 	0

ฌ ݿ 県 立 大 学 Univ.of Hyogo 8 	0
 8 	0

広 ౡ ࢢ 立 大 学 Hiroshima City Univ. 6 	0
 6 	0

খ ܭ Subtotal 131 	10
 6 	0
 8 	0
 11 	0
 156 	10


その他
Others

ࢲ 立 大 学 Private Univ. 94 	41
 9 	3
 3 	1
 5 	3
 111 	48

そ の 他 の 大 学 The Other Univ. 3 	0
 1 4 	0

খ ܭ Subtotal 97 	41
 9 	3
 4 	1
 5 	3
 115 	48


ܭ　　߹ Total 1895 	542
 63 	18
 60 	12
 58 	17
 2076 	589


（　　）はਪન入学で内数　　ʢɹɹʣ entrance of  recommendation

年　度　:ear
高等専門学校 National College of Technology

平成4 ʙ平成29年度
1992 ʙ 201�

平成30年度
201�

ྩ和ݩ年度
2019

ྩ和2年度
2020

ܭ　　߹
Total

国　立
National

奈 良 工 業 高 等 専 門 学 校 National Institute of Technology (KOSEN), Nara College 886 	404
 45 	21
 43 	24
 39 	24
 1013 	473

ླ ࣛ 工 業 高 等 専 門 学 校 National Institute of Technology (KOSEN), Suzuka College 1 1
豊 ా 工 業 高 等 専 門 学 校 National Institute of Technology (KOSEN), Toyota College 1 1
  工 業 高 等 専 門 学 校 National Institute of Technology (KOSEN), Maizuru College 7 1 1 9
和 Վ ࢁ 工 業 高 等 専 門 学 校 National Institute of Technology (KOSEN), Wakayama College 1 1
 ࢁ 工 業 高 等 専 門 学 校 National Institute of Technology (KOSEN), Toyama College 1 1
 ࢁ 工 業 高 等 専 門 学 校 National Institute of Technology (KOSEN), Tsuyama College 1 1 2
ٱ ཹ ถ 工 業 高 等 専 門 学 校 National Institute of Technology (KOSEN), Kurume College 1 	1
 1 	1

߳ 川 高 等 専 門 学 校 National Institute of Technology (KOSEN), Kagawa College 1 1
খ ܭ Subtotal 900 	405
 46 	21
 43 	24
 41 	24
 1030 	474


ެ　立
Public

大阪府立大学工業高等専門学校 Osaka Prefecture University College of Technology 6 1 7
ਆ ށ ࢢ 立 工 業 高 等 専 門 学 校 Kobe City College of Technology 1 1
খ ܭ Subtotal 7 1 8

立ࢲ
Private

α レ ジ オ 工 業 高 等 専 門 学 校 Salesian Polytechnic 1 1
খ ܭ Subtotal 1 1

ܭ　　߹ Total 908 	405
 46 	21
 43 	24
 42 	24
 1039 	474


（　　）はਪન入学で内数　　ʢɹɹʣ entrance of  recommendation
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■ 就職・大学Ӄ進学状況　 The Number of Students of going to Companies or onto Graduate Schools

■ 産業別就職先　Job Classification

年　度
:ear

専　攻
Course

就職者　Employed
大学Ӄ進学

Graduate Schools
その他
Othersຽ間ا業

Private Enterprise
ிެ

Government and 
Municipal o⒏ces

ܭ
Total

平成5 ʙ平成29年度
199� ʙ 201�

機械制御工学専攻
Advanced Mechanical Eng. 133    3    136    182    14    

電子情報工学専攻
Advanced Electronic and Information Eng. 138    1    139    177    12    

化学工学専攻
Advanced Chemical Eng. 73    0    73    106    4    

平成30 ʙྩ和ݩ年度
201� ʙ 2019

シεテム創成工学専攻
機械制御シεテムίーε
Department of Systems Innovation
Advanced Mechanical Engineering Course

5    0    5    20    1    

シεテム創成工学専攻
電気電子シεテムίーε
Department of Systems Innovation Advanced 
Electrical and Electronic Engineering Course

1    0    1    12    0    

シεテム創成工学専攻
情報シεテムίーε
Department of Systems Innovation
Advanced Information System Course

8    1    9    7    1    

物質創成工学専攻
Department of Materials Science and 
Chemical Engineering

4    1    5    12    1    

ྩ和2年度
2020

シεテム創成工学専攻
機械制御シεテムίーε
Department of Systems Innovation
Advanced Mechanical Engineering Course

2    0    2    10    3    

シεテム創成工学専攻
電気電子シεテムίーε
Department of Systems Innovation Advanced 
Electrical and Electronic Engineering Course

3    0    3    9    2    

シεテム創成工学専攻
情報シεテムίーε
Department of Systems Innovation
Advanced Information System Course

4    0    4    3    3    

物質創成工学専攻
Department of Materials Science and 
Chemical Engineering

0    0    0    9    0    

年度・専攻
:earɾCourse

۠　分
Classification

平成5 ʙ平成29年度　199� ʙ 201� 平成30 ʙྩ和ݩ年度　　201� ʙ 2019 ྩ和2年度　　2020

機械制御
Advanced 
Mechanical 

Eng.

電子情報
Advanced 
Electronic

and 
Information 

Eng.

化　学
Advanced 
Chemical

Eng.

シεテム創成工学専攻
Department of Systems Innovation 物質創成

工学専攻
Department 
of Materials 
Science and 
Chemical 

Engineering

シεテム創成工学専攻
Department of Systems Innovation 物質創成

工学専攻
Department 
of Materials 
Science and 
Chemical 

Engineering

機械制御
シεテム
ίーε

Advanced 
Mechanical 
Engineering 

Course

電気電子
シεテム
ίーε

Advanced 
Electrical and 

Electronic 
Engineering 

Course

情報
シεテム
ίーε

Advanced 
Information 

System
Course

機械制御
シεテム
ίーε

Advanced 
Mechanical 
Engineering 

Course

電気電子
シεテム
ίーε

Advanced 
Electrical and 

Electronic 
Engineering 

Course

情報
シεテム
ίーε

Advanced 
Information 

System
Course

建 設 Construction Industry 7 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0

৯ ྉ  Food Production 4 1 7 0 1 0 0 0 0 0 0

ણ  ҡ Textile Industry 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

出൛、ҹ、ࢴ Paper,Printing,Publication 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

化 学 Chemical Industry 10 7 42 1 0 0 2 0 0 0 0

ΰ ム Rubber Production 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

ੴ༉・ੴ Petroleum and coal products 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ψ ラ εŋ ੴ Glass 2 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0

మ ߯ Steel Industry 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ඇ మ 金 ଐ Non-ferrous Metals 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

金 ଐ Metals 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機 械 Machinery 25 7 6 1 0 0 0 1 0 0 0

電 気 機 ث Electric Appliances 29 30 1 0 0 1 0 0 2 0 0

༌ ૹ ༻ 機 ث Transport Equipment 11 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0

精 ີ 機 ث Precision Machinery 2 6 1 1 0 0 0 0 0 0 0

その他の造 Other Manufacturing Industry 5 6 5 0 0 0 1 0 0 0 0

 業 Commercial Industry 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

ӡ ༌・ ௨ ৴ Transportation,Communication 0 15 0 0 0 4 0 0 1 2 0

電 気・ Ψ ε Electricity,Gas 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 ެ ி Government and Municipal O⒏ces 3 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

αーϏε・その他 Service Industry,Others 25 47 7 1 0 3 0 1 0 2 0

ܭ Total 136 139 73 5 1 9 5 2 3 4 0
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National Institute of Technology(KOSEN), Nara College 

■ 大学Ӄ進学状況　The Number  of Students going onto Graduate Schools

■ 専攻科学位取ಘ状況 　Students Granted Bachelor Science

年　度　:ear
۠　分　Classification

平成5 ʙྩ和ݩ年度
199� ʙ 2019

ྩ和2年度
2020

ܭ　　߹
Total

国　立
National

長 Ԭ 技 術 科 学 大 学 大 学 Ӄ Nagaoka Univ. of Technology 7   0   7   
豊 ڮ 技 術 科 学 大 学 大 学 Ӄ Toyohashi Univ. of Technology 17   0   17   
 ւ ಓ 大 学 大 学 Ӄ Hokkaido Univ. 1   0   1   
߂ લ 大 学 大 学 Ӄ Hirosaki Univ. 1   0   1   
౦  大 学 大 学 Ӄ Tohoku Univ. 9   0   9   
౦ ژ 大 学 大 学 Ӄ Univ.of Tokyo 4   0   4   
౦ ژ 工 業 大 学 大 学 Ӄ The Tokyo Institute of Technology 15   2   17   
౦ ژ  工 大 学 大 学 Ӄ Tokyo Univ. of Agriculture and Technology 1   0   1   
ஜ  大 学 大 学 Ӄ Tsukuba Univ. 2   0   2   
ઍ ༿ 大 学 大 学 Ӄ Chiba Univ. 3   0   3   
金  大 学 大 学 Ӄ Kanazawa Univ. 2   0   2   
福 Ҫ 大 学 大 学 Ӄ Fukui Univ. 2   0   2   
৴ भ 大 学 大 学 Ӄ Shinsyu Univ. 1   0   1   
ذ ෞ 大 学 大 学 Ӄ Gifu Univ. 1   0   1   
名 ݹ  大 学 大 学 Ӄ Nagoya Univ. 10   0   10   
名 ݹ  工 業 大 学 大 学 Ӄ Nagoya Institute of Technology 2   0   2   
三 重 大 学 大 学 Ӄ Mie Univ. 1   0   1   
先科学技術大学Ӄ大学 Japan Advanced Institute of Science and Technology Hokuriku 22   0   22   
ژ  大 学 大 学 Ӄ Kyoto Univ. 14   2   16   
ژ  工 芸 ણ ҡ 大 学 大 学 Ӄ Kyoto Institute of Technology 25   0   25   
大 阪 大 学 大 学 Ӄ Osaka Univ. 68   7   75   
大 阪 教 育 大 学 大 学 Ӄ Osaka Kyoiku Univ. 4   0   4   
ਆ ށ 大 学 大 学 Ӄ Kobe Univ. 5   1   6   
和 Վ ࢁ 大 学 大 学 Ӄ Wakayama Univ. 2   0   2   
奈良先科学技術大学Ӄ大学 Nara Institute of Science and Technology 219   17   236   
ಙ ౡ 大 学 大 学 Ӄ Tokushima Univ. 1   0   1   
ௗ 取 大 学 大 学 Ӄ Tottori Univ. 4   0   4   
ౡ ࠜ 大 学 大 学 Ӄ Shimane Univ. 2   0   2   
Ԭ ࢁ 大 学 大 学 Ӄ Okayama Univ. 3   0   3   
広 ౡ 大 学 大 学 Ӄ Hiroshima Univ. 4   0   4   
 भ 大 学 大 学 Ӄ Kyusyu Univ. 7   0   7   
 भ 工 業 大 学 大 学 Ӄ Kyusyu Institute of Technology 4   0   4   
۽ 本 大 学 大 学 Ӄ Kumamoto Univ. 2   0   2   
૯ ߹ 研 究 大 学 Ӄ 大 学 The Graduate University for Advanced Studies 3   0   3   

ެ立
Public

大 阪 府 立 大 学 大 学 Ӄ Univ.of Osaka Prefecture 5   0   5   
大 阪 ࢢ 立 大 学 大 学 Ӄ Osaka City Univ. 20   0   20   
ฌ ݿ 県 立 大 学 大 学 Ӄ University of Hyogo 2   0   2   

立ࢲ
Private

立 ໋ 館 大 学 大 学 Ӄ Ritsumeikan Univ. 9   0   9   
ಉ 志 ࣾ 大 学 大 学 Ӄ Doshisya Univ. 7   2   9   
ૣ Ҵ ా 大 学 大 学 Ӄ Waseda Univ. 5   0   5   

ܭ　　߹ Total 516   31   547   

 年　度
:ear

専　攻
Course

平成5 ʙ平成29年度
199� ʙ 201�

平成30 ʙྩ和ݩ年度
201� ʙ 2019

ྩ和2年度
2020

ܭ　　߹
Total

मྃ者
Completed

学位取ಘ者
Granted

मྃ者
Completed

学位取ಘ者
Granted

मྃ者
Completed

学位取ಘ者
Granted

मྃ者
Completed

学位取ಘ者
Granted

機械制御工学専攻　Advanced Mechanical Eng. 331    328    331    328    

電子情報工学専攻　Advanced Electronic and Information Eng. 329    328    329    328    

化学工学専攻　Advanced Chemical Eng. 184    185    184    185    

シεテム創成
工学専攻
Department 
of Systems 
Innovation

機械制御シεテムίーε
Advanced Mechanical Engineering Course 26    26    12    12    38    38    

電気電子シεテムίーε
Advanced Electrical and Electronic 
Engineering Course 

13    13    12    12    25    25    

情報シεテムίーε
Advanced Information System Course 16    16    7    7    23    23    

物質創成工学専攻
Department of Materials Science and Chemical Engineering 17    17    9    9    26    26    

Total　ܭ　　߹ 844    841    72    72    40    40    956    953    
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Ind ustry- A cad em ia Collab orativ e R esearch Center

ηϯλʔڀݚಇڠֶ࢈
　奈良工業高等専門学校産学協働研究センター 	平成30年度より組織มߋɿچ 産学交流室
は、本

校から地域に向けての情報発৴基地としての機能と、地域ا業からの技術૬ஊ૭ޱとしての機能を

持ͪ、奈良県౦大阪ࢢ、ീඌࢢ、けいはΜな等地域の産学金࿈ܞのڌとしての役ׂを୲って

います。これまでの׆ಈから、「産」である一般ࣾஂ法人奈良ࡁܦ産業協会卒業生のا業の他、

金༥機関なݩ૯߹センター、「金」である地ڵ部、奈良県産業ৼڵৼ༺ޏ・である奈良県産業「」

Ͳ、奈良県等の産・・金との深い人的ωοτϫーΫならびに本校卒業生との技術交流ωοτϫー

Ϋを構ஙしてまいりました。

　産学協働研究センターは、これらの人的ωοτϫーΫを༗ޮに׆༻して、本校教員の教育的なら

びに研究的シーズを広くެ։していき、ࣾ員のεΩϧアοプ研म、新しい事業化の技術։発、ϕ

ンチϟーى業創設の支援なͲをਪ進し、奈良県及びपล地域産業の発展にݙߩしていくॴଘです。

 The Industry-Academia Collaborative Research Center, National Institute of Technology(KOSEN), Nara College 
acts both as a source of information and as a technical solutions consultant for local industry, and takes a role as a 
base of collaboration between industry, government, academia and financial institutions in Nara prefecture as well as 
neighboring Higashiosaka city, :ao city, and Keihanna area. 
 Through collaborative activities so far, we have built a technological exchange network with our graduates and a 
human network with industry� Nara Economic and Industrial Association and companies that our graduates work, with 
public sectors� Nara Prefecture Industry and Employment Promotion Department and Nara Prefecture Institute of 
Industrial Development, and with local financial institutions.
 By utilizing these social networks effectively, our center encourages faculty member to publish their research and to 
facilitate employee skill-up training, engineering development for new business and support for start-ups, which will 
contribute to industrial progress in Nara prefecture and surrounding area.

֎෦ۚࢿडೖٴͼ࠾ۀࣄ
Situation of outsid e fund  and  p roj ect

ྩ和２年度外部資金受入状況　Situation of outside fund acceptance in 2020
名শ

Account Name
受入݅数

Number of Acceptance
受入額（ઍԁ）

Received Amount in Thousands of :en
ಉ研究 Joint Research Projectsڞ 25 18386
受ୗ研究 Commissioned Researches 5 54575
奨学د付金 Donationsɹ 76 9681

科学研究අิॿ金採択状況　Grants-in-Aid for Scientific Research
　　　  ۠分 Classification 

年度 :ear

基൫研究 
（"） 
Scientific 

Research(A)

基൫研究 
（#） 
Scientific 

Research(B)

基൫研究 
（$） 

Scientific Research(C)

ઓ的
๖ժ研究 

Challenging 
Exploratory 
Research

एख研究（#）・
एख研究 

:oung Scientists(B),
:oung Scientists

研究׆ಈ 
εターτ支援

Research Activity
Start-up

奨ྭ研究
 Encouragement 

of Scientists

研究成Ռެ
։ଅ進අ
Publication 
of Scientific 

Research Results

 ܭ߹
Total

平成30年度 
201�

݅数 Number 0 	3
 0 	3
 16 	4
 3 5 0 0 24 	10

金額 Fundsɹ 0 	1404
 0 	806
 20632 	715
 650 7410 0 0 28692 	2925


ྩ和ݩ年度 
2019

݅数 Number 0 	1
 0 	3
 15 	6
 0 3 2 1 21 	10

金額 Fundsɹ 0 	455
 0 	1456
 21970 	813
 0 2080 2730 450 27230 	2724


ྩ和2年度 
2020

݅数 Number 0 	1
 0 	5
 16 	8
 0 1 2 1 1 21 	14

金額 Fundsɹ 0 	364
 0 	1573
 21450 	1859
 0 2470 2600 440 292 27252 	3796


（　　）は研究分୲者で外数　　ʢɹɹʣ Co-Investigator

（単位ɿ݅，ઍԁ） (Shown in number or thousands yen)

ྩ和2年度ڝ૪的資金受入状況　Situation of competitive funds acceptance in 2020

資金配分機関
Funding agency

プログラム名শ
Program Name

受入額（ઍԁ）
Received Amount in Thousands of :en

จ部科学ল
Ministry of Education,Culture,Sports,Science and Technology

先研究基൫ڞ༻ଅ進事業ɿ࠶ҕୗ 
研究機ث૬ޓ利༻ωοτϫーΫ導入実ূプログラム（4)"3&） 12258

จ部科学ল
Ministry of Education,Culture,Sports,Science and Technology Ӊۭߤ科学技術ਪ進ҕୗඅ 16000

จ部科学ল
Ministry of Education,Culture,Sports,Science and Technology

科学技術人材育成අิॿ金 
μイόーシティ研究ڥ実現イχシアティϒ 	 ܕҾݗ 
 8900

産業লࡁܦ
Ministry of Economy, Trade and Industry

中খا業ܦӦ支援等ର策අิॿ金ɿ間ิॿ事業者
ઓུ的基൫技術高度化支援事業（αポイン） 3400

国立研究։発法人新ΤωϧΪー・産業技術૯߹։発機構
New Energy and Industrial Technology Development Organization

೩ྉ電等利༻の飛躍的֦大に向けたڞ௨課題解決ܕ産学
࿈ܞ研究։発事業 � ਫૉ利༻等高度化先技術։発 38207

国立研究։発法人日本ҩྍ研究։発機構
Japan Agency for Medical Research and Development

革新的技術による機能ωοτϫーΫの
全༰解໌プロジΣΫτɿ࠶ҕୗ 2730

奈良県
Nara Prefecture 奈良高専技術情報׆༻支援事業 1405

その他 Others その他学術ॿ成金・ิॿ金等 167571

（外部資金受入状況݅数・金額と一部重ෳ）
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National Institute of Technology(KOSEN), Nara College ऩೖɾࢧग़ֹܾࢉ
Situation of F inance

収　　入
Revenue

金額（単位ɿઍԁ）
Amount in Thousands :en

ӡӦඅ交付金 
Grants-in-aid for Operational Expenditure 29110

施設උඅิॿ金
Facilities Improvement Expenditure 277382

授業ྉ収入
Tuition Fees 237268

入学ྉ収入
Entrance Fees 21962

定ྉ収入ݕ
Exam Fees 5196

収入ࡶ
Miscellaneous 3051

産学࿈ܞ等研究収入
Industry-Academia Collaborative Research 
Expenses

96532

ෟ金収入د
Endowments 8971

その他ิॿ金
Other subsidies 176655

ܭ
Total 856127

支　　出
Expenditures

金額（単位ɿઍԁ）
Amount in Thousands :en

教育研究අ
Education and Research Expenses 258528 

一般理අ
General Management Expenditure 59486 

施設උඅ
Facilities Improvement Expenditure 277382 

産学࿈ܞ等研究ܦඅ
Industry-Academia Collaborative Research 
Expenses

75298 

ෟ金事業අد
Endowments 12616 

その他ิॿ金
Other subsidies 175871 

ܭ
Total 859181

収入（令和２年度）
Revenue(2020)

支出（令和２年度）
Expenditures(2020)

運営費交付金
Grants-in-aid for Operational Expenditure

施設整備費補助金
Facilities Improvement Expenditure

授業料収入
Tuition Fees

入学料収入
Entrance Fees

検定料収入
Exam Fees

雑収入
Miscellaneous

産学連携等研究収入
Industry-Academia Collaborative 
Research Expenses

寄附金収入
Endowments

その他補助金
Other Subsidies

教育研究費
Education and Research Expenses
一般管理費
General Management Expenditure
施設整備費
Facilities Improvement Expenditure
産学連携等研究経費
Industry-Academia Collaborative 
Research Expenses
寄附金事業費
Endowments
その他補助金
Other Subsidies

2.56%

27.71%

0.61%

0.36%

11.28%

1.05%

20.63%

32.28%

6.92%

30.10%

8.76%

1.47%

20.47%
3.40%

32.40%
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F acilities

گઃঢ়ࢪ

૯施設面積 
Total Area

内༁ 
Classification

උ考 
Notes

108722ᶷ

校ࣷෑ地 College Buildings 46135ᶷ

学寮ෑ地 Dormitory 11913ᶷ

ӡಈෑ地 Playground 33234ᶷ

職員॓ࣷ Staff Housing 2739ᶷ

その他 Others 14701ᶷ 現状自વྛ等 Grove,etc.

■ 　地 Land

■ 建物等  Facilities
൪߸
No.

名　শ
Name

構　造
Structure

面積（̼2）
Areas

　校ࣷ　School Building

1 本館（理౩及び一般教科）
Main Building (Administration O⒏ce � Liberal Studies) 3$3 3729

2 ߹ಉ教室
Lecture Building 3$1 199

3 ౩ٛߨ
Lecture Building 3$2 1249

4 本館（機械工学科）
Main Building (Mechanical Engineering) 3$3 1953

5 のづくり実ݧ実習౩
MONODUKURI building for Experiment and Workshop 3$1 1347

6 機械工学科߯材ݿ
Storehouse for Mechanical Engineering 41 35

7 専攻科ೆ౩
South Building for Advanced Eng.Fac. 3$2 604

8 本館（電気工学科）
Main Building (Electrical Engineering)

3$4
44

1644
505

9 本館౩
North Building for Main Building 3$3 1647

10 物質化学工学科౩
Chemical Engineering Building 3$3 1799

11 物質化学工学科実習工
Training Center for Chemical Engineering 3$1 328

12 物質化学工学科物ݿ
Storehouse for Chemical Engineering $#1 22

13 情報工学科౩
Information Engineering Building 3$3 1644

14 電子制御工学科・専攻科౩
Building for Control Eng. � Advanced Eng.

3$4
44

1961
50

15 図書館
Library 3$2 1629

16 ૯߹情報౩
General Information Building 3$1 303

　体育施設　Physical Education Facilities

17 ୈ一体育館
1st Gymnasium 42 1010

18 ୈೋ体育館
2nd Gymnasium 41 880

19 ಓ
Martial Arts Gymnasium 42 417

20 ಓٷ
Japanese Archery Ground 41 89

21 アーチΣリー的
Archery Ground $#1 17

22 プーϧߋҥ室
Locker Room for Swimming

$#1
3$1

44
63

23 体育１ݿ۩ث
Physical Education Implement Storehouse̍ $#1 40

24 体育・課外教育ڞ༻施設
Sports Club House 42 255

൪߸
No.

名　শ
Name

構　造
Structure

面積（̼2）
Areas

　体育施設　Physical Education Facilities 

্ڝ技
Track τラοΫ　400N

野球
Baseball Field １面

テχείーτ
Tennis Court ５面

ਫӭプーϧ
Swimming Pool 25N　６ίーε

　福利施設　Welfare Facilities

25 福利౩（྇Ӣ館）
Club House for Staff and Students(Ryoun-kan) 3$2 806

26 課外教育ڞ༻施設
Club House 3$1 202

　学寮　Dormitory

27 ൗോ寮
Ikaruga-Ryo

3$3
41

660
33

28 飛ௗ寮
Asuka-Ryo 3$4 776

29 ௗ見寮
Tomi-Ryo 3$5 1039

30 学寮理౩
Administration O⒏ce 3$1 406

31 学寮৯ಊ
Refectory 3$1 368

32 学寮１ݿ
Storehouse̍ 3$1 51

33 学寮２ݿ
Storehouse̎ $#1 23

34 学寮ચ୕室
Laundry $#1 20

　その他　Others

35 ഇӷஷཹ
Waste Fluid Preservatory 3$1 13

36 ༀݿ
Chemicals Storehouse $#1 18

37 ݿ物保ݥة
Dangerous Object Storehouse 3$1 36

कӴ室・ݿं
Garage � Gate Keeper�s House 3$1 156

機械室・ݿ等
Water Supply Facilities 377

ܭ
Total 28447



51

National Institute of Technology(KOSEN), Nara College 

Cam p us M ap

ஔਤݐ



独 立 行 政 法 人 国 立 高 等 専 門 学 校 機 構

奈良工ۀ高専門学ߍ

学
校
概
要

奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校

NATIONAL INSTITUTE OF TECHNOLOG:ʢKOSENʣ, Nara College
6˟39Ŗ1080　奈良県大和ࢢࢁ܊ాொ22൪地

2 2 Y ata- cho,Y am atok oriyam a,Nara,J A P A N.
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■ 学 生 寮 　 5&-�0743Ŗ55Ŗ6035
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